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事 務 局 長  新 田 順 子 君 

主 査  多 田 倫 久 君 
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────────────────── 

   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。

これより、本日の会議を開きます。 

────────────────── 

   諸般の報告   

○議長（浅沼幸雄君）  日程に入るに先立ち、

諸般の報告をいたします。 

 監査委員から、例月現金出納検査の結果につ

いての報告書１件を受理いたしましたので、そ

の写しをお手元に配付しておきましたから、御

了承願います。 

 次に、今定例会に通告のあった９番瀧本孝一

君の一般質問について、答弁者の訂正がありま

したので、訂正後の一般質問表をお手元に配付

しておきましたから、御了承願います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

 これより、本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   
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○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、一般質問を

行います。 

 順次質問を許します。 

 ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  佐々木敦緒でありま

す。議長のお許しを頂きましたので、通告のと

おり、地域おこし協力隊の活動とその効果並び

に旧遠野高等学校情報ビジネス校利活用の見込

みについて、一問一答方式で質問を行います。 

 今、新型コロナウイルス感染症問題が、世界

中の難題になっております。一日も早い終息を

念ずるところでございます。 

 さて、７月の長雨のところへの豪雨で洪水が

発生し、路面の流出、水路が埋没、床下浸水な

どの被害が発生しました。高齢者や女性のみで

は応急処置不能のところへ消防団が駆けつけ、

被災を最小限に防ぐ活動を目にしました。地区

の消防団並びに遠野市消防の皆様に、心から感

謝と敬意を表するものであります。改めて、人

口減少・超高齢化社会にあっては、地域の守り

役、消防団は重要な存在と再認識いたしました。 

 これらのことから、団員の増員等、消防団の

充実を図らなければならない転換期に、今、立

っているのであります。市民の皆様に、このよ

うな現実を前段で申し上げ、質問に入ります。 

 都市部から過疎地域等に住民票を移した方を、

市町村等が地域おこし協力隊として委嘱します。

一定期間滞在して、地場産品の開発や販売、Ｐ

Ｒ及び農林水産業等への従事を経て、活動した

市町村への定着が図られることを目的とした地

域おこし協力隊要綱、平成21年３月31日に国の

総務省が制定しています。取組自治体に対して

は、特別地方交付税を措置するなど、国の肝煎

り事業と認識しております。 

 これを受け、遠野市では、平成27年４月１日

に、遠野市地域おこし協力隊事業要綱を制定し、

施行したと承知します。 

 まず、本事業の受入れに当たって、遠野市と

して期待したことは何か、このことについてお

伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  佐々木敦緒議員の一般

質問にお答えを申し上げます。 

 一問一答方式で、地域おこし協力隊の件、あ

るいは懸案となっております宮守村の情報ビジ

ネス校跡地利用の問題等、２点に絞っての御質

問と承りました。 

 まず、１問目の質問でありますけども、地域

おこし協力隊、期待したことは何かと。 

 御質問の中にありましたとおり、平成27年度

から地域おこし協力隊の受入れを開始いたしま

して、平成28年度から起業に特化したローカル

ベンチャー事業へと進化させ、取り組んできて

いるところであります。 

 そういった中におきまして、ただいまの御質

問の中にもありましたとおり、人口減少による

農業振興などの担い手不足の解消、ホップある

いは遠野物語など、遠野固有の地域資源を活用

した起業による雇用創出、情報発信による観

光・交流人口の拡大につながるといったような

ものを期待し、事業導入をしたと。 

 御案内のとおり、地方創生の風をしっかりと

受け止めるため、地域おこし協力隊という国の

制度を活用し、市内産業の向上と底上げと、地

域の活性化に一定の期待が遂げられたんではな

いのかなというように理解をいたしているとこ

ろであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  地域おこし協力隊、

この10年間で1,071自治体が取り組み、隊員数

は5,503人を数えるなど、この事業、確実に浸

透していると見て取ります。 

 遠野市でも、事業導入から延べ25人を任用し、

５年が経過します。任期を全うできなかった隊

員もおられますが、原因が何かと一度省みるこ

とが必要と思います。会計年度任用職員と存じ

ますので、事業効果は検証のことと存じます。

その検証結果についてお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 
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   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  検証結果はどうなって

いるのだろうかという御質問でありました。 

 先ほどの御質問にもお答えいたしましたけど

も、平成27年度の受入れ開始から、これまで25

人の隊員を受け入れてきたという、そのような

経過であります。 

 直近の９月１日時点での事業効果といたしま

して、隊員や隊員の家族、あるいは関係者の移

住、出生による人口の増加が39人、さらには新

規起業が７件、空き家・空き店舗の利活用が11

件といったような実績で推移をしてきておりま

す。 

 ホップ・ビールプロジェクトには、減少が続

くホップ農家の新規就農につながっているほか、

隊員３名が共同で開所したクラフトビールの醸

造所は、ビールの里のシンボル的な存在として

活躍をいたしているところであります。 

 今年は、残念ながら中止となってしまいまし

たけども、昨年８月に開催いたしましたホップ

収穫祭、これなどは非常に大きな盛り上がり、

この企画段階から運営に至るまで、この隊員の

方々が関わりながら、市内外から多くのファン

を、いうところの獲得をいたしまして、にぎわ

いの創出につながったという結果になっている

ところであります。２日間で１万2,000人の

方々を呼び込んだというような実績が、昨年あ

ったわけでございます。 

 さらには地域文化の発信、これも極めて大事

な大事なプロジェクトであります。新たな遠野

物語という、そのような切り口の中で、地域文

化を自ら体験、学習する団体も新たに組織され

まして、地域資源の掘り起こしといったものに、

大変な活躍をいただいているところであります。 

 そのような中で、様々、町屋のひなまつり、

あるいは商店街活動、郷土芸能、遠野ならでは

の文化の継承にも、大きな役割を果たしている

ということになろうかというように思っており

ます。 

 昨年８月までの起業型の１期生の隊員が、活

動を満了いたしました。そのような中で、昨年

の９月でありますけども、総括の集会を持った

ということでありまして、様々もう少し、この

活動報告の参加者を対象としたアンケートなど

を見ますと、「事業が地域課題の解決につなが

っている」、あるいは「今後も継続すべきであ

る」というような回答が８割にも上ったという

ことでありますから、隊員の方々も、それなり

の一つの、何と申しますか、手応えを感じなが

ら活動しているのではないのかなというように

受け止めたところであります。 

 さらに、これは客観的な資料ということにな

ろうかというように思っておりますけども、一

般財団法人岩手県経済研究所が、今年の２月に

発行いたしました岩手経済研究では、地域おこ

し協力隊に関する特集が企画されておりまして、

当市のこの取組も先進的な事例として紹介され

ているところであります。いうところの、遠野

市が受皿となるコーディネート機関を置きなが

ら、市、地元事業者、あるいは地域と総合的な

サポートを行いながら取り組んでいるといった

ようなところが、いろいろ評価されたのではな

いのかなというように思っているところであり

ます。 

 そのように一つの、これからも踏まえると、

内閣府のまち・ひと・しごと創生本部の移住・

定住施策の好事例集、好事例集ということはよ

い事例ということでありますけども、好事例集

にも掲載されておりまして、国からも先進的な

取組事例として評価を頂いているということを

申し上げて、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  検証結果についてお

伺いしました。空き家11件の解消等、この地域

おこし協力隊事業制度、遠野市にとって効果は

絶大であるというふうに検証されておるという

ふうにお聞きしました。 

 この項でもお話は触れられたんですが、もう

一度、次に、先に質問いたしました、一番最初

に質問いたしました本事業の導入に当たりまし

て、遠野市として当初の期待に沿った活動がさ
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れているというような先ほどの御答弁でありま

したけども、もう一度展開されておるものか、

市長の御感想をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  当初計画からというこ

とでありますけども、ただいま申し上げました

とおり、検証結果を先ほど答弁を申し上げたと

ころであります。それぞれの数字が、一つの実

績として現れているんじゃないのかなというよ

うに思っておりまして、あらかじめ目標設定を

行いながら、隊員あるいはコーディネートの事

業者、さらには市の３者、これに基づきまして、

定例会等で活動状況を確認しながら、隊員の実

情に合わせながら支援を行っているという状況

であります。 

 そのような中におきまして、やはり主体性を

持って、遠野ならではの資源を活用した事業創

出に、いうところの果敢に挑戦していただいて

いるということでありますので、先ほど申し上

げました数字等を持てば、まず、当初計画に沿

った一つの数字としては確保しているんではな

いかなというように思っておりますけれども、

もう５年を経過しておりますので、これからの

隊員の行動力と地域の支援体制がうまくかみ合

い始めてきておりますので、期待した効果が実

を結び始めているんではないのかなというよう

に考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいま、この事業

の効果、実を結び始めているという感想でござ

いました。大変いい方向に向いているというふ

うに思ったところであります。 

 都会を離れ地方で生活したい、自分の手で作

物を育ててみたい、今、都市部の方々が、豊か

な自然環境や歴史、文化などに恵まれた地方の

魅力に心を寄せる方が増えています。人口減少

などで活力が弱まりつつある地方自治体では、

都市部の方を地域おこし協力隊員として受け入

れ、活動終了後にはそのまま根を下ろし、引き

続き地域の力となることを期待し、委嘱した隊

員には年間１人当たり400万円を上限とする活

動経費を支払い、３年を限度に期間の延長がで

きる規定に加え、退任後には起業支援補助金、

上限100万円を補助してまで市の活性化と人口

の増加につながることを望んでいるのですが、

これまで退任した隊員16人中、市に定着した方

は10人で、定着率は62.5％と承知します。 

 市長は、この定着率をどのように捉えておい

でかお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま数字を挙げま

して、この数字をどう捉えているというような

御質問でありました。 

 御質問の中にありましたけども、退任した16

人のうち10人が定着をしたと。この定着率は62.

5％、起業率は70％という数字になっているわ

けでありまして、実はこれ、総務省が資料を公

表しているわけでございますけども、全国の地

域おこし協力隊の定着率は約６割という数字に

なっております。定着した隊員の起業率は約３

割ということでありますから、ただいま申し上

げたこの数字と、国が公表している数字と、当

市の状況を見ますと、まず一つの定着率といっ

たものについては、一つの非常に高い数字を示

すのではないのかなというように思っておりま

す。 

 また一方、定着に至らなかった隊員も、イベ

ントなどで遠野を訪れる、あるいは遠野の仲間

としてそれぞれ関係が保たれて、いうところの

関係人口の拡大にもかなりの部分が、この部分

が寄与していただいているということになるん

ではないのかなというように思っておりまして、

定着には支援機関あるいは関係団体、地域など、

多様な関係者によるサポートが不可欠でありま

すので、定着している経験豊かな協力隊ＯＢに

サポートをお願いしながら、さらなる定着率の

向上に努めてまいりたいというように考えてい

るところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 
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   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  定着率は、全国に比

較して高いということから、遠野市の魅力とい

うものが改めて確認されたというふうに思って

おります。それぞれの事情があると思いますか

ら、御答弁のとおり、これは高いということを

理解いたしました。 

 遠野市でこれまで募集した職種は、物産・観

光振興、ビール・ホップ、一部法人や団体など

に限定され、中山間地域等、農村部に目が届い

ていないと感じます。 

 今、国内では、地域の情報発信、イベントの

企画・運営・集客、地場産品の生産・加工に加

え、観光・宿泊施設の運営や接客、農畜産業、

林業などへの応募が伸びてきています。 

 こうした志向を捉え、遠野市も、今現に抱え

る課題、畜産振興公社やふるさと公社など、第

三セクターの経営改善にスキルある方の配置を、

また、一次産業の復興に向けて市内均一な配置

に配慮する形で協力隊を募り、市政再興を図る

ことが必要と思いますが、市長の御見解をお伺

いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど、定着率の話を

申し上げました。こういった中におきまして、

いうところの交流人口あるいは関係人口、その

ようなものをさらに強化する分におきましては、

地域おこし協力隊の方々の新たな発想と行動力、

あるいはネットワーク、これは極めて極めて大

事な一つの遠野にとっての底力を示すためにも、

大きなエネルギーになるんではないのかなとい

うことが、ただいまいろいろ質問の中でお答え

しました数字が、それを物語っているんではな

いのかなというように捉えているところであり

ます。 

 ちなみに、今年度の事業といたしまして、地

域商社の商品開発及びＰＲに２人、宮守町の特

産品開発に１人、地域文化の発信に１人、計４

人の受入れを予定し、準備を進めているところ

であります。御案内のとおり、この４人の方々

のいうところの人件費等は、国のほうからも一

つの交付税の中で手当てされているというとこ

ろでございますから、それを踏まえながら、４

人の方々の受入れを準備するということに今い

たしているところであります。 

 また一方、現在活動中の隊員が、地域商社と

連携して商品化した遠野ビール、おつまみギフ

トは、販売開始から２週間で、約250セットが

完売したというそのような一つの実績がありま

す。まさに発想力、企画力、行動力、これが今

遠野市に求められている一つの力、パワーでは

ないのかなと思っておりまして、このような一

つの新たな、様々な付加価値をつけながら進化

をさせていくという可能性を、この数字が示し

ているんではないのかなというように思ってい

るところでございますから、宮守町の特産品開

発などにも、やっぱりしっかりと向き合ってい

ただくような、そのようなマンパワーに持ち込

みたいというように考えております。 

 第三セクター、話がいろいろの第三セクター、

あるいは淡水魚等の特産品等についても、この

事業導入当初から受皿として検討してきた経緯

はあります。そのような部分も、やっぱり考え

なければならないだろうということを言ってお

りますので、これから、今５年経過いたしまし

たので、それをしっかり、先ほど申し上げたこ

との検証結果を踏まえながら、積極的なマンパ

ワーの一つの利活用という部分につきましては、

遠野の資源をさらに底力を発揮できるような、

繰り返しになりますけども、発想力、企画力、

行動力といったものを期待しながら、共々遠野

の産業振興、あるいは遠野の経済のさらなる活

力といったものに結びつけたいような、結びつ

けたいというように考えておるところでござい

ますが、これからもこのような方向の中で、こ

のプロジェクトと向き合ってまいりたいという

ように考えております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいまは、大変希

望が感じられる御答弁を頂きました。中山間地
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帯への目を配っていきたいという内容のもので

ありました。 

 20年前、旧宮守村を訪ねてこられた３人の女

性、新たに整備していたレイクリゾートの一角、

一棟貸し宿泊施設の管理運営の礎を築いた方々

です。３名のうちお二人は、今も市内に定住し

ています。 

 その方を含め、若者たちから私は、こんなお

言葉を頂きました。協力隊の取組は、一部産業

に偏ったお手伝い、これでは雇用拡大など波及

効果は薄いと思う。市内で働く方と比較して高

い報酬を支払ってまで地域おこしを期待してい

ると思うのですが、協力隊員は自治会活動に参

加されないし、地区消防にも加入していない。

地域を知らない者が真に市民が望む地域おこし

ができるのですか。独立した団体、グループの

塊に感じられ、地元の若者にはよそ者と映り、

距離感が生じているなど、地域おこし協力隊の

在り方への疑問などから、行政の施策やそのア

ピールには懐疑的になり、さらに進めば無関心

になっているとのことでありました。 

 これから遠野市を背負って立つ若者が、この

ような思いにあるのは誠に残念なこと。地域お

こし協力隊の募集に当たっては、地元消防団、

前段でお話ししましたけれども、消防団はなく

てはならない存在である。地元消防団への加入

や、郷土芸能団体への協力を盛り込む、または、

任用後に加入を勧めるなどして、隊員が地域に

溶け込める手段を講ずるべきと私は考えますが、

市長の御見解をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  地域おこし協力隊、

ローカルベンチャーという一つの切り口の中か

ら、御質問にお答えをしてきたわけでございま

すけども、新たな遠野物語、遠野の文化を、あ

るいは郷土芸能をという部分の中における発信

も、地域おこし協力隊の方々の発想力と企画力

と行動力が、それぞれ大きく貢献をしていると

いうふうな経過があるわけであります。 

 地域づくりに、いかに地元に密着しながらと

いう部分は、お話の御質問にありましたとおり、

極めて大事な、やはり地域全体が元気になる。

そこに彼ら、彼女らのまさに発想力、企画力、

行動力がうまくかみ合うという部分の中で、地

域が元気になるということに、私はつながると

いう分においては、ただいま御質問にあったと

おりの認識と全く同じであります。 

 そういった意味におきましては、消防団のよ

うな活動にも積極的という部分は、これは、も

ちろん個々の隊員の主体的な一つの中にある、

取り組まなければならないわけでございますけ

ども、いうところの地域ニーズと隊員が、やり

たいということのマッチングといったものが、

やっぱり大事じゃないのかなと思っております

ので、いろいろしますと、地域としっかりと密

着しながら取り組んでいる隊員の方々が非常に

多いわけでございますので、今お話あったとお

り消防団活動にも、あるいは地域づくりにも積

極的にそのノウハウを生かしていく、あるいは

仲間と一緒になってやっていくという分の中に

おける取組は積極的に対応して、指導というよ

りも、関わってまいりたいというような認識で

いるところでございますので、御了承いただけ

ればと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  次の質問、旧遠野高

等学校情報ビジネス校、校舎等利活用の見込み

についてお伺いします。 

 これは、昨年６月、そして本年６月の定例市

議会に続いて３度目の質問であります。なぜか

と申しますと、市長からは、スピード感を持っ

てあるいは緊張感を持ってなどと、いつも生き

のよい御答弁は頂くのですが、実施に前向きな

姿勢が見えませんので、再々度質問するもので

あります。 

 旧情報ビジネス校利活用の進捗状況、この現

状についてお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  今、３度目という質問
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がありました。スピード感と緊張感をというこ

とも、御指摘がありました。全くそのとおりで、

取り組んでいるところでありますけども、相手

のあることという中にございまして、正直なと

ころじくじたる思いの中で向き合っているとい

うことも、正直に申し上げたいというように思

っているところであります。 

 ６月定例市議会におきましても、佐々木敦緒

議員から、この問題について取り上げて、ただ

いま申し上げましたような認識の中で申し上げ

たということは、そのとおりでございます。３

度目ということであります。 

 前回も申し上げたとおりでありますけども、

宮守町の一つの経済、あるいはこれまで培って

きた様々な宮守町としての歴史と伝統をしっか

りと踏まえる場合においては、重要な課題であ

るということは、十分過ぎるぐらい認識をいた

しているところであります。 

 しかし、これはまた言い方が間違えば、まさ

に言い訳になってしまうわけでありますけども、

県の所有の物件であるということも、一つの所

有財産であるということも、一つの背景にある

ということも踏まえれば、このハードルを越え

ていかなければならない。市の財政状況では、

いうところの課題が多く、様々な観点から検討

を行っている段階でありますけども、こういっ

たことを踏まえながら、本年度の市議会と遠野

市との統一要望の中にもこの問題を取り上げな

がら、県のほうにお願いを申し上げているとこ

ろであります。 

 例えば、仮に県有財産を取得した場合の施設

の維持管理に関する費用等を考慮すれば、かな

り緻密な、そして計画的な、かつ効果の高い事

業展開を図れるという見通しがなければ、なか

なかその部分には踏み込めないという部分もあ

るわけでございますから、その辺の事情を十分

御理解をいただければということを申し上げた

いと思っております。 

 そうすると、スピード感も、緊張感もないん

ではないのかなというようなことが返ってくる

ような感じはいたしておりますけども、決して

そうじゃない。しっかりと向き合いながら、や

はりこのハードルを越えるためにはどうしたら

いいのかということをみんなの力を借りながら、

これを乗り越えていくというところに持ってい

かなければならないんじゃないのかなと。この

分は、かなり抽象的でありますけども、報告書

も頂いているところでございますから、これを

一つ一つその可能性を検証しながら、それに

ハードルを越えていくということに、今の段階

ではあるんではないのかなというように承知い

たしております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  本年６月１日の議員

全員協議会で、遠野高等学校情報ビジネス校跡

地利活用検討報告書の説明がありました。大変

立派な報告書にまとめられたと歓迎しています。

なぜなら、理想や机上の空論ではなく、公募に

基づいた計画案であり、実現の可能性が極めて

高い報告書にまとめられているからであります。 

 計画案が日の目を見るのは、市長以下行政の

取組姿勢にある。所有者の県と熱意あるたゆま

ぬ交渉の腕次第と、私は見ています。 

 この報告書、市長の評価についてお伺いしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  報告書、非常に重いも

のであると。短時間であれだけの報告書をまと

めていただいたということにつきましては、こ

れをしっかりと受け止めなければならないかと

いうように思っております。 

 既に御案内のとおり、報告書では２案で構成

されております。 

 案１といたしまして、旧校舎を自動車用部品

加工場及び住宅、旧体育館が自動車用部品等加

工に係る資材置場、旧グラウンド及び講堂は、

ニンニク栽培の圃場及び保管場所などの複合施

設としての案とした形で、案の１が示されまし

た。このように、複合施設として利活用しては

どうだろうかと。ただ、これは単なる提案では
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なくて、いろいろアンケートを、各事業所等に

アンケートを行った結果として集約したという

ものでありますから、それぞれの具体的なもの

があっての示されたということでありますので、

単なる絵に描いた餅ではないということであり

ます。それは、やっぱり重く受け止めなきゃな

らない。 

 さらには、もう一方の案の２は、私も一つの

この事例を視察をしてまいりましたけれども、

懐かしい昔ながらの資料等展示館という一つの、

いうなれば昭和の学校、昭和の様々な、何と申

しますか、産業の、あるいはいろんな経済の、

あるいはいろんな取り巻く環境の変遷を、一つ

の資料館としてそれを展示するという、これは、

校舎、体育館あるいはグラウンド等を一体的な

活用の案であるというものが２つ示されたわけ

であります。 

 ２案とも、いうところの地域活性化、あるい

は地域振興に関するものであるという一つの前

提に立っているところでありますので、実行可

能なものであるかとなれば、課題もやはりあっ

たということも考えなければならない。もちろ

ん課題があるから取り組まないんじゃなくて、

その可能性を一つ一つ潰していかなければなら

ないというように思っておりまして、検討懇談

会では、短期間にこれは精力的に検討された結

果として、このような報告書がまとまったわけ

でございますので、これにつきまして、私は一

定の評価をしながら、であれば、これを、報告

書をどのようにという部分の中に、次に踏み出

さなければならないという状況で、今、この実

現可能かどうかということは別問題といたしま

して、さらなる協議・検討がやっぱり必要では

ないのかなというように思っておりますから、

今、その作業をそれぞれの部署におきまして、

対応していただいてるというような状況でござ

いますので、スピード感と緊張感という部分を

その中に持ち込みながら対応しているというこ

とを申し添えて、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  報告書の内容、説明

いただきながら、御評価をいただきましたけれ

ども、再度確認して、私のほうからも報告書の

内容、知り得ている内容でお話しさせていただ

きたいと思いますが、報告書で提起される利活

用の案は、市長が先ほどお話しされましたよう

に２案であります。 

 まず、１号案、校舎１階と体育館は自動車用

部品の加工場と資材置場、校舎２階と３階は子

育て世代、独居老人等、誰でも入居可能な複合

住宅、グラウンドと旧講堂はニンニク栽培の圃

場及び保管場所としての案で、遠野市商工業の

発展と雇用の促進が図られる。さらに、定住確

保と福祉の充実。ニンニク栽培は、新たな特産

品の開拓など、遠野市経済の発展と地域の活性

化につながります。 

 一方、２号案は、懐かしい昔ながらの資料等

展示館です。この案には、花巻市の山の駅「昭

和の学校」を想定しますが、昔使われた生活用

品の保管及び展示と見学の提供は、地域振興と

観光客の誘致が期待されます。 

 本年６月定例市議会一般質問に対して、市長

からは、今日は御説明、御答弁頂きましたけれ

ども、６月には１号案に触れない御答弁を頂き

ました。これが、わざとだったのでしょうか、

それとも読み落としだったのでしょうか。提案

された２案、私は、甲乙つけがたい大変重い提

案と思いますが、市長はいかがお感じでしょう

か、お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほどの答弁で申し上

げましたとおり、短期間でチームをつくって、

あの報告書そのものは、よくまとまった報告書

として提出されたんではないのかなというよう

に思っておりまして、これを受け止めた私自身

といたしましても、それをどのように前に進む

のかという分につきましては、これも全てが順

調にいくというものじゃない。今、御質問の中

にありましたとおり、それぞれがそれぞれのプ

ロジェクトの中においても、課題がある、相手
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がある。それをどのようにということになった

ときに、やはりこの少子高齢化、さらには人口

減少の中で、地域活性化のために、いうところ

の定住促進、あるいは産業振興、雇用の創出と

いったような、地域経済と定住人口の拡大に図

る案として、それぞれが検証に値する十分な提

案ではないのかなというように受け止めている

ところであります。 

 しかし、この利活用を検討するに当たりまし

ては、もう一方においては課題も整理していか

なければならないということは、これは言うま

でもないというように思っております。 

 それぞれ報告書にも案として盛り込まれた住

宅一つ取ってみても、本当にそれだけの需要が

あるだろうか。定住人口を本当にその中に見い

出すことができるだろうかいったことも、しっ

かりと検証していかなければならない。そのよ

うな一つの前提。 

 さらに企業にということは、校舎を企業に貸

し出した場合においても、雇用の確保につなが

るのかどうなのかということも、やっぱりきち

んと検証していかなければならない。 

 昭和の学校、懐かしい昔ながらの資料展示館

につきましても、長時間にわたる一つの施設運

営及び物品の維持管理、実現をどのように図っ

ていったらいいのかとなれば、ソフトもしっか

りと組み込んでいかなければならないというこ

とになるわけでございますので、非常によくま

とまっている報告書でありますので、その中に

は課題が、今申し上げたとおりいろいろあるわ

けでございますから、これを一つ一つ、いうな

れば検証していくという作業を、これから加速

させていきたいというように考えているところ

であります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  私が、重い提案、報

告書と申し上げましたのは、提案者自らが利活

用したいという思い、加えて地元町民、農家と

の融和、連携、共同が織り込まれるなど、地域

及び市の経済発展の可能性を高く感じ取ったか

らであります。 

 提案者は、経営計画等の試算を踏まえて、活

用は可能と判断し、応募をされたと思いますか

ら、懇談会から提案されたプランは、実現性が

高いというよりも、むしろ活用が約束されてい

ると捉えられます。 

 市長は、どちらかの活用案を採択し、懇談会

の皆様の期待にお応えするお考えかお伺いしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほどの答弁の繰り返

しになりますけども、それぞれ報告書に盛り込

まれたそれぞれの提案のプロジェクトを、その

可能性と、繰り返して申し上げますけども、そ

れが地域経済、産業振興あるいは定住人口、

様々な部分にどのような一つの具体的な成果が

見出せるのかということも検証するとともに、

それだけの大きなキャンパスであります。校舎

があります。講堂があります。グラウンドがあ

ります。体育館もありますというような、その

ような中で、どのようにそれを、有機的に連携

を図りながら、あそこの利活用を図っていくの

かということになると、あそこの部分は、情報

ビジネス校に隣接いたしまして、銀河の森公園

もあるわけでございますので、そのような一つ

の有機的な連携の中から、そこの一つの活性化

のプロジェクトの具体性を見い出していくとい

うことになろうかというように思っております

ので、先ほどの答弁と繰り返しになりますけど

も、報告書をたたき台といたしまして、さらに

検証と具体化に向けての検討を加速させていき

たいというように考えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁、

全く私には理解不能であります。情報ビジネス

校が存在した当時から、銀河の森運動公園があ

ったわけですから、これをさらにまた検討する

とは考えられないお言葉であります。 

 さて、私の耳に聞こえていること、市の誘致
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企業、Ｏ社と申し上げます。この事業所は、既

に社長自らが旧情報ビジネス校の校舎と体育館

等、現地を視察し、市担当部署へは使用の希望

を伝え、事業拡張のため地域から社員を採用す

るなど準備が整い、貸借の契約が済めばさらに

社員を増員する計画で、使用できる日を心待ち

と聞き及びます。市長の答弁とは大きく違いま

す。 

 また、市内土木建設業者のＦ社、数年前から

農業分野に進出し、市外でニンニク栽培を手が

けております。このほど、下宮守の旧家購入を

きっかけに、旧情報ビジネス校グラウンドに栽

培面積を広げ、併せて黒ニンニクの加工品、六

次産業化でありますが、今やっております。加

工品を増産する方針です。先般、大手スーパー

関係者が、突然会社を訪ねてこられたそうであ

りますが、取引の見込みが、販路の見込みがで

きたので、土壌改良や種子、肥料の確保等、準

備作業にかかりたかったのだが、市から、先ほ

どの市長の相手があるということでしたけれど

も、県との交渉等の関係もあり、何度交渉され

たんでしょう、どんな交渉されたんでしょう。

利活用できるのはまだまだ先と言われた、売り

先も見つかるなど、またとないチャンスである

のに、市からの連絡どおりとすれば１年は遅れ

るなど、迷走する市の対応に憂い、嘆く声を私

は預かっております。 

 遊休施設の活用が見えているのに、県有財産

の権利移動を急ごうとしない市の対応には、あ

きれを超え不信を感じざるを得ません。こうし

た内情を市長は認識されておられるのでしょう

か、お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  このプロジェクトの一

つの具体性あるいは実現性に向けては、冒頭申

し上げましたとおり、いろんなハードルがある

ということは、十分御承知いただけるんじゃな

いのかなと思っております。 

 一つは、応募いただいた事業者等の中には、

進捗状況の確認や、あるいは実現に向けた打診

等を受けていたということには聞いているとこ

ろでございますので、それらも踏まえながら、

やっぱり丁寧にこの手続及び活用希望の具体性

といったものを、一つきちんと把握しながら、

もう一方においては所有者が県であるというこ

とを踏まえまして、県のほうとも一つのすり合

わせ、情報の共有も併せて行っていかねばなら

ないんじゃないのかなというように思っている

ところであります。事業実施に向けては、いう

ところの各種手続、これも非常に大事でありま

す。 

 そして、案に対して講ずべき施策、あるいは

いろんな施設改善等の一つの措置、あるいは実

行後の管理運営の手法、このようなものを一つ

一つやっぱり検討しながら、やっぱり県との話

合いを進めていくということが、やっぱり一番

肝心ではないのかなというように思っておりま

すので、応募者等に対しましては、その都度状

況等の説明等を丁寧に行いながら、このプロジ

ェクトに向き合ってまいりたいというように考

えているところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  内情は既に分かって

おるというふうな答弁だったというふうに思い

ますが、ハードルを、どんなハードルも越える

のは行政の事務では、職務ではないでしょうか。 

 ６月定例市議会一般質問で、私は、旧情報ビ

ジネス校は県の財産、しかしながら、草刈り等

毎年維持管理費がかかっているので、交渉次第

では無償譲渡等も可能ではないかと申し上げた

にもかかわらず、市長は、今日もおっしゃられ

ましたが、旧情報ビジネス校は県の施設である、

市の施設ではないということを踏まえる必要が

あるなどの答弁でありました。これには正直驚

いております。 

 同校の敷地は旧宮守村で寄附したと認識して

いますが、寄附した土地を含め、当然のことな

がら施設全体が県有財産であることは改めて言

うまでもなく、私でも分かり過ぎるくらい分か

っております。 
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 私が質問したのは、だから今後県とどうする

のですかと、そういう質問でした。これらの答

弁からして、残念無念、市長の本気度を感じる

ことができかねました。 

 そうしている中、旧情報ビジネス校の使用協

議が突然県教育委員会等にあったとのこと、そ

の際、示された遠野市の活用計画案は、雇用促

進などコロナ対策に向けたものであり、真に立

派な計画であると県では評価し、貸すことに前

向きと聞き及びます。 

 さらに、７月31日の岩手県に対しての要望書

には、旧情報ビジネス校の利活用が盛り込まれ

ましたから、遠野市にとっては既に重要施策で

す。市民や県、マスコミに向けては昭和の学校

を視察してきたなどと、利活用をするぞと見せ

かけてはいるものの、依然として活用に向けた

事務を進めない、なぜでしょう。市長の理解不

能の思い込みから、タイヤ止めが敷かれたと見

てしまうのは早計でありましょうか。 

 校舎の改修費用や賃貸料、先ほどの市長の御

答弁とは全く違います。校舎の改修費用や賃貸

料、企業の改修の費用、賃貸料、グラウンドの

使用料、土壌改良は借主が負担する、そういう

話も聞かれます。負担すると思いますから、市

の負担はほとんど生じないなど、財政負担も考

えられません。あるのは県との仲立のみと考え

ることはできませんか。 

 ２階・３階の住宅計画は、これは経費もかか

ります。なので、市長、御答弁のとおり、定住

希望者等利用調査を踏まえてからでもよいと思

いますが、遠野市の市政発展を優先して考え、

施設１階と体育館、グラウンド並びに旧講堂は

先行しての活用を早急に図るべきと提案します。 

 これまで活動案の募集や岩手県への要望、市

民の代表である私たち市議会議員への説明まで

したにもかかわらず、事を進めようとしない市

長の姿勢には言行不一致を感じています。 

 遠野市再興のため、市民皆様の生活向上のた

めにも、何としても活用を図ろうとの御意思は

おありでしょうか、お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この問題につきまして

は、ただいまいろいろ述べられておりました。

市長の一つの決意のほどはという部分の中での

御質問であったというように思っております。 

 これは、大きな課題であるということは十分

承知をして、これまでも何度も申し上げてまい

りました。 

 この中におきまして、校舎の利活用について

は簡単には、いろんな制度の壁がある、県の財

産でもあるということをしっかり踏まえなけれ

ばなりません。 

 したがって、個々にわたって県のほうにこの

報告書も持ち込みながら交渉しているわけでご

ざいますけども、それがもう一つの統一要望に

も出しました。個別的にも、担当が県教委のほ

うにお邪魔しながら、いろいろ交渉も行ってお

りますけども、なかなかこれは前に進まない。

一つ一つ検証するっていっても、既に制度の壁

がそこらに立ちはだかるというような現状にあ

るわけであります。 

 現行の県の条例では、一定の基準でしか貸借

は認められないなどの制度の壁がある。柔軟な

対応について県と交渉したが、よい回答は得ら

れないというそのような状況にもあります。 

 全国的にも統廃合の利用事例が多々あります

ので、人口減少あるいは少子高齢化に立ち向か

う地方創生の実現に向け、市町村の施策の実施

に向けた新たな一つの規制緩和、あるいは仕組

みづくりなどを県のほうに提案していかなけれ

ばならないんじゃないのかなと思っております

し、何か県との中におけるそのような、一緒に

なって利活用を考えようというような、そのよ

うな場も設けなければならないんじゃないのか

な、こちらがある程度具体的なプロジェクトを

持って、お願いします、お願いしますと持って

いっても、これはなかなかその壁を越えられな

いんじゃないのかなというようなもどかしさも

持っているということも現実でありますので、

それを打ち破るためにはどうすればいいかとい

うことを我々は考えていかなきゃならない。 
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 確かに報告書の中にはみんな出てきている。

だったら、はい、分かりましたというわけには

いかない。県の財産でもあるということを考え

れば、それをどう乗り越えるかという分につい

て、これはしかるべきタイミングで持ちまして、

この規制緩和、あるいは県と一緒になってこう

いうプロジェクトに向き合うというような、そ

の土俵の新たな仕組みのつくり方なども同時並

行で考えていかなければ、なかなかこの報告書

の一つの提案を形にするということについては、

やっぱりどうしても制度、あるいは仕組み、あ

るいはその中には県と市という一つの、何と申

しますか、すみ分けといった部分の中における

壁があるといったことも、一つの現実として御

理解をいただければと思っています。 

 ただ、それを理由にするつもりはありません。

したがって、それをどう打ち破るかというのが

あれば、やっぱり遠野市が一般、今年の統一要

望の中にも出しているわけでございますけども、

一体となってどうすれば利活用できるのか、ど

うすればこれを活用できるのか、ただほっとい

たって何ともならんだろう。じゃあ、県も考え

てくれないか、一緒になって考えようじゃない

かというような、そのような訴え方をしていか

なきゃならないかと思っております。 

 県のほうで出てくるのは、みんなそれぞれが、

いや、これは無理です、これは条例であります

と、これは何でございますという、そのだめな

理由しか持ってこないわけでございますから、

それを打ち破るためにはどういう対応をしたら

いいのかということを、もう一つの方向の中で

我々も考えて、行動を取っていかなきゃならな

いんじゃないのかなということを感じていると

いうことを正直に申し上げたいというように思

っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  一般質問の議場では

ございますが、私に風に乗って聞こえてくる声、

これは市長の答弁と違っています。岩手県では、

貸す、譲渡する前提に、不動産鑑定士を依頼を

して、金額を今から調査をするんだというとこ

ろまで来ている。にもかかわらず、市長はそれ

を待ったかけた、要らない、そういうふうにも

風の便りですから、証拠もなにもありませんが、

そういうふうに聞こえています。岩手県として

は、維持管理費かかるから貸してもいいよ、譲

ってもいいよ。だったら、不動産鑑定士依頼し

て、どのくらいのお金で貸すのかまたは譲るの

か、それからでも判断は遅くないと思うのです

が、何か違っているというふうに思っておりま

す。 

 これらを含めて、市長には、目の前の課題に

対して解決することを前提として対処する能動

性に疑問を感じてしまいます。旧情報ビジネス

校、閉校から10年も遊休施設のまま、指摘され、

跡地利活用検討懇談会を設立、委員６名を委嘱

して利活用報告書の提出までこぎつきました。

しかし、６月定例市議会では、報告書の実現が

可能か協議・検討段階、今日と同じですが、御

答弁があったと記憶しています。私は、懇談会

の皆様に対して極めて失礼な言からして、実行

の気持ちはないと感じました。懇談会の立ち上

げは、「やるぞやるぞ」の見せかけ、パフォー

マンスでしょうか。市長自らが委嘱した懇談会

からの報告書です。実現する義務がありません

か。 

 こうした一つ一つの課題解決の積み重ねに努

めなくてはならない今の遠野市の状況を、俯瞰

的・鳥瞰的ですが、高所から見れば、一層焦り

が募ります。それは、100億円を超えていた遠

野市の農業生産額が今や半減の様相、酪農家を

含め畜産業の廃業農家が後を絶たず、全国一を

誇ったホップの生産量、淡水魚の生産量、東北

一であった水ワサビの生産量、そして葉たばこ

の生産者など軒並み大きく減少している現状か

らであります。 

 このように、農業現場の後退、市長になられ

てからの15年間でどのような政策を行ってきた

のですか。農業総生産額も市内小売店の数も市

の人口も大きく減った中で、増えたのは箱物と

鹿の数と遊休農地。特にも箱物にあっては、熱
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くなって進めた整備の結果、施設を管理する第

三セクター等の指定管理料が大きく膨らみ、今

や指定管理料、毎年10億円余りに達したではあ

りませんか。後生の人材を育む教育、摩耗した

舗装路の補修、橋梁整備等交通網整備の建設、

助産施設がなく妊婦さんの不安、高齢者、障が

い者、生活困窮者等を守る福祉など、市民生活

のための予算の圧迫が厳しく、このままでは市

政が停滞します。 

 旧情報ビジネス校の利活用が、遠野市再興の

即効薬ではないでしょうけれども、せめて雇用

の拡大、税収の増に加え、自助努力によりまし

て対応可能な企業、小売店などが非常に少なく

なってきた現状の中で、地元小売店での購買促

進と飲食店の利用が増え、遠野市の経済発展と

地域の活性化、定住人口の一助になることは疑

いのないことと考えます。 

 よって、私は、市長の個人的な感情にとらわ

れるのではなく、市民生活を最優先に考えて、

ここで利活用を行うとはっきり申し上げるべき

と進言します。市長は実行に移す強い意志がお

ありか、再度お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午前11時02分 休憩   

────────────────── 

   午前11時12分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き、一般質問を行います。 

 佐々木敦緒君の質問に対する本田市長の答弁

からです。 

 本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  閉校になってから10年、

この問題についてもいろいろその都度その都度、

時代背景あるいは遠野市の置かれている状況を

踏まえながら向き合ってきたという経過がある

わけであります。 

 そのような中で、今般も非常に短時間でチー

ムをつくり、あのとおり具体性のある報告書を

まとめて提出をいただいたということを重く受

け止めております。 

 それをしっかり検証しながら、実現性に向か

っていくということが今の立場であるわけでご

ざいますけども、ただいま御質問の中にいろい

ろありましたとおり、様々な状況を考えていか

なければならない。様々な状況ということは、

遠野の置かれている状況も踏まえながら、それ

を踏まえてこの実現性に向けて、どのような中

での具体的な中で、市が向き合わなきゃならな

いのかということを考えていかなきゃならない

ということになるわけでございますので、今、

検討をしておりますけども、この報告書の検証

とそれぞれの可能性について、しっかりと何が

課題なのか、何が問題なのか、何をクリアしな

けりゃならないのか、制度なのか、あるいは県

とどういう話合いをしなきゃならないのかとい

うことにつきまして、今、整理を行っていると

ころであります。 

 したがいまして、これをしっかりと確認した

上で、もう一つ先ほどの答弁と重複いたします

けども、この制度の壁という中で、県の財産で

あるというところ、いうところの規制緩和ある

いは県の条例改正も含め、市町村と共々こうい

うプロジェクトをどのようにすれば地域の活性

化なり、あるいは人口減少なり、定住人口なり、

そのようなものにどう結びつくのかということ

を考えるために、そのハードルを少しでも取り

払う、あるいは低くするという部分でのやはり

申入れを、改めて行わなければならないんじゃ

ないのかなというように思っているところでご

ざいますので、それを同時並行で、まさにス

ピード感と緊張感を持って対応してまいりたい

というように考えているところでございますの

で、御了承いただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  ４番佐々木敦緒君。 

   〔４番佐々木敦緒君登壇〕 

○４番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁、

私の質問には答える御答弁とは理解しがたいと

ころがあります。 

 整理は分かりますけれども、何かまた風の便

りで聞いていることを、一般質問ですから、こ
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の部分は言いませんが、もう少し言葉ではなく

て実行に移す。市長自らが岩手県に行って話合

いをするとか、そういう姿勢が見えればいいな

というふうに期待をしますが、前向きに進める

という御答弁でしたから、この情報ビジネス校

利活用はやるというふうに私は、勝手ですけれ

ども、受け止めた次第でございます。 

 「けれどけれど」で何もしない、以前、同僚

議員が申されたと記憶しますが、私も、相田み

つを氏の語録が頭に浮かびます。 

 しかし、その一方で、市では上郷町ホップ乾

燥施設を花巻農協からの寄附採納、昭和51年施

工、築47年の建物と乾燥機等です。この施設の

更新に巨費が投じられることが予想されます。

三田屋の活用も同様、箱物がまた増えます。貴

重な財源の用い方、その決定に偏りが感じられ

てなりません。 

 過疎地域自立促進特別措置法、これは、住民

福祉の向上、雇用の増大、地域格差の是正及び

風格ある国土の形成に寄与することを目的とし

た法律であります。これをもとに、国から有利

な財源措置がなされるなど、地方の発展に、取

りわけ本市にとっては欠かすことができないも

のであります。この法律は、合併前の旧宮守村

に適用されていたものですが、合併によって旧

遠野市も対象となったものであります。そのこ

とを深く、その恩恵等を深く考えて、特定の地

域、特定の事業に偏らずに、遠野市全体の均衡

ある発展が遂げられる市政の運営と、旧宮守村

の市民並びに旧情報ビジネス校卒業生の思いが

酌み込まれることを心から御期待申し上げ、私

の令和２年９月定例市議会一般質問を終わりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  質問者、答弁は求めな

い。 

 質問者が替わりますので、質問者席消毒のた

め、暫時休憩いたします。 

   午前11時18分 休憩   

────────────────── 

   午前11時19分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  会議を再開いたします。 

 次に進みます。６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  公明党の小林立栄でご

ざいます。通告に従いまして、一括で質問して

まいります。 

 先月、８月２日に遠野駅前を会場に、九州地

方を中心とする豪雨災害への募金イベントが開

催されました。市民有志の皆様が中心となり、

観光協会、商工会の皆様が応援する形で、感染

予防対策を徹底しながら、イラストレーターの

ＴＡＧさん、漫画家のそのだつくしさんによる

似顔絵コーナー、ちゃりんこの皆様によるチャ

リティーコンサート、そしてチャリティーバ

ザーと盛り上がっておりました。 

 長年紛争地帯で医療活動に従事し、大英帝国

勲章やナイチンゲール徽章を受章した世界的に

著明な看護師であるロンドン大学衛生熱帯医学

大学院のクレア・バーチンガー博士が、ウィズ

コロナ社会を生きていく上で大事な視点を語っ

ております。人との接触を断つ意味で、孤立は

何よりも大切ですが、誰一人として孤独にして

はいけない。身は離れていても、心は近くなれ

た、一つになれたという価値観の創造が問われ

ているのではないでしょうかと。大事な考え方

だと思います。 

 今、私たちが戦う相手は、ウイルスと感染症

による分断です。人と人、地域との絆や関係性、

つながりを分断させる感染症には断じて負ける

わけにはいきません。 

 今現在、人類の英知をかけ、世界各地でワク

チンや特効薬の開発が進んでいます。しかし、

実用化までには、なお一定の時間を要すること

が見込まれ、感染症との闘いは長期に及ぶこと

が予測されております。 

 つまり、私たちは、新型コロナウイルスとと

もに生きていかなければなりません。感染症へ

の不安や恐れ、先が見通せず思うように行動で

きないストレスやいら立ちといった負の感情に

負けることなく、悩み模索しながらも、感染予

防・急速なまん延防止と社会経済活動を両立さ

せた「新しい日常」を築き、アフターコロナの
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時代に向け前進し続けていくことが重要です。 

 「コロナとともに生きていく社会は」、「感

染予防・まん延防止対策で命を守る」、「他人

の多様な意見や様々な思いを尊重しながら、他

人事ではなく我が事、自分の事として、感じ・

考え・行動する」、「創意工夫で新しい価値を

創造していく、暮らしの形そのものを変えてい

く、変化することへの柔軟性」、これらのこと

が求められる社会であると考えます。 

 このような観点から、「新型コロナウイルス

感染症に負けない遠野市に向けて」、本市の取

組を伺ってまいります。 

 情報発信の充実について質問します。 

 刺激的に不安をあおるマスコミ報道、自分の

憤りのはけ口に、誰かを過度に執拗に誹謗中傷

するＳＮＳの投稿など、日本各地で、疑心や不

安、恐怖を増幅させ、心を惑わせる情報が飛び

交い、偏見や差別が広がる残念な状況が見て取

れます。ＷＨＯ、世界保健機構は、政府やメデ

ィア、地域社会が「事実」を広めることで、偏

見や差別が広がらないように取り組むように呼

びかけています。 

 感染症に負けないためには、正しく恐れるこ

とが重要であり、そのことが市民の不安を解消

し、偏見や差別を生じさせないことにつながり

ます。新型コロナウイルス感染症に関連する情

報は多岐にわたり、また日々増加するなかで、

分かりやすく、必要な方に必要な情報を繰り返

しお伝えすることが大事であります。 

 本市では、感染の段階に応じた感染症対策を

広報やホームページ、遠野テレビ、防災無線等、

様々な広報媒体を活用して、大事な情報を繰り

返し発信されていると承知をしております。 

 これからは、「これまでの感染防止対策」に

加え、「差別や偏見、誹謗中傷は許されるもの

ではないこと」「誰しも感染の可能性があるこ

と」「本人や家族等が感染した場合の療養の流

れ」「隔離や自宅待機の際の生活のイメージ」

「事前に用意・準備しておくとよいこと等の心

構え」など、感染した場合を想定した当事者目

線の情報発信で、感染症への恐怖や不安を和ら

げ、いざという時に安心して療養に集中できる

「備え」への情報発信を強化する必要があると

考えます。 

 新型コロナウイルス感染症に関連する情報発

信について、今後どのように取り組まれるのか

お考えを伺います。 

 視覚や聴覚に障がいのある方、テレビの音が

聞こえにくくなった方、市内で生活されている

外国人の方など、配慮が必要な方への情報発信

はどのように取り組まれているでしょうか。 

 一つ例を挙げます。ケーブルテレビの市政情

報番組では、字幕や文字情報をつけ、効果的に、

そして正確に必要な情報をきめ細かく発信され

ております。 

 しかし、市長から市民の皆様にメッセージを

お伝えする場面で、気になることがあります。

伝えたい内容は文字情報で正しく効果的に画面

に表示をされております。それは、大事なこと

でございます。ただ、肝心の市長の市民へのメ

ッセージ、市長が思いや考えを語りかけている

ことは、マスクをしていることもあり、聴覚に

障がいのある方、音が聞こえにくくなった方に

正確に伝わっているでしょうか。非常時・緊急

時のリーダーの発言、リーダーシップは重要で

あります。 

 市長の記者会見の模様や、緊急・重要な情報

を市長自らが市民に訴える際の字幕の徹底、手

話通訳の導入、手話通訳のワイプ画面を設ける

など、情報発信の仕方について改善も必要では

ないでしょうか。 

 配慮が必要とされる視覚や聴覚に障がいのあ

る方、市内で生活されている外国人の方への情

報発信の充実についてお考えを伺います。 

 エッセンシャルワーカーへの支援について質

問いたします。 

 医療・介護・福祉・保育関係の皆様、運送業、

スーパーなどの小売業、理容美容業、交通関係

の皆様など、私たちの命と暮らしを守る仕事に

就いている方々のことをエッセンシャルワー

カーと呼びます。コロナ禍の中、感染リスクを

抱えながら、多くの人との接触が避けられない
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環境の中で職責を果たしてくださっております。 

 エッセンシャルワーカーの皆様がいなければ、

私たちの日常生活は成り立ちません。改めて敬

意と感謝の意を表するとともに、エッセンシャ

ルワーカーの皆様の感染リスクを軽減し、命と

健康を守ることが必要です。 

 マスクや消毒液の購入、店内やタクシー等の

車内へのパーテーションの設置や更新など、感

染症対策への継続的な支援、心身のリフレッシ

ュのため、市内での宿泊や入浴、食事や買い物

に利用できるクーポン券を発行し、利用してい

ただくなど、エッセンシャルワーカーの皆様の

感染リスクの軽減、心身の負担軽減のための支

援の充実を図るべきと考えます。 

 これまでのエッセンシャルワーカーへの支援

の取組と併せ、支援の充実について考えを伺い

ます。 

 命を守る心のケアについて質問いたします。 

 新型コロナウイルス感染症のまん延とその対

策の影響を受けて、仕事や生活に不安やストレ

スを感じている方は少なくありません。感染症

のまん延は、国際的には災害の一つとされ、テ

ロや戦争、自然災害と同様に心の問題を引き起

こすことが知られています。 

 ７月に私の所属する公明党東北方面青年局で、

東北６県に在住する若年・青年世代を対象にア

ンケート実態調査を行いました。精神面での不

調があるかの問いに対して、26.5％の方が「不

調を感じる」と回答。不調に転じる可能性のあ

る「どちらとも言えない」との回答を含めると、

半分以上の54.8％に達しております。さらに、

コロナ禍により「収入が減った・支出が増え

た」という経済的なダメージを受けている方に

絞ると、81％の方が不調を感じている・不調に

転じる可能性があるという回答結果となりまし

た。 

 また、国の女性活躍加速のための重点方針20

20の中で、コロナ禍によるＤＶ等の増加と深刻

化、女性・女児が受ける影響の大きさへの懸念

について指摘がなされています。 

 これまでのリーマンショックによる世界的な

不況、東日本大震災からの復旧復興の中で、自

死や孤立死の問題が顕在化した経験を忘れては

いけません。 

 鬱、児童虐待やＤＶ等の相談支援体制の充実

強化に取り組むべきと考えますが、市の取組の

現状と併せお考えを伺います。 

 同じテーマで教育長にお伺いをいたします。 

 国立研究開発法人国立成立医療研究センター

が、７歳から17歳までの子どもや保護者に行っ

たアンケート調査では、自分や家族が感染した

場合、「秘密にしたい」と回答した子どもが3

2％、「秘密にしたいと思う人が多いだろう

（その気持ち分かります）」と回答した子ども

は47％。また、感染して治った子どもと「あま

り一緒には遊びたくない」が22％、「遊びたく

ない人が多いだろう（その気持ちは理解でき

る）」は40％でありました。 

 これは、コロナ禍に対して、一定数の子ども

が漠然とした不安を抱えていることを示すデー

タであると考えられます。表面上は元気に見え

ても、誰しも感染症によるストレスを受け、少

なからず不安を抱えているのではないでしょう

か。思春期の特有の悩みと感染症による悩みが

入り乱れた中、一生懸命に前向きに頑張ってい

るのではないでしょうか。 

 これからの下半期、高校入試や進学・進級の

時期も訪れます。不安が強まり心のケアが必要

とされる児童生徒が増加する可能性はないでし

ょうか。児童生徒本人、保護者、兄弟姉妹、友

達など身近な人が感染した場合の心のケアも重

要だと考えます。 

 また、感染症への対応により業務が多忙なな

か、教職員の皆様の負担が、さらに増加してい

ると見込まれます。 

 児童生徒・教職員の皆様の心のケアに努める

必要があると考えます。本市の取組と教育長の

お考えをお伺いいたます。 

 生涯学習・文化・芸術・スポーツの取組につ

いて質問をいたします。 

 誰もが生きがいを持ち、充実した人生を送る

ためには、芸術・文化・スポーツ、趣味や教養、
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生きがいとなるもの、人間的なつながりなど、

人間的価値を追求する学習である生涯学習は重

要であります。 

 しかし、コロナ禍の現状として、社会教育活

動の停止・縮小を余儀なくされています。今こ

そ、感染症に負けないために、安心安全で生き

がいや潤いのある市民生活を守るために、人間

力・地域力を高める生涯学習・文化・芸術・ス

ポーツの取組を守り、下支えしていくことが必

要だと考えます。 

 この分野での、オンラインの活用推進、感染

予防対策を徹底しながら新しい生活様式を取り

入れた新しい形での活動に取り組む個人・団体

に対して、相談対応や人的・財政的な支援の充

実など、活動継続、活動再開への下支えを強化

する必要はないでしょうか。 

 生涯学習・文化・芸術・スポーツの取組の重

要性についての御見解と併せ、お考えを伺いま

す。 

 国際・国内交流の取組について質問をいたし

ます。 

 人は、人と接することで成長することができ

ます。地域についても、異なる地域同士が交流

を図ることで、それぞれの地域の魅力が磨かれ

発展をしていきます。 

 直接的な交流が難しい今、まずはお互いの交

流への意識の継続が重要であります。姉妹都

市・友好都市間の情報を通じた交流、物産の販

売を通じた交流、オンラインを活用した交流な

ど、人と人が直接行き合うリアルな交流以外で

も、まだ取り組めることはあるのではないでし

ょうか。非接触のオンラインと直接訪問しあう

リアルなハイブリッド型の新しいスタイルの交

流を形づくっていくチャンスであります。 

 新しいスタイルの国際交流・友好都市間の交

流について、お考えを伺いいたます。 

 今後の市政運営、事業の進め方について質問

いたします。 

 感染予防・まん延防止と社会経済活動の両立

に悩み、模索し、創意工夫で事業展開・予算執

行されてきた令和２年度も下半期に突入しまし

た。多くの事業にコロナ禍による影響が出てい

ると承知をしております。 

 残る下半期も、各事業とも、本来の目的・効

果を達成できるように、柔軟に創意工夫した上

で事業展開を図り、それでも効果が得られず不

十分と判断した場合はコロナ対策に組替えを行

うなど、目的を達成し、効果を得て、市民の納

得感を得られる取組を望むところであります。 

 コロナ禍の中で、本市の事業の執行状況と今

後の事業展開についてお伺いをいたします。 

 誰一人取り残さない、持続可能な取組につい

て質問をいたします。 

 来年度から５年間の後期基本計画の策定に取

り組まれています。「新型コロナウイルスとと

もに生きる社会」を迎えた今、現時点で数年後

の社会状況をはっきりとイメージすることは、

非常に難しい状況にあると感じています。 

 しかし、今回の新型コロナウイルス感染症は、

首都圏をはじめ都市部への人口や経済の集中が

もたらす様々な課題を再確認する機会となりま

した。今後、移住定住、ＩターンやＵターン、

テレワークやワーケーションといった地方への

人の流れが加速され、産業構造や生活スタイル、

日本社会全体が大きく変化すると考えられます。 

 市民の命を守り、暮らしを守り、誰一人取り

残さず、持続可能な発展を続けるために、柔軟

な発想で、ウィズコロナ時代に関連する必要な

対策を最大限に盛り込んだ後期基本計画策定に

努力していただきたいと望みます。 

 新型コロナウイルスとともに生きる社会を見

据えた後期基本計画を作成し、取組んでいく必

要があると考えます。取組と併せ御見解を伺い

ます。 

 ＮＰＯ法人全国こども食堂支援センター「む

すびえ」の理事長であり、東京大学特任教授で

もある湯浅誠さんが、コロナ禍の長期化に立ち

向かう方策として述べられております。「今ま

での10年は、多くの災害を通して、人とのつな

がりや居場所の重要性を実感した10年でした。

そして、これからの10年は、リスクに強い地

域・社会を定着させるための勝負の10年だと思
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います。誰も置き去りにしない世界をうたうＳ

ＤＧｓのゴールでもある2030年をどのように迎

えるか、今の私たちの行動が問われている気が

します」と新聞紙上で述べられておりました。 

 これまで一般質問や予算等審査特別委員会で

質疑させていただきましたが、改めてコロナと

ともに生きる社会、アフターコロナ社会におい

て、ＳＤＧｓは必要不可欠な取組であると考え

ます。 

 持続可能な開発目標ＳＤＧｓは、17のゴール、

そして169のターゲットから構成され、地球上

の誰一人取り残さないことを誓った計画であり、

本市のまち・ひと・しごと創生総合戦略と国土

強靭化地域計画にも反映されており、本市もそ

の一翼を担っております。 

 関東学院大学法学部の牧瀬稔准教授は、「自

治体の取組は、全てＳＤＧｓに関係している。

このことを地方議員、自治体職員が認識するこ

とが大事である」と言われています。また、

「自治体職員は、自らが実施している事業がＳ

ＤＧｓに貢献する事業だと気づいていないケー

スも多く見られる。ポイントは、自らが実施し

ている事業がＳＤＧｓであることに気づかせる

ことだ」ともおっしゃっています。市職員の皆

様がＳＤＧｓを常に意識しながら、未来を見据

えた事業を行っていくことが重要であります。 

 そして、市民の皆様や関連する企業、団体の

皆様にも、持続可能なまちづくりに参画、協力

していただかなければなりません。 

 ＳＤＧｓの重要性について理解を深めていた

だくことを目的に、市民講座や職員研修を積極

的に開催するべきと考えますが、お考えを伺い

ます。 

 さらには、本市とともにＳＤＧｓを推進して

いただける企業や団体を募り、また、本市の姉

妹都市・友好都市とも相互に連携しながら困難

に負けない強くしなやかな地域づくりを推進す

るべきであります。 

 例えば、姉妹都市・友好都市との交流事業と

絡めて、企業・団体を巻き込みながら、姉妹都

市・友好都市の中高生や若者世代の代表がオン

ライン上で一堂に会し、ジェンダーや環境・平

和といったテーマについて「若者サミット」を

開催して意見を語り合うなど、アイデア次第で

ＳＤＧｓによるコロナ禍に負けない地域づくり

を推進することができるのではないでしょうか。 

 内閣府では、ＳＤＧｓの国内実施を促進し、

より一層の地方創生につなげることを目的に、

官民連携の場として、地方創生ＳＤＧｓ官民連

携プラットフォームを設置しております。本市

の友好都市また関係のある多くの自治体も登録

しており、本市においても登録をした上で推進

を図る必要があると考えます。御見解をお伺い

いたします。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小林立栄議員の一般質

問にお答えを申し上げます。 

 一括方式ということで、大項目といたしまし

ては、新型コロナウイルス感染症に負けない遠

野市に向けてという大項目の中での質問であり

ました。それぞれ多岐にわたって、項目といた

しましては約10項目ほどの項目と承ったところ

であります。順次答弁をしてまいりますけども、

それぞれの総括的な答弁と、それからより具体

性を持った答弁ということに、整理したいとい

うように思っておりますので、総括的な答弁は

私のほうから申し上げまして、具体的な取組状

況等につきましては、それぞれ担当部長のほう

から答弁を申し上げますので、御了承いただけ

ればというように思っているところであります。 

 まず、新型コロナウイルス感染症問題、まさ

に人類の英知が問われている。この１月に、ま

さに中国の武漢で発生したことを思えば、約８

カ月、あっという間に全世界を取り巻く大変な

事態になり、日本も国難と言われる言葉で表せ

るような大きな事態になっているということは、

御案内のとおりでございます。 

 今、御質問の中にありましたとおり、その中

におきまして、様々我々もいろんな価値観を、

新たな価値観を、あるいはいろんな教訓を、そ
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のような中でいろいろ学び取りながら、今なお

進行形という状況にあるわけであり、まさに今、

誰が感染してもおかしくない状況に陥ったとい

うことになるんではないのかなと。間違いなく

ワクチンが開発されるということになろうかと

いうように思っておりますけども、やはり１年

以上あるいは２年はかかるではないのかなとい

うことも言われているわけでございますけども、

その中におきまして、どのようにこれと向き合

うのか。見えないウイルスは、いろいろ我々の

組織、あるいは社会、あるいは職場、あるいは

地域、立ちはだかるいろんな法律、制度に本当

に悩ましい課題を突きつけているという状況に

あるわけであります。 

 小林立栄議員からも、誹謗中傷という言葉も

ありました。そういった中におきまして、先般、

遠野市でも５人の感染者が、陽性反応者が判明

したという中で、大変な緊張感が走ったわけで

あります。そういった中におきましても、多く

の市民の皆様は冷静でありました。しっかりと

向き合っていただきました。 

 それぞれが、やはり自分を守るということと

ともに、職場、あるいは地域、あるいはいろん

な、学校も含めそれぞれの職場でどのようにこ

の感染に向き合うのかとなれば、やはり基本に

忠実というところに、その中でお互い気をつけ

るというところに向き合うしかないという状況

にあるわけでございまして、そういった中にお

きまして、今御質問ありましたとおり、発信の

仕方はどのように、あるいは障がいのある方々

にはどのように向き合ったらいいだろうか。さ

らには、エッセンシャルワーカーという言葉も

出てまいりました。エッセンシャルワーカーの

役目はどうなんだろうと。そしてさらには鬱と、

あるいはＤＶとか、そのような一つの新たな社

会的な問題、児童虐待なども出てきているとい

うような状態。さらには、生涯学習と申します

か、文化あるいはスポーツ、芸術、仕方がない、

やむを得ない、全てが中止・延期ということに

なりました。まさに、こういった中におきまし

ては、どのように向き合ったらいいだろうかと

いうところに、本当に悩ましい問題があったわ

けであります。 

 もう一方においては、国際交流も含めながら、

交流の在り方、これも大きな課題を突きつけて

きているところであります。 

 そのような中におきまして、今、総合計画も

後期５か年計画に向けて、いろいろ取り組んで

いるところでございますので、それも新たな策

定の視点あるいは基本というところに、アフ

ターコロナということもしっかりと位置づけな

ければならないというような、そのような一つ

の要素も入ってきたということになるわけでご

ざいますから、そのようなことを踏まえて、そ

れぞれの御質問にお答えをしてまいりたいとい

うように思っておるところであります。 

 まず、発信の仕方、情報発信、これについて

今後どのように取り組むのかというような御質

問でありました。 

 新型コロナウイルス感染症に関する情報につ

きましては、広報遠野、あるいは遠野テレビ、

ホームページ、あるいは防災行政無線、さらに

は音声告知など、あらゆる広報媒体を活用いた

しまして、警戒レベルに応じた情報発信を行っ

ている。 

 ちなみに、先般の５人の陽性反応は、あらか

じめシミュレーションしたレベルでいいますと、

レベル１、レベル２、レベル３と捉えているわ

けでございますけども、レベル３の数だったわ

けであります。したがって、緊張感が走ったと

いうところは、そのような中にあったわけでご

ざいますけども、もう一方においては冷静に対

応しなきゃならないということで、ただいま申

し上げましたような広報媒体を活用をしながら、

それぞれの媒体の特性を生かしながら、市民の

皆様に一つは正しい情報を、そして、より分か

りやすい形で発信できるように心がけてきてい

るところであります。 

 広報遠野でも、定例コーナーを設けておりま

すし、それぞれの毎号に数ページにわたりまし

て、命を守るための行動、あるいは感染を疑わ

れる場合の相談などをしっかりと情報発信を行
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っているところであります。 

 また、遠野テレビにおきましては、対策本部

のほうにスタッフがメンバーとして、２人が常

駐いたしまして、常駐というよりもメンバーに

入りまして、そして、この対策本部関係の情報

を対策室員とともに、それぞれしっかりと共有

しながら、タイミングを間違わないような情報

提供にも、行っているということであります。 

 ニュース番組、テロップ放送などにつきまし

ても、それぞれスタッフがそれで決まったこと、

あるいは守るための基本的事項をどう捉えるの

かということにつきまして、それぞれ工夫をし

ながら分かりやすく情報発信に努めているとこ

ろであります。 

 そのような中で、文字情報も含めながら、や

はり冷静な対応ということが、やっぱり必要じ

ゃなかったのかなと思っておりまして、こうい

った分につきましては、一定の成果をというよ

りも、一定の効果を現しているんじゃないのか

なというように捉えているところであります。 

 要するに、今御質問のありましたとおり、誹

謗中傷といったようなものにも、要するに行き

過ぎる誹謗中傷、あるいは推測、憶測に基づく

一つの情報といったものに向き合わなきゃなり

ませんので、感染拡大といったものにつきまし

ては、この辺についてもより慎重を期さなけれ

ばならないかというように思っております。 

 また、市長メッセージといったようなものも、

ホームページ等で発信いたしまして、そして、

その中で市民の皆様には落ち着いてというよう

な、そのような情報も発信させていただきまし

た。 

 防災行政無線におきましても、そのような情

報も発信しているところでございまして、県の

担当部長のほうからは、しっかりと向き合って

いるということについては十分報告をもらって

いるので、今一番大事なのは、そのように一つ

の正確な情報と冷静な行動と、基本に忠実に対

応すると、この場におきましても、このような

アクリル板がちゃんと設けられておりまして、

そのような予防対策にも万全を期するという、

そのような対応についても、これからも十分意

を用いていかなきゃならないかというように思

っているところであります。 

 次に、大きな項目でありますけども、障がい

者の方々、市内で働いてる外国人も含めまして、

それぞれの方々に情報発信の充実についてとい

うことでありました。 

 これも、ただいま申し上げたとおり、いわゆ

る情報弱者という言葉になろうかというように

思っておりますけども、この方々にやはりその

都度、タイミングを失しないような対応を行っ

ていかなきゃならない。十分な配慮をしなきゃ

ならない。 

 特にも、残念ですけども、来年に延期になっ

たわけでありますけども、共生社会という一つ

のキーワードの中で、我々は地域づくりを行お

うということに取り組んでいるわけでございま

すので、まさに障がいあるなし、あるいは国籍

などにかかわらず、誰でもが安心して暮せると

いうような、そのような一つの共生社会の実現

が、我々が目指すところなわけでありますので、

このような理念に基づきまして、新型コロナウ

イルス感染症に係る情報につきましても、それ

ぞれ適時・適切にサポート体制を構築しながら

対応していかなければならないんじゃないのか

なというように思っております。 

 市民をはじめ、企業・団体の皆様を対象に、

いうところの心のバリアフリーといったような

ものをしっかりと踏まえながら、まさに地域や

職場でも障がいのある方や外国人の方への支援

の広がりがしっかりと構築されるように、さら

に意を用いてまいりたいというように思ってい

るところであります。 

 次に、エッセンシャルワーカーという言葉が

出てまいりました。御質問の中にありましたと

おり、エッセンシャルワーカーは、日常生活に

おいて必要不可欠なサービス提供をする業界の

従事者であるということは、御質問の中にあり

ましたとおり、そういう対応なわけでありまし

て、エッセンシャルワーカーの方々の果たす役

割というものは、極めて大きいわけであります。 
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 そのようなことを踏まえますと、新型コロナ

ウイルス感染症の影響の中で、それぞれの職責

を、何と申しますか、果たそうと一生懸命努力

している方々が、この中にあるわけでございま

して、この感染症問題につきましても、私ども

は当たり前というように思っているわけでござ

いますけども、その当たり前という中におきま

しては、これに日常生活を実に非常に貴いもの

だというエッセンシャルワーカーの方々の役割

が、極めて大きいということに、我々もまた改

めて気がつかなければならないんじゃないのか

なというように思っております。 

 特にもこの部分におきましては、医療、介護、

福祉関係においては、感染リスクが高いという

一つの状況下にあるわけでございますから、こ

の中におきまして最前線ということになろうか

と思っておりますけども、リスクを感じながら

も、最前線に立って命と健康を守るという取組

を行っている方々、こういった方々にしっかり

と支援をしていかなければならないかというの

も、また行政の役目ではないのかなというよう

に思っておりまして、精神的なストレスもある、

そのようなニーズをしっかりと把握しながら、

必要な支援策を講じているところであります。 

 感染、ウイルスもらわない、うつさない、あ

るいは広げないというこの基本、この場合にお

きましては、マスク、消毒、防護服といった、

そのような衛生用品を確保しながら、それを最

優先にこういった方々にも対応していかなけれ

ばならないということは、言うまでもないかと

いうように思っているところであります。 

 市の備蓄品の再配置、あるいは衛生用品の購

入をはじめとした、これは議会の皆様の大変な

理解も頂きまして、１号補正、２号補正、３号

補正、今度９月には４号補正ということになり

まして、総額32億円ほどでありますけども、そ

のような予算も講じながら、このような部分に

まさにタイミングを失しない、そのような対応

をしているところでございますので、こういっ

たようなものにつきましても、こういったエッ

センシャルワーカーの方々には優先的に配備す

るという、そのように改めて意を用いてまいり

たいというように考えているところであります

ので、よろしくお願いを申し上げたいと思って

おります。 

 エッセンシャルワーカーをはじめ、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受ける全ての方々が、

安心して働くことができる環境整備に、なお一

層意を用いてまいりたいというように考えてい

るところであります。 

 それから、この御質問でありましたいろんな

外出規制、あるいは緊急事態宣言等も含めなが

ら、行動がかなり規制をされたわけであります。

そのような中で、鬱や児童虐待、ＤＶの相談支

援体制の充実も極めて大事でありまして、この

部分につきましては、関係各機関としっかりと

連携を取らなきゃならないかと思っております

ので、この後、子育て応援部長のほうから、こ

の取組状況について御答弁を申し上げますので、

ひとつよろしく御了解いただきたいというよう

に思っております。 

 それから、続きまして生涯学習、それから、

文化・芸術・スポーツの取組につきまして、先

ほど申し上げました、仕方がない、やむを得な

い、そしてやり切れないという言葉の中で、特

にも小学校６年生、あるいは中学校３年生、高

校３年生、県大会を目指して、あるいは東北大

会を目指して、さらには全国大会を目指してと

いう、そのような夢が中止・延期という中にお

いて、打ち砕かれたというような現実があるわ

けでありまして、生涯学習もそうでございます。

いろんな高齢者の方々の様々な生きがいのサー

クル活動なども、みんな中止になっているとこ

ろでありますけども、この辺についても、ただ

手をこまぬいているわけではない。仕方がない、

やむを得ないの次のことを見いだしながら、懸

命に取り組んでいるということでございますの

で、市民センター所長のほうから、この辺の取

組状況については御答弁申し上げますので、御

了解いただきたいというように思っております。 

 もう一方、新しいスタイルの国際都市あるい

は友好都市の関係について御答弁申し上げます。 
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 これにつきましては、やはり国際交流、もう

本当にこれも大事な大事な取組でありますけど

も、残念ながらアメリカもイタリアも、あるい

は本来であればパラリンピックでもって、ホス

トタウンとしてブラジル選手団が、遠野にとい

うことになったわけでございますけども、これ

も、それこそ実現できなかったわけであります。 

 新たな交流の在り方も考えていかなければな

らないということは、申し上げるまででもあり

ません。 

 他の地域や自治体との交流は、互いの文化あ

るいは価値観などの違いを知りながら、理解し

た上で尊重し合うという、そのような関係を国

際交流の中から我々は見出しているわけであり

ます。違いを知る、違いを尊重する、違いとつ

ながるというのが、共生社会の理念なわけであ

ります。 

 そういった意味におきましては、国際交流あ

るいは友好都市との連携というものは、極めて

大事な取組の一つでありますけども、国際交流

の主なものといたしましては、２つの姉妹都市

との交流を中心といたしまして、テネシー州の

チャタヌーガ、イタリアのサレルノといったと

ころと、姉妹都市の交流を中心にしながら様々

取り組んできておりますけども、それにつきま

しては、世界的な拡大傾向にあったということ

を踏まえまして、交流事業につきましては、本

年４月にそれぞれの市長宛に、チャタヌーガ市

長に、サレルノ市長に、私のほうから「お見舞

いと連携の市長メッセージ」を託している、発

送したところであります。お互い、それこそし

っかり連携を取りながらやろうじゃないかと。 

 それから、もう一方においては、ブラジルの

共生社会のホストタウンにつきましては、１年

延期されたということを踏まえまして、来遠、

遠野に来ることが中止になったわけでございま

すけども、この中におきましても、ブラジルの

選手団にお見舞いと、それから2021年の応援の

メッセージを送っております。 

 そしてまた、この中に６月には、ブラジル代

表チームから、遠野の子どもたちから激励のビ

デオメッセージを頂いた。大変感激したという、

そのようなビデオメッセージを頂いております。 

 遠野の小学生、中学生から、あるいは高校生

からビデオメッセージが送られた。これが、

ソーシャルディスタンスという言葉があるわけ

でございますけども、これは、それこそ地球の

反対側にあるわけでございますけども、遠野の

子どもたちとブラジルの選手団の方々が、しっ

かりと心の距離が近づいておったということの

一つの現れじゃないかなと思っておりまして、

このようなビデオメッセージに取り組んでいた

だいた学校現場あるいは関係者、スタッフの皆

さんにも、私からも感謝申し上げなきゃならな

いかと思っております。まさに、仕方がない、

やむを得ないの次の言葉を、このように見出し

てきているということなわけであります。 

 もう一方においては、菊池市、西米良のほう

につきましても、それぞれがウイルスが確認さ

れたということもありまして、急遽中止になっ

たということになっているわけでございますけ

ども、それぞれ武蔵野市も、あるいは菊池市も、

西米良といったようなところとの交流も、今年

は見送っているわけでございますけども、今年

の12月以降については、まだ流動的ではありま

すけども、やはり慎重を期さなければならない

んじゃないのかなというように思っております。 

 いずれ新しい生活様式を取り入れ、新しい日

常生活ということを踏まえながら、こういった

一つの交流事業につきましても、御質問にあり

ましたとおり、通信アプリの多様化などにより

まして、オンラインの活用などを推進しながら、

コミュニケーションの在り方をしっかりと踏ま

えて、国際交流あるいは友好都市の交流も、新

しい価値観の中でしっかりと見出してまいりた

いというように考えておりますので、よろしく

お願いを申し上げたいと思っております。 

 繰り返し、何度も申しますけども、いろんな

テレワークであるとか、オンラインであるとか

という言葉があるわけでございますけども、こ

の関係につきましても、そのようなものをフル

に活用しながら対応していかなきゃならないか
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というように思っているところであります。 

 それから次に、総合計画の後期計画につきま

して御質問がありました。 

 これは、ただいま、先ほど申し上げましたと

おり、それぞれのアフターコロナも含め、新し

い日常ということも含め、新たな価値観などを

踏まえながら計画を策定しなけりゃならないか

と思っております。 

 この後、担当の総務企画部長から、今の取組

状況等について御答弁申し上げますけども、私

のほうから、その前に、この後期計画の策定に

当たりましては、この４月から、毎年行ってい

るわけでございますけども、各部課長の集中ヒ

アリングを行いました。 

 それを踏まえながら、現地視察等の約30カ所、

現地を回りました。その30カ所の現地の中には、

先ほど佐々木敦緒議員から、情報ビジネス校の

跡地利用の問題もあったわけでございますけど

も、情報ビジネス校の跡地もその視察の先に入

りながら、それぞれ見て歩いたということでご

ざいますけども、現地視察を行いました。 

 さらには、毎年行っております市長と語ろう

会も、やはりこれからの時代ということを踏ま

えれば、若い方々の価値観と、若い方々の一つ

遠野市の今の現状をどう見ているのかというこ

とを、しっかり把握しなきゃならないというこ

とで、若い世代の方々、高校生も含めて、それ

ぞれ市長と語ろう会を４回開催をいたしまして、

後期計画にそのように、どのように反映させる

かというような作業を行ってきているところで

ございますので、令和３年度から令和７年度ま

での５か年計画ということになりますけども、

現在の取組状況につきましては、その基本的な

考え方、あるいは策定の視点、そのようなこと

も含めながら、担当部長のほうから御答弁、今

の取組状況につきまして御答弁申し上げますの

で、よろしくお願いを申し上げたいというよう

に思っております。 

 最後、ＳＤＧｓの一つの取組状況についてあ

りました。これも、非常に大事な取組でありま

す。第２次遠野スタイル創造・発展総合戦略、

そして国土強靱化地域計画、これを今年の３月

までに策定をいたしました。いわゆる先行計画

になろうかというように思っております。 

 それぞれの目標達成に関わる施策の主要事業

につきまして、ＳＤＧｓのゴールをいうところ

の関連づけながら、持続可能な地域社会の構築

を目指すという、そのような位置づけにいたし

ているところであります。 

 これにつきましては、小林議員の御案内のと

おり、17のゴールといったものがそれぞれ描か

れているわけでございますけども、それぞれ各

施策の中に、これをどのように位置づけていく

のかということについては、これは大事なこと

であります。 

 ただ、一部報道等によりますと、新型コロナ

ウイルス感染症が地球規模の一つの事態になっ

たということにつきまして、この17の持続可能

な地域社会の目標といったものにつきましては、

かなりハードルが高くなっているのではないの

かなということも言われているわけでございま

すけども、やはり理念的なもの、それは変わり

ないわけでございますから、それをしっかりと

目指しながら、遠野市もそれに向かっていくと

いう、そのような中に位置づけたいというよう

に思っておりまして、この総合計画をそのよう

な一つの基本理念に基づいてという分におきま

して、経営企画の参与としてお願いしてござい

ます岩手県立大学の吉野教授の講演を、職員で

みんなで聞きながら、このような理念を共有し

ながら、それぞれの策定作業に当たろうじゃな

いかという、そのような一つの環境も設けたと

いうことも、一つ対応、一つ申し上げておきた

いというように思っております。 

 いずれ重要なまちづくりという分におきまし

ては、共有されている価値と、あるいは目標数

値といったものは、極めて大事でありますし、

策定後も、これはまさに理念としてしっかり生

かしていかなければならない課題でありますの

で、そのようなことも踏まえての作業を進めて

いるということを申し上げて、私からの答弁と

させていただきまして、順次、それぞれ具体的
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には担当部長のほうから御答弁申し上げますの

で、御了承いただきたいというように思ってお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午後０時07分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。 

 ６番小林立栄君の質問に対する当局の答弁か

ら始めます。子育て応援部長。 

○子育て応援部長（佐々木一富君）  小林立栄

議員の質問項目４項めの、鬱、児童虐待やＤＶ

の相談支援体制の充実強化の必要性と市の取組

の現状について申し述べます。 

 市民の命を守る心のケアについては、健康福

祉部と子育て応援部が対応しており、遠野市社

会福祉協議会などの関係機関、団体と連携した

相談体制を構築しております。 

 また、鬱などの精神障害による自殺予防対策

としては、傾聴サロンの開設や傾聴ボランティ

ア及びゲートキーパーの養成を行い、悩みを抱

える方、孤立している方の相談に応じる人材育

成に努めているところでございます。 

 児童虐待やＤＶなどの相談支援体制としては、

こども政策課内に設置している子ども家庭総合

支援拠点を中心に、福祉、保健、医療、教育等

の関係機関と連携し、子どもやその保護者、妊

産婦などの実情に寄り添った対応をしてござい

ます。 

 また、本年度は新たに子育て家庭ヘルパー派

遣事業として子育て家庭支援事業専門員を配置

し、出産後に育児不安がある養育者の相談、養

育が困難な家庭の家事支援を行い、児童虐待の

防止に努めているところでございます。 

 現状では、新型コロナウイルス感染症の収束

は見通せない状況にありますが、この問題は長

期化が予想されます。今まで以上に関係機関、

団体との連携をより一層推進し、相談支援体制

の拡充を図るとともに、相談窓口の再周知を図

ってまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に、市民センター所

長。 

○市民センター所長（小向浩人君）  命により

まして、小林議員の生涯学習・文化・芸術・ス

ポーツの取組についての質問に対し答弁をいた

します。 

 新型コロナウイルスの世界的な感染拡大によ

って、経済活動、社会活動は停止、縮小してお

り、生涯学習や文化・芸術・スポーツ分野も同

様であります。このような状況だからこそ、生

涯学習・文化・芸術・スポーツはそのどれもが

私たちの生活に彩りや活力などを与えるもので

あり、人が人として生きていくためにはなくて

はならない重要なものだと認識しております。

遠野市内においては、予定していた生涯学習等

の事業や活動の中止、規模の縮小など、手探り

状態で対応している状況にあります。 

 新しい生活様式の中で、これまでの活動を継

続し、さらに推進していくため、幅広く情報収

集を図りながら、新たな形に対応した生涯学習

等の事業のあり方を検討していきたいと考えて

おります。また、関係省庁などの情報収集に努

め、個人、団体の活動に対する財政的な支援の

あり方などについても検討してまいりたいと思

っております。 

 今後も感染防止対策を取りながら、市民が生

涯学習や文化・芸術・スポーツ活動を盛んに取

り組めるよう努めてまいります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に、総務企画部長。 

○総務企画部長（鈴木英呂君）  命によりまし

て答弁申し上げます。 

 まずは、新型コロナウイルスと共に生きる社

会を見据えた後期基本計画の策定についてです

が、新型コロナウイルスがもたらした影響は感

染症による直接的な被害にとどまらず、新たな

生活様式が意味するとおり社会、経済の大幅な

見直しが求められている時代となっております。 



－ 31 － 

 このような中、現在令和３年度から令和７年

度までの５か年を計画期間とする第２次遠野市

総合計画後期基本計画の策定を進めております。 

 第２次遠野市総合計画は、平成28年度から令

和７年度までの10年間を計画期間とする、前期

後期それぞれ５か年の計画で構成しております。

今回は、その５か年に当たる計画を作成してい

るところでございます。 

 本計画の策定に当たっては、各課の課長補佐、

係長級で構成する分野別検討チーム、各部の課

長級で構成する策定チーム、部長級で構成する

策定委員会の３つの策定体制で編成し、作業を

進めているところでございます。 

 少子高齢化、国際化、情報化の急速な進展、

さらには新型コロナウイルス感染症の発生など

時代の大きな転換期となっている状況下から、

社会の変化を十分に見きわめることを前提とし

ているものでございます。 

 計画策定に当たり作成した策定方針には、６

つの視点を掲げております。 

 １つ目は、社会情勢の急速な変化に対応した

計画であること、２つ目が、世界規模の気象変

動や感染症対策等の新たな脅威に対応した計画

であること、３つ目が、市民の意向を反映させ

た市民協働による計画であること、４つ目が、

前期基本計画の中間検証を踏まえた計画である

こと、５つ目が、まちづくりの進行管理ができ

る計画であること、そして個別計画と整合の取

れた計画であることの６つの視点を掲げており

ます。 

 新型コロナウイルスについては、２点目の感

染症対策の項目の中に重要なキーワードとして

位置づけております。新型コロナウイルスによ

る影響は、感染症による直接的な被害にとどま

らず広範にわたることから、５つの大綱別、市

政課題別、さらには先行計画である遠野スタイ

ル創造・発展総合戦略、遠野市国土強靭化地域

計画のそれぞれの視点からも見直しを行ってお

ります。 

 また、各施策に関する具体的な取組について

はそれぞれに整合を図りながら、後期５か年で

取り組む事業を洗い出しております。 

 今後、さらに内部協議を重ねた上で、今月末

には遠野市総合計画審議会に諮問し、市民を代

表する各委員の意見を反映させた上で11月には

計画案をまとめる予定としております。時代が

大きく変化する中での作業となり、見きわめが

難しい部分もありますが、十分な検討を重ねて

成案にしたいと考えております。 

 次に、ＳＤＧｓの重要性について理解を深め

るための市民周知等についてですが、議員の御

質問にあったように昨年度策定した第２期遠野

スタイル創造・発展総合戦略と国土強靭化地域

計画では、それぞれの目標達成に関わる施策や

主要事業についてＳＤＧｓのゴールを関連づけ、

持続可能な地域社会の構築を目指してまいりま

す。 

 先ほどの市長答弁にもありましたが、当市の

地域経営会議参与である岩手県立大学の吉野教

授の講演の中で、ＳＤＧｓという普遍的な計画

や共有されている価値観との関連の重要性や、

ＳＤＧｓでのまちづくりを進めている北海道下

川町の事例を紹介していただき、ＳＤＧｓの重

要性や有用性などについての認識を市職員も理

解を深めたところでございます。 

 後期計画の策定後に、市民の皆様に後期計画

の概要を説明する場を設けることを予定してお

り、その機会を捉えてＳＤＧｓの市民への周知

等を図ってまいります。 

 次に、地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフ

ォームに登録し取組を推進することについてで

すが、地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフ

ォームは、各自治体が掲げるＳＤＧｓの目標達

成やさらなる地方創生のため、国や民間企業、

関連団体で連携していくことを目的に内閣府が

立ち上げた組織であり、プラットフォームでは

登録することのメリットについて３点に整理さ

れております。 

 １つ目は普及啓発活動、２つ目はマッチング

支援、３つ目は分科会開催、いわゆる広がる、

つながる、学べるの活動を掲げております。 

 当市の友好都市である東京都武蔵野市、愛知
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県大府市、熊本県菊池市などが既にプラットフ

ォームに登録を行っております。議員から提案

のあった友好都市との若者世代の交流は、ウィ

ズコロナの中にあって新しい都市間交流活動の

１つになり得る可能性があります。 

 今後、第２次遠野市総合計画後期基本計画に

ＳＤＧｓをしっかりと位置づけしながら、プラ

ットフォームへの登録と新しい友好都市との連

携の形について前向きに検討してまいります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  次に、菊池教育長の答

弁でございますが、教育長の答弁は通常ですと

答弁席で答弁していただいておりますが、本日

は新型コロナウイルス感染対策のため自席での

答弁とさせていただきます。菊池教育長。 

○教育長（菊池広親君）  それでは、私のほう

からは、命を守る心のケアに係る児童・生徒、

教職員の心のケアの取組と考え方についてお答

えをいたします。 

 本年度が始まってから、本市において新型コ

ロナウイルス感染症に伴う休業措置は取られて

いないものの、児童・生徒及び教職員はこの極

めて特殊な状況下で学校生活を過ごしておりま

す。児童・生徒及び教職員を取り巻く環境要因

の変化が、心の健康に影響を及ぼす可能性は少

なからずあるものと認識してございます。 

 また、過日本市において新型コロナウイルス

陽性者が確認され、自分や家族も感染するので

はないかという不安を抱く方々もいるのではな

いかと推察しているところでございます。 

 本市におきましては、児童・生徒の心のケア

に対応するためスクールカウンセラーを５名、

教育相談員を３名、計８名を配置し、全ての小

中学校で活用できる体制を整えてございます。 

 また、教職員に対しましては、毎年年に一度

メンタルヘルスチェックを実施ししており、専

門的なケアが必要な場合には医療等の機関につ

なぎ、適切に対応しているところでございます。 

 加えまして、本年度の緊急的な対応といたし

ましては、新型コロナウイルス感染症対策に向

けた教職員の業務支援のために新たに12名の緊

急スクールサポートスタッフを配置したところ

でございます。 

 私たちは、東日本大震災津波の際、今まで以

上の困難に直面し、それを克服してきた経験を

持ち合わせてございます。この経験に基づき、

現在実施している取組の充実を図り、今後にお

きましても児童・生徒及び教職員に寄り添った

対応をしてまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  現状の取組、また今後

についての取組や前向きに検討していただける

旨御答弁をいただきました。御答弁を一通りい

ただきまして、何点か質問をしてまいります。 

 まずは情報発信の部分、あと心のケアを含む

相談体制について１点確認をさせていただきま

す。 

 御答弁の中でございました関係部課、機関で

連携を取ってきめ細かく実情に寄り添った対応

をされているということで、ぜひこれは今後と

もまさに強化をしていただきたいと思います。 

 それを踏まえた上で、特になかなかそういう

相談窓口に全ての方がたどり着けない、そうい

ったこともやはり考えていく必要もあろうかと

いうことでの一応質問になります。 

 最近、市内の団体によるユーチューブやフェ

イスブック、そういったインスタグラムなどＳ

ＮＳを活用した情報発信が見受けられるように

なりました。スマホの普及に合わせ、ＳＮＳア

プリの普及活用が一般化し、国や県、各自治体

においてもＳＮＳの活用事例が増えてまいりま

した。 

 その中で、特に注目されているのがラインで

あります。本市では、小児科医、産婦人科医、

助産師との無料相談ができる子育て支援サービ

スとして、ラインを活用しております。 

 行政がラインを活用するメリット様々あるん

ですが、そこは割愛をさせていただきますが、

この災害等発生時の緊急情報、日常の暮らしの

情報やイベント等のお知らせ、新型コロナウイ

ルス感染症に関する情報等の発信、双方向のメ
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リットを生かしたＤＶや虐待、鬱など、心のケ

アに関する各種相談対応への活用など、ライン

をはじめＳＮＳをさらなる活用を進めていって、

情報発信、相談体制への充実強化を図ってはい

かがでしょうか。お考えをお伺いいたします。 

 ２つ目になります。エッセンシャルワーカー

への支援について、市長のほうからも最優先に

対応しなければならないという力強い御答弁を

いただきました。特にも、医療、介護、福祉の

現場の最前線で働かれている皆様のことを、御

答弁の中で紹介をしていただきました。もう一

歩踏み込んで、保育園、幼稚園、児童館など児

童福祉施設に従事をされている関係者への支援

について質問をいたします。 

 全国保育協議会の調査によりますと、コロナ

対応が続く中で保育士らの９割が３密が避けら

れず、子どもや保育者に感染リスクがあること、

そのことをストレスの要因として上げておられ

ます。 

 保育所や幼稚園、児童館等の児童福祉施設で

は、施設内での感染防止に細心の注意を払って

おりますが、感染リスクを完全に防ぐことは難

しい実情であり、実際全国各地の保育所や幼稚

園でクラスターが発生をしております。これは、

手をつないであげたり抱き上げるなど、子ども

との身体的な接触は子どもの健やかな成長に欠

かせないからです。保育士や幼稚園教諭が、感

染リスクにさらされながらも職責を果たそうと

するのは、子どもの健やかな成長を願う使命感

があるからではないでしょうか。 

 国の第２次補正予算で、医療、介護、障がい

者福祉に従事されている方々に対して慰労金が

支給をされます。残念ながら児童福祉関係の従

事者への支給について、今回は見合わせとなり

ました。 

 遠野の子どもたち、働く御家庭を支えていた

だいている児童福祉施設に従事する職員の皆様

に対して慰労金の給付と、市として支援を拡充

する必要があると考えますが、御見解をお伺い

いたします。 

 教育長に、児童・生徒の心のケアに関連して

１点質問をいたします。 

 児童・生徒が生きていく力を身に着けること、

これも大変重要ではないかと考えております。

今回のコロナ禍において、東日本大震災で岩手

県教育委員会のスーパーバイザーを務められた

兵庫県立大学大学院の 冨永良喜教授がこう述

べております。平時にストレスのメカニズムを

学ぶことができれば、災害やコロナの感染拡大

といった強いストレスにさらされたときにも、

子どもたちが自ら望ましい対処法を考え実行す

ることができる。また、先生も授業を実施する

ことで自分のストレスに向き合うことができる

と指摘をされております。 

 児童・生徒がＳＯＳの出し方やストレスにつ

いて学び、生きていく力を身に着ける学びの機

会の充実を図るべきと考えます。人権擁護委員

をはじめ地域や他の組織機関との連携を強化し

ながら取り組む必要はないでしょうか。お考え

をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小林立栄議員の再質問

にお答えを申し上げます。 

 再質問にお答えする前に、午前中の質問の中

で、ちょっと私勘違いというよりも初歩的なミ

スを起こしまして、「エスディジーズ」という

ところを何かちょっと発音を間違えまして、本

当に初歩的な１つの勘違いを起こしてしまいま

した。 

 ＳＤＧｓそのものは日ごろからよく使ってい

る言葉でございますから、間違えるはずはなか

ったんですけども、ちょっと発音が間違ったと

いうことをお詫びして訂正を申し上げたいと思

っております。 

 ＳＤＧｓのことにつきましては、これは17項

目の中で極めて普遍的な、全世界的な１つの目

標数値でありますから、我々遠野もしっかりと

そういったものに歩調を合わせながら取り組ん

でいかなきゃならないってことは言うまでもご

ざいませんので、ひとつよろしくお願いを申し

上げたいと思っております。 
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 それではライン、このラインをはじめとする

ＳＮＳの活用によるひとつの情報発信、あるい

は相談体制の拡充強化と申しますか強化充実と

いうことにつきましての御質問であります。 

 言うまでもありませんけども、スマートフォ

ンの普及や高速インターネットの環境充実に伴

いましてソーシャルネットワーキングサービス、

ＳＮＳでございますね、これが非常に目覚まし

いものに進化をしてきているということで、日

常生活におけるコミュニケーションを手段とし

てひとつ大きな定着をしてきているということ

になるんではないのかなというように思ってい

るところであります。民間事業者のみならず、

地方自治体においてもＳＮＳの活用が進んでい

るということは私も十分認識をいたしていると

ころであります。 

 この新型コロナウイルス感染症の情報につい

ても、県が専用のラインアカウントを開設いた

しまして、県内の感染状況等に関する情報を発

信を行っているということも御案内のとおりで

あります。 

 このほか、県は県内で感染者が発生し、感染

者との接触が疑われる場合はそれを通知するラ

インアプリ、もしサポ岩手などの取組も進めて

おりまして、市としては公共施設やイベント等

の主催者に積極的な活用を呼び掛けているとい

う状況にあることは御案内のとおりであります。 

 当市といたしましても、この新型コロナウイ

ルス感染症に特化したものではないが子育て支

援の１つとして、小児科、産婦人科のオンライ

ンというラインによる情報発信、あるいは相談

体制を構築しているほか、パラリンピック推進

室におきましてフェイスブックページを開設い

たしまして、ホストタウンであるブラジルとの

国際交流も展開しているというような状況にあ

りますのでこのメリット、24時間いつでも情報

の送受信が可能であるということ、そして即時

性、非常にリアルに対応できるということ、出

し手と受け手のやり取りが非常に可能であり、

双方向性があるというその大きなメリットがあ

るわけでありますので、これは十分御案内のと

おりでありますけども、この即時性と双方向と

いうこの運用のためには、もう一つはこの中で

忘れてならないのは、職員による管理体制です

ね、やっぱり情報管理体制、それから相談体制

の構築もしっかりしていかなきゃならない。ど

んどんどんどん即時性と、それから双方向性で

それだけが走ってしまうと今度はついていけな

いってことになるわけでございますから、この

相談体制の構築が必要でありますし、この部分

の、繰り返しますけども即時と双方向という中

であった場合には、職員負担も増えることにも

なるというような問題もありますので、導入に

つきましてはやっぱりしっかりとしたそのよう

なフォロー体制も構築していかなきゃならない

かというように思っているところでありますの

で、まずは午前中の質問でお答えいたしました

とおり、遠野テレビやあるいは遠野広報やホー

ムページ、防災行政無線、音声告知という既存

の広報媒体をしっかりと、よくいうブラッシュ

アップという言葉を使うわけでございますけど

もこれの磨き上げをしてかなきゃならない。 

 そのような意味におきまして、７月１日には

市のほうにも情報連携推進課という新たな組織

を立ち上げまして、それぞれがしっかり連携を

取ろうじゃないかというような体制もこの７月

１日に構築をいたしましたし、光ファイバーの

環境整備も今予算の中にも、９月議会の中にも

一度予算を計上してるわけでございますけども、

そのような環境整備をしっかりと行いながら、

今の御質問の趣旨に沿ったような体制づくりに

なお一層努力をしてまいりたいというように考

えております。 

 さらには、児童福祉施設とこの従事者の方々

への、これは具体的な給付金のようなものはど

うなんだろうというような、やはり非常に頑張

っているわけでございますからどうなんだろう

というような質問でありました。 

 保育園、児童館、あるいは放課後等のデイ

サービスの児童福祉施設におきましては、就労

等の理由により自宅で保育できない児童の受入

れを行っているということは御案内のとおりで
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あります。新型コロナウイルス感染症予防策を

講じながら、また現場の最前線で日々活動して

いるという方がこの業務に従事してるわけであ

ります。 

 各施設では、この感染防止対策に対するガイ

ドラインに基づきまして、県をはじめとする

様々な対策に取り組んでるとこでございますけ

ども、いうところのストレスもたまっていると

いうことも１つの現実であるんではないのかな

というように思っておりまして、子育て施設ヘ

ルパー派遣事業において消毒作業を実施するヘ

ルパーを各施設に派遣し、子どもたちへの感染

防止と職員の負担軽減に取り組んでいるところ

であります。 

 国のほうにおきましても、医療、介護、障が

い福祉関係の従事者に対し、１人当たり一律５

万円、感染症対策と濃厚接触者等に対する従事

者には最大20万円交付するってことにしており

ますが、児童福祉施設の従事者については、残

念ですけども対象外になっているという1つの

現実があるわけでございまして、このようなこ

とを踏まえながら市民サービスにとっては、あ

るいは市民生活にとっては、あるいは子育て中

の方々にとっては極めて大事な現場に従事する

方々でございますので、これにつきましても統

一的な対応が私は必要ではないのかなというよ

うに認識をいたしてるところでございますので、

他の市町村の動向等もよく把握しながら、国や

県への働きかけなども強めてまいりたいという

ように考えてるところでございますので、それ

をもって答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

○教育長（菊池広親君）  地域や他の組織機関

との連携を強化しながら取り組む必要性につい

てお答えいたします。 

 東日本大震災津波発災以降、県内の公立学校

においては冨永教授の指導のもと、県が作成し

ました心と体の健康観察という質問紙調査を毎

年実施してございます。質問項目は、小学校に

おいては16項目、中学校におきましては31項目

ございまして、その回答結果により心のケアが

必要な児童・生徒を把握し、担任教師等が教育

相談を行っているということでございます。 

 また、この質問紙調査を実施する際は、担当

する教師は子どもたちに対してストレスへの対

処法、また心のＳＯＳの出し方について併せて

指導しまして、子どもたちのストレス対応の力

を高め生きる力を育んでいるところでございま

す。 

 児童・生徒の心のケアは、第一義的には学校

が保護者と連携して担うべきものであると認識

してございます。具体的には、学級担任や養護

教諭等の情報を元に児童・生徒一人一人に応じ

た組織的な対応を行うべきものと捉えてござい

ます。専門的な対応が必要なケースにおいては、

学校及び保護者が関係機関と緊密な連携を取る

ことが必要不可欠でございます。 

 学校等は現在でも、子育て応援部をはじめ福

祉関係機関とはケース対応を行っているところ

でございますし、またケースによってはそれに

かかる専門機関と連携し、対応してまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ６番小林立栄君。 

   〔６番小林立栄君登壇〕 

○６番（小林立栄君）  再質問に対しまして、

教育長からストレスについての取組をしっかり

されている現状、お示しをいただきました。ぜ

ひ今後とも子どもたち、また教職員の皆様が充

実して学校生活営めるようにぜひ今後とも対応

していただきたいと思います。 

 ラインを活用した情報発信、相談体制の充実

について、またいろいろ課題も提示をしていた

だきながら積極的に御検討いただけるような御

答弁でしたので、ぜひ情報通信技術の活用と併

せた中で進めていただきたいと考えております。 

 保育園、幼稚園の先生等への慰労金の支給の

件につきましても、率直な思いを御答弁をいた

だきました。 

 遠野市で行いました地方創生臨時交付金活用

した特別定額給付金、10万円の給付金について、

基準日以降に生まれた新生児への給付金の手当

について、これは子育て支援という意味で子育

てするなら遠野らしい取組であったと評価もし
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ておりますが、もう１点、給付金を支給すると

いうことで不公平感、分断を生じさせないてい

う僕は大事な判断であったと評価をして捉えて

おります。 

 市長の御答弁でもございました。私たち公明

党岩手県本部青年局としても、知事に対して幼

児福祉施設の方にもしっかりそういった慰労金

等、手当をしっかりしていくようにということ

で要望書も提出をしております。 

 市長の御答弁にもございましたが、国や県そ

ういった働きかけを他の市町村、他の自治体と

やはり統一的に取り組んでいく必要があるとい

う御答弁もいただきましたので、今後ともぜひ

働きかけのほう強めていっていただきたいなと

考えております。 

 このコロナ禍の中で、市民の皆様と市内の各

団体の皆様、事業者の皆様、そして行政がパー

トナーを組んでコロナウイルスというこのピン

チをチャンスにかえていくために、オール遠野

でコロナウイルス感染症これをみんなで乗り越

えていきたいと思います。 

 今後とも連携をしっかり取りながら市政運営

をしていただきますようにお願いを申し上げま

して、今回の一般質問終わらせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  質問者席消毒のため、

暫時休憩いたします。 

   午後１時33分 休憩   

────────────────── 

   午後１時35分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  会議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。７番菊池美也

君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  遠野令和会の菊池美也

です。 

 決算審査は、ややもすれば執行済のものとし

て軽んじられる傾向にあるが、議会が決定した

予算が適正に執行されたかどうかを審査すると

ともに、各種資料に基づいてその行政効果や経

済効果を測定し、住民に代わって行政効果を評

価する極めて重要な意味があることを再認識す

べきである。また、審査の結果は後年度の予算

編成や行政執行に生かされるよう努力すべきで

ある。この文言は、私たち遠野市議会議員が一

人一人所有をしている議員必携に記述がござい

ます。 

 地方自治体の長には、決算提出の義務、監査

委員には決算審査と意見書提出の責任と義務、

そして議会には決算認定の権限が地方自治法第

233条に規定されております。 

 監査委員から提出された令和元年度遠野市歳

入歳出決算についての審査意見の内容をどのよ

うに受け止めておりますか、市長の受け止め方

をお聞かせください。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  菊池美也議員の一般質

問にお答えをいたします。一問一答方式であり

ますので、最初にこの監査委員の結果、審査意

見について市長の見解をという御質問であった

わけでありますけども、先般代表監査委員のほ

うから報告書をいただいた審査結果の意見書を

いただいたところであります。 

 令和元年度遠野市歳入歳出決算及び基金の運

用状況等について、８月21日でありましたけど

も、監査委員からそれぞれの意見書あるいは結

果報告書、直接受け取ったところであります。

また講評もいただきました。その中におきまし

て、監査委員のほうから、まさに短期間でこれ

だけのボリュームの審査に対して改めて感謝を

申し上げたところであります。 

 この審査結果は、決算書類等、いずれも関係

法令に準拠して作成され、計数は証拠書類等と

符合し適正と認められたというそのような報告

でありました。 

 また、予算等の執行につきましては、定期監

査及び補助金等の監査、財政援助団体の監査及

び例月出納検査の結果等を踏まえ、おおむね適

正と認められたというそのような講評もいただ

いたところであります。 

 議会で議決いただいた予算が、誠実でかつ適

正に処理、執行されたかどうかを検証する資料
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として、重要な意味を持つのではないのかなと

いうように思っておりまして、この中におきま

して令和元年度の遠野市一般会計自主財源は歳

入全体の約29％、多くを地方交付税、国庫支出

金に依存しているという実態であります。 

 自主財源の確保だけでなく、新しい財源を見

つけ、経費の適切な運用を徹底しながら、今後

の施策を考えていく必要があるんではないのか

なということを改めて思ったところであります。

指摘の有無にかかわらず、事業執行の手順や周

知方法など、計数にならない実績を含め反省と

工夫は常に必要であるというように認識をいた

しているところであります。 

 令和２年度は、遠野市総合計画前期基本計画

の最終年度になります。現在、中間検証をしな

がら、先ほど小林立栄議員の御質問にも担当部

長のほうから取組状況等については御答弁申し

上げたところでありますけども、しっかりとそ

のようなものに反映する、さらには新型コロナ

ウイルス感染症の、ひとつの我々に突きつけら

れている新たな課題にもしっかりと向き合わな

きゃならないかというように思っておりますの

で、令和元年度のこの審査結果を真摯に受け止

めながら、見直すべき点は見直し、工夫あるい

は改善を図って、市民の安心・安全を守るため

に何ができるかという議論をしっかりと深めて

施策に反映していきたいというように考えてる

ところでございますので、報告書を受けての私

の所管を申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  ここに平成31年３月遠

野市議会定例会遠野市長の施政方針演述、私持

ってまいりました。令和元年度の市政運営につ

いて、市長が年度当初に所信の一端を述べたも

のでございます。一部を切り取って読み上げさ

せていただきます。 

 今年は第２次遠野市総合計画の４年目、折り

返しの年になります。本市は、平成17年の合併

から13年が経過し、人口は約4,200人、率にし

て約13％減少しており、今後ますます少子高齢

化が進むことは避けて通れない課題であります。

人口減少が加速度的に進む中、社会の変化に後

れを取るわけにはまいりません。前例にとらわ

れない大胆な政策転換も視野に入れながら、行

政のスリム化を推進し、効率的な行政運営に向

けてメスを入れていかなければならない時期に

来ております。 

 さらに令和元年度予算の特徴をこのようにも

述べておりました。 

 平成31年度の予算は、地域の活力で未来へつ

なげる予算と位置づけ、総額179億9,000万円で

編成いたしました。編成に当たっては、市総合

計画の２つの共通優先方針はもとより健康づく

り、子育て支援、地域づくりの３つの重要施策

を確実に実行する予算としております。 

 この３つの重要施策、健康づくり、子育て支

援、地域づくりについて、その予算効果と行政

効果をどのように判断しているのか、併せて予

算執行の効果の総合的な確認や検証から見出さ

れた反省というか改善事項を、どのように後年

度以降の予算編成に生かしていくお考えなのか、

お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど１問目で、監査

委員からの審査結果報告につきまして、状況と

それぞれの私の対応と受け止め方等につきまし

て御答弁申し上げました。 

 その中で２問目でありますけども、この令和

元年度３つの重要施策の１つを掲げて１つの事

業展開をしたのではないだろうかと。それに伴

う行政効果についてどのように判断をしながら

今後の予算編成にどう生かしていくかのかとい

うことについてのお尋ねでありました。極めて

大事な視点であろうかというように受け止めた

ところであります。 

 この３つの重要施策のうち、順次その状況に

ついて申し上げますけども、やはり高齢化とい

うひとつの中にあっては健康づくりが極めて大

事であります。健康寿命これをどのようにとい

う中で、人生100年時代に向き合わなければな
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らないというそのような中で、健康づくりを大

きな１つの柱として位置づけているわけであり

ます。 

 令和元年度の当初予算において、２億7,000

万円ほどの予算を計上いたしました。自治体連

携による新たなヘルスケア事業にチャレンジす

るということ、この自治体連携というのはお互

いいい意味で競い合おうじゃないかと、そのよ

うな自治体連携の中における１つの取組、そし

てまた、生活習慣病等の予防のための各種健診、

あるいは市民講座、健康教育運動指導等に取り

組みました。 

 自治体連携ヘルスケアプロジェクトの参加者

からは、仲間づくりが最も大切、そのためのき

っかけづくりとして非常に大事であるというよ

うな意見が寄せられております。やっぱりこの

健康寿命の１つの取組については、仲間づくり

という部分が大きなキーワードになるんではな

いのかなというように思っております。 

 また、この連携市町との課題を共有しながら、

互いによいところを学び、そしてまた生かすと

いういい意味での競い合いがその中に出てきた

ということになろうかというように思っており

ます。 

 令和元年度は３つの事業者がこの健康づくり

に取り組みまして、新規参加者が345人、目標

の300人を上回り1,279名、約1,300名近くにな

っているという状況でありまして、これをもっ

ともっと広げていかなきゃならないんじゃない

のかなというように認識をいたしております。 

 アンケート調査等によりましても、非常に無

関心な層の方々をどう関心を持たせるのか、働

き盛りの世代の方々をどのように巻き込むのか

ということが１つの課題ではないのかなという

ように思っておりますので、市内事業者の働き

盛りの世代を中心に多く参加していただいてい

る健康づくりの大きな集団として進めてまいり

たい。 

 やっぱり会社ごと、あるいは事業者ごととい

う部分も大事じゃないのかなと思っております

ので、そのような働きかけを強めてまいりたい

というように思っているところであります。 

 そしてまた、これはしっかりと検証もしなき

ゃなりませんけども、おおむねの数字として捉

えていただきたいと思うんですけども、予算効

果としてこの事業に参加している方と、それか

ら参加していない方という中で１つの比較検討

した傾向値があります。 

 平成25年度の１人当たりの平均医療抑制額が

７万8,000円という数字が出てきております。

これはやっぱり大きい数字じゃないのかなとい

うように思っておりますので、それぞれ健康づ

くりに積極的に参加すると医療費の抑制にも間

違いなくつながるという、１つの手ごたえを感

じているところでございますので、これまで以

上に医療費あるいは介護給付費が一層削減でき

るようなこの健康づくりに、さらに努力を重ね

てまいりたいというように考えているとこであ

ります。 

 次に、３つの２つ目の柱でありますけども、

子育て支援について、当初予算においては21億

2,300万円ほどの予算を計上していたところで

あります。いろいろと綾織保育園の移転改修の

ための環境整備なども、その費用の中に入って

るわけでありますけども、助産院「ねっと・ゆ

りかご」の１つの体制整備、ハード・ソフトの

両面の予算として子育て環境づくりに取り組み

ました。 

 令和元年度は、これは平成21年に策定したの

はわらすっこ条例であります。わらすっこ条例、

わらすっこプラン、わらすっこ基金、いうとこ

ろの３本柱、これを10年経過をいたしました。

第２ステージに向かおうじゃないかという中で

作業を加速させ、そしてわらすっこ支援委員会

をはじめといたしまして、市民の皆様の様々な

参画を頂きながら条例の一部改正、新たなプラ

ンも策定をいたしたところであります。 

 この中で、幼児教育、幼児保育の無償化に合

わせ市独自の施策といたしまして、国の免除対

象にならない３歳から５歳までの副食費に対し

ましても議会の御理解もいただきまして助成を

行い、子育て世代の経済的な負担軽減と保育施
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設の職員の事務負担の軽減も図ったというその

ような施策も展開いたしました。 

 子育てするならば遠野の第２ステージが始ま

ったわけでありますけども、昨年度策定いたし

ましたプランのもとにこれをしっかりと、先ほ

ど申し上げました後期５か年計画の中に具体的

に、あるいは施策としてきちんと反映をさせて

まいりたいというように考えております。 

 あるいは保育園、児童館の整備に関しまして

も老朽化している施設がありますので、保育協

会と協議をしながら計画的に整備を進めてまい

りたいというように考えております。 

 それから、地域づくりについてでありますけ

ども、当初予算において約８億2,000万円の予

算を計上いたしまして、市内11地区に一括交付

金を交付し、地域の創造力と活力によるまちづ

くりを応援するという、そのような体制を取ら

せていただきました。 

 防災力の向上のために防災行政無線のデジタ

ル化を行い、いうところの環境保全活動や明る

く安全なまちづくりといったところに取り組み、

またその支援を行っているところであります。 

 人口減少社会に対応した市民協働による行政

運営への転換を目指しながら、平成28年度から

新たな地域づくりに取り組んでまいりました。

今議会に提案を申し上げているところでござい

ますけども、土淵地区センターがこの10月１日

から新たな指定管理者制度に移行するというそ

のような合意形成ができましたので、これを１

つのモデルとしながら順次他の地区の指定管理

者制度の移行に向けまして、引き続きこの地域

づくりのこれまでの歩みを止めることなく、新

たなステージづくりにしっかりと向き合ってま

いりたいというように考えているところでござ

います。 

 これからは１つの市民協働という新たな、そ

してまさに住民パワー、住民自治、官民連携、

市民協働、そういったものが１つのキーワード

になるんではないのかなというように思ってお

りますので、これも地域づくりということにな

れば、午前中もいろいろ質問がありました。地

域おこし協力隊のあのマンパワーなどを活用で

きないだろうかという部分もあるわけでござい

ますので、そういったような１つの検証結果を

しっかりと踏まえながら、やっぱりこの部分に

ついてよく言う縦糸と横糸しっかりかみ合わせ

ながら、地域づくりにもさらなる努力をしてま

いりたいというように考えてるとこでございま

すので、ちょっと長めになりましたけども３つ

のそれぞれの重点項目の総括を申し上げて答弁

といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  ３つの重点施策、健康

づくりの推進、子育て支援の重点化、地区セン

ターを核とした地域づくりの推進、こちらの重

点施策の予算の効果、行政効果、市長が捉えて

いる効果を説明をいただきました。 

 一つ一つの事業の成果の評価につきましては、

点ではなくて線であるとか面であるとか、世代

間の奥行であるとか、そういったところを議決

した趣旨と目的に従って適正に、そして効率的

に執行されたかどうか、どのように行政効果が

発揮できたのか、今後の行政運営においてどの

ような改善工夫がなされるべきであるのか、こ

れらのことに力点を置きながら決算特別委員会

で審査に当たってまいります。 

 令和元年度の財政運営についてお伺いをいた

します。収支の均衡が取れた堅実にして計画的

な財政運営であったのか、長期的な視野に立っ

て財政構造の弾力性の確保のために十分な配慮

と努力がなされた財政運営であったのかどうか、

行政本来の目的である高い行政サービスの提供

に努め、行政水準の確保と維持とその向上を目

指した意欲と積極性に満ちた財政運営であった

のかどうか。 

 計画性、弾力性、積極性の３つの視点におい

て、最初の答弁にも少し触れておりましたが、

令和元年度の財政運営をどのように捉えている

のか、市長の認識をお伺いいたします。また、

今後の財政運営の改善と健全化に資する点があ

るのであればお示しください。 
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○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど、監査委員から

の審査結果のことを踏まえながら、私の１つの

受け止め方について申し上げました。それから、

令和元年度の３つの重点施策についても、総括

的に答弁を申し上げたところであります。 

 ただいまはこの財政運営について、どのよう

な認識と今後の何と申しますか、対応をどのよ

うに考えているのかということについての御質

問と受け止めたところであります。 

 令和元年度の財政運営については、いうとこ

ろの計画性、さらには弾力性、あるいは積極性

という３つの視点から１つを捉えなければなら

ないのかなと思っております。計画、弾力的で

あり積極性という１つの対応をとらなきゃなら

ない。それで、これまた改めて申し上げるわけ

じゃございませんけども、収支の均衡の取れた

堅実にして計画的な財政運営であったかについ

ては、判断する１つの指標といたしまして、実

質収支というものがあるわけであります。これ

は非常に大事な１つの指標であります。 

 これは、歳入決算総額から歳出決算総額を差

し引いた額から翌年度に繰り越すべき財源を差

し引いたもので、収支が黒字なのか赤字なのか

は一般的にはこの指標で判断するという、その

ような仕組みになっているところであります。 

 これは、その黒字額の標準財政規模に対する

割合と、これは実質収支比率と言いながらおお

むね３から５％が望ましいというそのような形

で示されているところであります。 

 本市の実質収支は約６億5,500万の黒字で、

実質収支比率は6.2％というそのような数字に

なっております。このことから、先ほど申し上

げましたとおりそのような形で見ると、おおむ

ね収支の均衡が取れた堅実な財政運営であった

のではないのかなというように承知をいたして

おります。 

 もう一方、長期的な視点に立った財政構造の

弾力性を確保するため、これも十分に配慮しな

ければなりません。それについては、いうとこ

ろの経常収支比率という言葉があるわけであり

ます。経常収支比率、これは非常に大事な比率

であります。 

 これは申し上げるまでもなく人件費、あるい

は扶助費、さらには公債費等のように容易に減

額することができないような経常的経費に対し、

経常的一般財源がどの程度充当されているのか

の割合を示した数字であるということでありま

す。この比率が低ければ低いほど経常一般財源

の残余が大きく、財政構造が弾力的であるとい

うことにされているわけであります。 

 ちなみに令和元年度の経常収支比率を見ます

と88.1％となり、平成30年度からちょっと0.9

ポイントほど上がったということになってるわ

けでありますけども、これを参考までに、この

88.1％という数字を他の県内の14市町村の平均

で見ますと94.3％ということになっております。

県内14市の平均は。そうすると、本市のこの88.

1％は並んでみますと一番低いということにも

なるわけでありまして、一番低い健全に近い数

値であったというそのような捉え方をしている

ところであります。 

 またこの公債費による財政負担の割合を判断

する指標の１つとして、借入金の返済額の大き

さを示す本市の財政規模に対する割合を示した

実質公債費率というのがあるわけであります。 

 この実質公債費率、この値が高ければ高いほ

ど財政の弾力性が低下し、他の経費を節減しな

いと赤字団体に転落するという可能性が高まる

という、そのような極めて重要なやはり指標で

あります。一般会計の資金繰りの危険度を示す

資料であると言われているところであります。 

 令和元年度の決算でみますと、境界線となる

25％以下のこれは11.5％という数字になってお

りまして、平成30年度と比較いたしますと、1.

1ポイント改善をしたというそのような数値と

して持つことができました。このため、弾力性

の確保のために配慮と努力がされた財政運営で

はなかったのかなというふうに承知もいたして

いるところであります。 

 行政本来の目的である高い行政サービスの提
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供を努めながら、行政水準の確保と維持とその

向上を目指した意欲と積極性に満ちた財政であ

ったかについては、ただいま申し上げたそのよ

うな数字の中で一つ捉えていかなきゃならない

かというように思っておりますけども、この積

極性ということにつきましては、判断する資料

といたしまして投資的経費の金額があるわけで

あります。 

 この投資的経費、自治体においては実情に応

じて社会資本整備の必要性等を勘案いたしまし

て、生活関連基盤の整備やあるいは地域経済の

この振興等に必要な社会資本整備を重点的、効

果的に維持することが求められておりまして、

その傾向は投資的経費の金額で見ることができ

るわけであります。 

 本市は約30億6,600万円で、前年より約５億3,

300万円ほど増加をいたしました。この中には、

投資的経費といたしましては、大型事業といた

しまして同報系デジタル防災行政無線設備事業

やホストタウンの会場整備事業、あるいは学校

施設等の整備事業、市内全小中学校の空調設備

の設置、あるいは土淵小学校の大規模改修とい

ったものが入っておりましたので、これらの

ハード整備を行うことによって行政水準といっ

たものにつきまして、いうところの意欲と積極

性のあらわれる投資的な事業として展開したん

ではないのかなというように思っておりまして、

このことを踏まえると財政運営から見ますと正

直申しますとなかなか楽観はできない、かなり

緊張感持たなきゃならないということは申し上

げるまでもありませんけども、おおむね健全の

範囲内で推移してるのではないのかなというよ

うに捉えているところであります。 

 また、歳入の見通し等につきましても、申し

上げましたとおり歳入もかなり厳しくなってき

てるという状況でありますけども、今月16日に

は工事を進めておりました株式会社ビッグフ

ィールドがそれぞれ稼働を始めるということに

なっておりますし、東工業団地も順調に造成が

進んでいるところでございますので、こういっ

た部分に企業立地という１つの形になれば、自

主財源といったようなものもいうところの税収

が増加するということが見込まれるんではない

のかなというように思っております。 

 またもう１つは、これは林業振興が極めて大

事であります。山林が80％以上てことになるし、

全国に冠たる木工団地があるわけでございます

から、今年度約6,000万円の森林環境譲与税が

手当をされました。令和４年度は8,000万円、

令和６年度には約１億円のこの森林環境譲与税

が入ってくるということになってきてるわけで

ございますから、川上から川下までしっかりと

した木材関連産業の有機的な連携を振興させる

ような１つの仕掛けを急いでいかなきゃならな

いかというように思っておりまして、今その作

業をチームをつくって進めてほしいということ

で今準備を進めているところであります。 

 この森林環境譲与税なり、その部分が遠野の

産業振興にも大きくつながるということでござ

いますので、入り口から出口という中で対応し

ていかなきゃならない。しかし一方、この10月

に実施される予定になっておりますけども、国

勢調査のこの結果もまた非常に気になるところ

なわけであります。 

 人口減少の結果により、来年度以降は普通交

付税の減額が予想されるという、そのようなこ

ともある程度覚悟はしておかなければなりませ

ん。現時点では国から算定方法の変更が示され

ていないため、あくまでも概算となるわけでご

ざいますけども、令和３年度の普通交付税は今

年度と比較して約３億6,000万円ほどの減額に

なる見込みではないのかなということを財政担

当のほうではシミュレーションしております。 

 したがいまして、この辺にもしっかり向き合

わなければならないていうことになろうかと思

っておりますし、そのためにはこういう１つの

流れを踏まえれば、遊休資産の貸付、売却とい

ったような中で歳入の確保、当然のことながら

歳出の見通し等につきましては、この後期計画、

第四次健全財政５カ年計画と整合性を図りなが

ら、市民サービスの充実、あるいは優先度、緊

急度、そのようなものをしっかり踏まえながら、
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冒頭申し上げましたとおり計画性とそれから積

極性と、さらには弾力性を持ちながらの財政運

営にはなお一層努力していかなきゃならないか

と思っておりますので、より緊張感を持ってし

っかりと向き合ってまいりたいという決意を申

し上げまして、ちょっとそれぞれの項目につき

まして極めて大事な１つの切り口で御質問をい

ただきましたので、その概要を申し上げまして

答弁とさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後２時08分 休憩   

────────────────── 

   午後２時18分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  会議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。７番菊池美也

君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  財政運営について、計

画性・弾力性・積極性、主な判断となる指標に

ついて説明をいただいて、おおむねその範囲内

であるという答弁でございました。 

 市民のためにどんな仕事をしたのか、その仕

事の出来高と出来具合ばっかりどうしても目線

が注力してしまいますが、やはり答弁でござい

ましたとおり、財源については楽観視できるも

のではないということでございます。そのバラ

ンスですね、やっぱり積極的に行くのか、やっ

ぱり我慢しなければいけないところは我慢しな

ければいけないのか、点で見るんではなくて線、

面、そして奥行き、世代間の公平性、奥行き等

やっぱりそういった視点も大事じゃないかなと

思います。 

 その上で、提案型の質問を続けていくわけな

んですが、２つ目のテーマとして、地域公共交

通のあり方、総合交通対策について、２つ目の

テーマ、市長とやり取りを引き続きさせていた

だきたいと思います。 

 全国の多くの地域で、人口減少に伴い、バス

をはじめとする公共交通サービスの需要の縮小

や経営の悪化、運転者不足の深刻化、乗務員の

高齢化などにより、地域の公共交通の維持・確

保が難しくなっています。 

 国土交通省のまとめによると、中小の民営鉄

道や第三セクターによって運営されている地域

鉄道全体の７割弱は採算が取れておりません。

路線バスに至っては９割近くが赤字。国あるい

は地方自治体の補助によって経営が成り立って

いるのが現状です。 

 また、経済産業省のまとめによると、タク

シーやバスの運転手の55歳以上の占める割合が

６割を超えています。運転手さんの６割以上が

55歳を超えている。参考までに、全産業平均は

３割です。著しく高いことが分かります。 

 若者から敬遠される理由は、長時間労働や低

賃金と言われ、有効求人倍率が全産業平均の約

２倍に及ぶという深刻な人手不足に陥っている

業界です。 

 また、こんな数字もあります。交通手段の中

で自家用車を利用する割合、地方圏では平日で

約６割、休日で約７割を超えるという調査結果

もあります。遠野ではこの数字はもっともっと

高く示されるんじゃないかなと私は想像をして

おります。 

 他方、高齢ドライバーの事故が社会問題化し、

高齢者の運転免許の返納が年々増加しているな

ど、受皿としての移動手段を確保することがま

すます重要な課題になっています。 

 地方圏並びに遠野の地域公共交通を取り巻く

状況について、市長の認識をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  大項目２項目めといた

しまして、この地方の中における公共交通の一

つの取り巻く状況についてお尋ねがありました。 

 これも非常に大きな課題であります。当市の

ように広大な中におきまして、少子高齢化とい

う時代の波にどう向き合うのかとなれば、いう

ところの交通弱者という問題もその中に出てく

る。交通弱者ということになれば、医療もある

いは買物も、様々なサービスもというところに、

そのことがもろに影響をしてくるということに

なるわけでございますから、公共交通を取り巻
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く状況については、しっかりとやっぱり向き合

わなきゃならない大きな市政課題の一つではな

いかなというように認識もいたしているところ

であります。 

 公共交通機関が文字どおり網の目のように張

り巡らされた大都会とは違うわけでございます

から、その辺のところを踏まえながらという中

で、ちょっと現状を申し上げますと、昭和61年

９月に民間バスの撤退を受けまして、廃止路線

代替バスあるいは市営バス、デマンドバス等を

運行しながら、市民の足を確保しているところ

であります。 

 このことにつきましては、市からの補助金等

で運行しているところでありますけども、過去

５年間において平均で約7,000万円、令和元年

度においては約6,900万円を一つの補助金とい

う中で、この足の確保に投じているという、そ

のような状況にあります。 

 また、この高齢化という部分の中の時代の流

れを反映しているわけでありますけども、運転

手の高齢化が進んでいるという一つの現状にも

あります。ちなみに数字を申し上げますと、市

内のタクシーあるいはバス合わせて運転手さん

のうち、55歳以上の占める割合は９割という数

字になっているところであります。全国が約６

割ということをすると、やっぱり遠野市の９割

というのは極めて高い数字ではないのかなとい

うように思っておりまして、このドライバーの

確保が当市の公共交通を維持するための大きな

課題の一つであるという認識もいたしていると

ころであります。 

 さらには、高齢者の事故といったようなもの

も、令和元年度の数字で見ますと、高齢者の

方々がその交通事故件数の全体の約６割を占め

ているという状況にありまして、これが年々増

加傾向にあるということで、この発生件数が増

えてきている。 

 それから、免許証の自主返納も増えてきてい

るところであります。このような中でちなみに

申し上げますと、この免許証の返納は、令和元

年度は134人の方が免許証を返納しております。

ちなみに前の年の平成30年は105人、その前の

平成29年は103人ということになっております

から、毎年この返納の数が増えてきているとい

うことになれば、この方々は足が奪われるとい

うことになるわけでございますから、その辺の

ところもひとつ真正面から受け止めなきゃなら

ない厳しい数字ではないのかなというように思

っております。 

 そういったことを踏まえまして、公共交通を

取り巻く環境は、全国に比較いたしましてもド

ライバーの高齢化が非常に高いこと、それから、

公共交通機関を維持するための経費も年々増加

しているということを考えれば、かなり厳しい

状況になっているのではないかなというように

思っております。 

 また、この公共交通機関の場合は、高齢化と

いう部分の中で申し上げているわけでございま

すけども、免許のない子どもたちやあるいは高

校生の通学あるいは通院などに一定の利用があ

りますので、この辺のところも踏まえながら、

市民生活を守る上での一つの重要な課題である

ということもこの中に言えるというように思っ

ておりますので、現状の、今の状況を申し上げ

ながら、今後、であればどうすればいいかとい

うことにつきまして、改めてしっかりと考えて

いかなきゃならない市政課題の大きな一つでは

ないのかなというように承知をいたしていると

ころであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  御答弁の中で、足の確

保に多額の財源を投じている、あるいは遠野の

ドライバーさんの年齢について等厳しい数字を

お示しいただきました。これで嘆いていなくて、

じゃあどうやって地域交通を維持していくのか。

市長は、確認しましたけれども、毎年毎年、施

政方針演説の中で、新たな公共交通システムの

構築に取り組みます、新たな公共交通システム

の構築に取り組んでいくんだと毎年述べられて

おります。そのとおりなんですね、この先、10

年、20年もつような、それこそ持続可能な交通
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システムをどうやって構築していくのかが市民

が求めているサービスにしっかり向き合う、と

ても大事なことだと思います。 

 そこで２つ目の質問をさせていただきます。 

 答弁の中でもありましたけれども、以前から

人口減少によって、鉄道やバスなどの地域の公

共交通の経営が地方ほど厳しかったんです。追

い打ちをかけて、新型コロナウイルスの感染拡

大です。公共交通にも大きな打撃を与えていま

す。 

 国土交通省のまとめによると、６月は緊急事

態宣言の解除などで全体的に改善傾向にあった

ものの、タクシーの輸送人員は７月以降も前年

同月比で約６割の減少、路線バスの輸送人員は

約３割の減少。今後も厳しい状況が続く見通し

となっています。 

 地域住民の暮らしを支えている地域交通をい

かに維持していくのか、しっかり向き合わなけ

ればいけない市政課題です。 

 持続可能な地域交通をどうやって構築するの

か。このような状況を踏まえ、この課題に対応

するため、先の通常国会では地域公共交通活性

化再生法が改正され、令和２年６月３日に公布、

公布から６カ月以内施行と定められました。自

治体主導で地域の輸送資源を総動員し、交通

サービスの改善を目指すことが柱となっていま

す。 

 自治体の地域公共交通計画策定が努力義務化。

自治体の関与を強化するとともに、地方公共団

体が中心となって作成する地域公共交通計画等

を通じて、地域の移動手段の確保・充実を図る

取組について、国は予算やノウハウ面を支援す

ることが、この再生法の改正によって定められ

ました。 

 持続可能な輸送サービスの確保に向け、遠野

の輸送資源を総動員して、市民の移動ニーズに

対応するために、国の予算やノウハウを活用す

るための準備はできているのでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  先ほど現状等につきま

して申し上げました。 

 ただ、現状がそうだからこれも仕方がないと

いうわけにいきません。いろんな形でこの現状

と向き合って、市民の皆様の安心安全といった

ようなものを、そしてまた快適な生活環境とい

ったようなもの、安心して住める一つの環境を

作っていかなければならないということは申し

上げるまでもありません。 

 また、今の御質問の中にありましたとおり、

国の計画ということとの整合性ということにな

るわけでございますけども、新型コロナウイル

ス感染症が収束しない中、市内のバス、タク

シーの利用状況は、昨年度と比較しても各事業

所とも５割から６割程度の利用となっており、

非常に厳しい状況になってきているということ

は、これはいろんなデータがそれを示している

ところでもあります。 

 そういった中におきまして、実は本年６月に

地域公共交通活性化再生法といったものが改正

されました。今の御質問の中にも述べられてお

りました。 

 地域公共交通計画、いうところのマスタープ

ランの策定が努力義務化されたとともに、計画

に基づいた公共交通サービスの改善あるいは充

実を図る取組に対しては、国から予算とノウハ

ウ面の支援が受けられるようになったという、

そのような一つの中にあるわけであります。 

 したがって、この地方公共交通機関の充実強

化につきましては、県への統一要望あるいは全

国市長会等も通じながら、地方の声としてしっ

かりと国のほうに、その都度その都度声を上げ

ているわけでございますけども、このような新

たな一つの法の制度に基づきまして、現状の動

向等を厳しく正面から受け止めながら、このよ

うな計画の策定といったものに、やっぱり急い

で取り組まなければならないんじゃないのかな

というように思っておりますので、繰り返しに

なりますけども、この新たに示された一つの公

共交通機関、活性化再生法に基づくマスタープ

ランの策定につきまして、これもアクセルを踏

んで対応していかなきゃならないかというよう
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に考えているところでございますので、こうす

ることによって国から予算とノウハウのそれぞ

れの支援が受けられるようになるんではないの

かなというように思っておりますので、何もな

いままおねだりするわけにいきませんから、お

ねだりする以上は、おねだりという言葉はあれ

なんですけども、予算とか支援を受けるために

は、我々自身もしっかりとした現状に基づいた

計画を持たなければならないということになろ

うかと思っておりますので、それに全力を挙げ

て取り組んでまいりたいというように思ってい

るところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  世界を席巻しているコ

ロナ禍さえなければ、今頃日本は、もちろん遠

野も東京オリンピック・パラリンピックで盛り

上がっていたはずです。本来なら昨日が東京パ

ラリンピックの閉会式の予定でありました。 

 地域の実情を踏まえた新型コロナウイルス対

策に活用できる地方創生臨時交付金。コロナ対

策の取組であれば、自治体の裁量で使うことが

できます。 

 2020年度第１次補正予算で１兆円。第２次補

正予算で２兆円、計３兆円に上る同交付金の有

効活用に向け、所管する内閣府は７月、ばらま

きではなくて、将来を見据えた取組への活用を

促す、そういった観点から20の分野になる政策

資料集「地域未来構想20」をまとめ、公表して

います。 

 自治体と各分野の専門家、関係省庁の３者を

マッチングして、事業実施を加速させるための

オープンラボも設けられています。自治体、応

援する民間、そして中央省庁、この３者の関係

を築くためのお見合いの仕組みが「地域未来構

想20 オープンラボ」です。 

 新たな地域交通体系の整備について効果的に

計画し、実行に移すためには、該当分野に熟知

した民間との連携が有効と考えます。 

 このオープンラボ、自治体については９月30

日まで追加登録が可能となっております。急い

でマスタープランを作成する、全力で取り組ん

でいくんだと先の答弁ございました。このオー

プンラボ、計画を策定するために民間の力を活

用する。登録を検討してはいかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  新型コロナウイルス感

染症が、このような市政課題にも大きな一つの

何と申しますか、新たな課題を突きつけている

ということは、先ほどの質問の中に申し上げた

とおりであります。 

 市内の事業者あるいはタクシーも含め、非常

に利用率が、公共交通機関も含め下がっている

と、６割程度であるということになるわけでご

ざいますから、そのような中で、質問の中にあ

りましたとおり、地域未来構想20という一つの

このオープンラボという一つの言葉、新型コロ

ナウイルス対策を推進するための新たに創設さ

れた、いうところの地域創生臨時交付金を活用

しながら新しい生活様式、さらには、に向けた

取組として20の政策分野を掲げ、各自治体、そ

れを応援する民間の専門家、官公庁との連携を

支援する仕組みとして、「地域未来構想20 

オープンラボ」といったような仕組みが示され

ているわけであります。これは極めて大事な一

つの取組ではないのかなというように私も思っ

ております。 

 この中で、対象事業というものにつきまして

は、新型コロナ感染症に対応した社会的な環境

整備、また、新たな暮らしのスタイルの確立、

新たな付加価値を生み出す消費・投資の促進、

こういった３つの大項目の中からそれぞれ構成

されておりまして、３密対策などの基本的な感

染対策のほかに、産業あるいは教育、あるいは

医療、福祉といったような幅広い分野で、将来

を見据えて活用できるもので一つ構成をすると

いう、そのような仕組みづくりであります。 

 その中に、ただいま質問の中にありましたと

おり、市の公共交通対策としましては、地域ご

とに地域交通対策のノウハウを持つ専門家から

指導・助言を受け、地域づくりを併せた地域の
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公共交通課題の解決に向けた取組を進めるとい

う、そのような取組を持ち込むことができるわ

けであります。 

 その例といたしましては、検診タクシーの運

行とか、買物代行支援とか、買物支援バスツ

アーの実施とかいうところの移動販売車の一つ

の活動なども充実させるというような、そのよ

うなものがそれぞれ展開をされているところで

ございますので、この地方創生臨時交付金を活

用しながら、新たな一つの移動販売車事業にも

参入しながら、事業拡大に取り組んでいる事例

も市内で生まれているということでございます

ので、そのような一つの事例を一つ一つ検証し

ながら、やっぱりやってみる、向かってみる、

試してみるというような、そのような中で、こ

の地域づくりの取組に派生した生活交通の代替

となる取組も随所に見えてきておりますので、

それをしっかりと応援をしてまいりたいという

ように考えているところであります。 

 地域のニーズに沿った地域交通を確立しなが

ら、公共交通機関と併せて市民が安心して生活

できる仕組みを構築していかなきゃならない、

これは何度も申し上げますけどもそれに尽きる

んじゃないかなと思っておりますので、地域の

様々な取組が進んでいる中にありまして、住民

の地域力、これを活かした交通空白地有償運送、

この新たなシステムの導入もぜひ実現させたい

ものだなというように思っているところでござ

いますから、繰り返しになりますけども、この

地域未来構想20も産業、教育、医療、福祉など

の幅広い分野で活用できるための検討をしっか

りと組み立ててまいりたいというように考えて

いるところでございますから、これからもよろ

しく御指導をお願いできればなということを申

し上げて、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  ３兆円の地方創生臨時

交付金が配分され、自治体ならではの新しい生

活様式の確立を進める中で、まちづくりの大き

な変革のチャンスが到来しているのかもしれま

せん。 

 コロナ禍を乗り越えるには、各自治体の知恵

が問われています。この臨時交付金をどう活用

するのか、検討と協議は到達点ではありません。

公共交通システムの構築が、持続可能なシステ

ムの構築が目標です、到達点です。 

 機を逃さず、地域が抱える課題を異次元のス

ピードで解決しなければなりません。各分野に

おいても、国の既存の支援策と自由度の高い同

交付金を組み合わせた、未来を見据えたウィズ

コロナ時代の遠野らしい政策展開を求めてまい

りたいと思います。 

 それでは、この後は教育長に質問をさせてい

ただきます。 

 学校における働き方改革について。 

 教職員の長時間労働是正に向けた取組が必要

です。社会全体の課題として捉えなければなり

ません。 

 誤解をしていただきたくはないのですが、学

校における働き方改革は、単なる教職員数の議

論、定数の議論ではないと考えています。あく

までもお一人お一人の働き方の変革です。 

 平成28年度の文部科学省の教員勤務実態調査

の結果を踏まえた推計によれば、小学校の教師

は年間800時間、中学校は1,100時間程度の時間

外勤務を行っています。子どもに関することは

全て学校で対応してほしいといった保護者や地

域の意識に、教師が応えていく中で、今、学校

は「ブラック職場」などと揶揄されることも

多々あります。 

 教員の長時間労働による弊害として真っ先に

思い浮かぶのは、過労死など命・健康の被害で

しょう。 

 ただ、これにとどまらず、教員から人間らし

い生活時間を奪うことは、教員の家族への負担

にもつながり、また、教員が教師として必要な

人間性・創造性を培う時間をも奪うことにつな

がりかねません。 

 家事育児・介護などの兼ね合いで長時間労働

に耐えられない教員、しわ寄せは女性に偏りが

ちではないかなと思いますが、長時間労働に耐
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えられない教員が離職に追い込まれるジェン

ダー不平等など、様々な問題が生じ、意欲と能

力ある教員が教育現場を離れざるを得ない状況

なども生まれ、複合的な要因の下で教育の質の

低下を招いてしまう。 

 また、長時間労働やジェンダー格差の教職現

場を児童生徒に見せてしまうことは、子どもた

ちにとっていわば悪い働き方の見本を示すこと

にもつながります。 

 この問題は教員の世界を飛び越えて、教育の

質や子どもたちへの悪影響という、社会全体の

課題として捉えなければなりません。この状況

を抜本的に改善し、学校における働き方改革の

推進は喫緊の課題です。 

 働き方の改革は、当然ながら教師が楽をする

ためではなく、我が国の将来を担う目の前の子

どもたちの学びの充実のために、学校の持続可

能性を確立することが目的です。専門職である

教師が誇りを持ち、子どもたちの指導に使命感

を持ってより専念できるよう、あらゆる手だて

を尽くすことが必要であります。 

 学校における働き方改革は、教職員数を増や

す視点ではなくて、行政、学校、保護者、地域

が認識を共有して課題解決に当たらなければな

らない総力戦です。 

 学校における働き方改革について、教育長の

御見解をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

○教育長（菊池広親君）  学校における働き方

改革についての考え方についてお答えいたしま

す。 

 文部科学省が教員勤務実態調査、この結果を

公表した平成29年４月、新聞等には「中学校教

諭６割過労死ライン」、「小学校教諭３割過労

死ライン」などの非常にショッキングな見出し

が紙面を飾ったというふうに記憶してございま

す。 

 いわゆる過労死ラインとは、労働と過労死と

の因果関係判定に用いられる目安であり、１カ

月に100時間を越える時間外勤務、または２か

ら６カ月で平均80時間を越える時間外勤務をし

ている場合であると認識してございます。 

 このような時間外勤務は看過できないことで

あり、喫緊に解消しなければならない課題でも

ございます。 

 国においては、平成29年４月の調査結果の公

表後、同年６月に中央教育審議会に諮問し、同

審議会は８月に「働き方改革に係る緊急提言」

を示し、12月には中間まとめを国に答申、国は

この答申に基づきまして「働き方改革に関する

緊急対策」を示すなど、スピード感を持って取

り組んでおり、本市におきましても、働き方改

革は教育現場で早急に取り組むべき課題である

と認識してございます。 

 本市においては、平成24年度から時間外勤務

の状況を把握しており、時間外勤務時間は全国

を下回る状況ではありますが、教員が健康を保

持し、充実して働き続けることができるよう、

教員が担うべき業務を見直すとともに、働き方

改革を推進し、今まで以上に充実した指導が図

られるように取り組んでいきたいと考えてござ

います。 

 働き方改革を推進するに当たり、国、県の事

例、プラン等を参酌しながら、本市の実態を踏

まえて取り組んでまいりますが、保護者、地域

の皆様には改革の趣旨を御理解いただくととも

に、各学校への御協力をいただくことが必要で

あるものと認識してございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  全国の様子、過労死ラ

インを越えている小中学校の先生の割合等示し

ていただきましたが、遠野も平成24年から勤務

状況を確認をして、全国平均を下回る状況だと

いうことでございました。 

 ただ、平成24年から今年の２月まではあくま

でも申請方式で、客観的な確認ではなかったと

思うんですね。 

 ２つ目の質問として、学校における働き方改

革の大前提は、現場における在校等時間の客観

的な把握と管理、きっとこれ、教育長も同じ認

識だと思います。適切な在校等時間の把握と管
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理がなされなければ、長時間勤務を止めること

はできません。 

 勤務時間の把握は、それぞれの教師の勤務状

況を可視化し、教師間の業務の偏りを解消し、

児童生徒の指導に専念できる環境整備の土台で

す。 

 遠野市では、遠野市立小・中学校におけるタ

イムレコーダー運用実施要領にのっとり、全小

中学校の教職員は、ＩＣカードをタイムレコー

ダーにかざすことによって出退勤時間を記録を

しております。客観的な方法によって、本年２

月から各教職員の労働時間が把握されていると

ころであります。 

 コロナ禍という状況ではありますが、遠野の

先生方の労働時間はいかがなものなのでしょう

か、お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

○教育長（菊池広親君）  議員御案内のとおり、

本市においては、平成24年度から時間外勤務の

状況を把握してございます。 

 先ほど答弁したとおりでございますが、本年

２月からはタイムレコーダーを使用し、客観的

に勤務時間の把握を行っておりますけども、従

前は教員の自己申告によるものでございますの

で、時間外勤務時間の量の単純比較というのは

難しいものと捉えてございます。 

 量の単純比較はできないものの、時間外勤務

が多い月とか、学校の規模等の傾向については

同様の結果を得ておりますので、その状況につ

いてお話させていただきます。 

 月別の観点で見ますと、小学校では、入学式

や運動会、修学旅行が行われる月の時間外勤務

が多く、中学校におきましては、これに加えて

文化祭、それから進路指導が行われる月での時

間外勤務が多い傾向にございます。 

 また、中学校と小学校を比べますと、中学校

のほうの勤務時間外が多いわけですが、この大

きな要因は、部活動指導時間分であると考えて

ございます。 

 学校規模の観点で見ますと、児童生徒数の多

い学校に時間外勤務が多くなる傾向にあります。 

 また、タイムレコーダー導入後、いわゆる過

労死ライン上にある先生方を正確に把握するこ

とが可能になりました。本年度におきましては、

４月、小中合わせて９人、５月は３人、６月は

５人でございました。これらの方々については、

当該校の校長にきめ細かな状況の把握と改善策

を講じるよう依頼しておりまして、現時点にお

いては改善傾向にあるということでございます。 

 このようにタイムレコーダーを使用し、正確

な在校等時間の把握を行うことにより、解決す

べき課題が明確になり、課題に応じた適切な対

応ができるものと認識してございます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  学校規模の大きい学校

が比較的勤務時間が長めの傾向である、あるい

は月によって、あるいは学校行事によってとい

うことでございました。 

 この在校時間等の把握について、いろいろ留

意しない点があると思うんですね。学校長に指

導するだけじゃなくて、教育委員会としてどう

取り組んでいくのか。 

 昨年の第200回臨時国会においては、公立の

義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する

特別措置法（給特法）が改正されました。教師

の在校等時間の上限目安を月45時間、年360時

間と設定した上限ガイドラインが、法的根拠の

ある指針に格上げされました。衆参両院におけ

る附帯決議において、「各地方公共団体に対し

て、指針を参酌した上で、条例・規則等そのも

のに教育職員の在校等時間の上限時間数を定め

るよう求めること」が盛り込まれたところであ

ります。 

 岩手県においても、教師について給特法に定

める指針を踏まえた業務改善を行う旨の条例改

正が、先の県議会６月定例会において可決をさ

れております。 

 ここから留意しなければいけない点、在校等

時間の把握で留意しなければ、気をつけなけれ

ばいけない点を申し述べます。 

 まずは、上限時間まで業務を行うことを推奨
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しているわけではない。上限よりも低い先生は

さぼっている、そんな認識ではない。あくまで

も業務を行うことを推奨しているわけではない、

この共通理解です。 

 それから、在校等時間を上限時間の範囲内と

することが目的化してしまって、授業などの教

育課程内において、真に必要な活動までもおろ

そかにしてしまうこと、本末転倒ですね。ある

いは、実際より短い虚偽の時間を記録に残す、

または残させることはあってはなりません。 

 また、上限時間を遵守するために業務を自宅

等に持ち帰ってしまうことは、厳に避けなけれ

ばなりません。業務の持ち帰りが行われている

実態が、たとえあった場合には、その実態把握

に努めるとともに、持ち帰りの縮減に向けて取

り組まなければなりません。 

 教員の服務監督が市町村に任されている中で、

先生方の在校等時間を適正に把握する、確実に

把握するために、虚偽記録や業務の持ち帰りな

どの防止策について、学校長のほうに指導して

いますという御答弁でございましたが、その指

導がどういうふうに生かされているのか、そう

いったところまで踏まえて質問させていただき

ます。 

 先生方の在校等時間を適正に、確実に把握す

るために、どのような手だてを講じていますか。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

○教育長（菊池広親君）  国、そして県におき

ましては、教職員の在校等時間の上限を法令で

定めまして、校長や教育委員会が、教師等の業

務量の適切な管理を行うことを求めてございま

す。 

 本市においても去る令和２年７月教育委員会

定例会におきまして、「遠野市立学校の教育職

員の業務量の適切な管理のための措置等に関す

る規則」、これを議決いただきまして、本年８

月１日から施行したところであります。 

 この規則の趣旨は２つございます。 

 その１つは、業務の量を適切に管理するため

の措置に関し、必要な事項を定めること。 

 ２つ目は、教育職員の健康及び福祉の確保を

図るための措置について定めることでございま

す。 

 本規則は施行し間もないことから、まずは、

この趣旨を各学校の先生方に理解していただく

ことが肝要であると考えておりますので、機会

を捉えて説明をしてまいります。 

 また、退勤後の業務量、いわゆる持ち帰りの

部分につきましては、現在、教職員の多忙・負

担軽減対策等検討会議というものの中で協議す

ることとしておりますので、その結果を踏まえ

て適切に対応してまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  先生方自らがこの上限

ラインを知る、先生方が知らないと全然意味な

さないので、だから規則に定めた、遠野市とし

ての規則に定めて８月の１日から施行している

という部分は、とても大切なことだと思います。

ぜひ先生方にその趣旨の徹底、先ほど２つの趣

旨、その徹底というか周知を図っていただけれ

ばと思います。 

 文部科学省の調査によると、在校等時間の縮

減に効果が高いと全国の教育委員会が考えてい

る上位５項目は、「部活動ガイドラインの実効

性の担保」、「学校閉庁日の設定」、「ＩＣＴ

を活用した事務作業の負担軽減」、「留守番電

話の設置やメールによる連絡対応の体制の整

備」、「部活動への外部人材の参加」でした。 

 この調査の結果は、文部科学省のホームペー

ジで公表されていますが、その中には全国の学

校や教育委員会の効果的な取組も具体的に掲載

をされています。 

 先ほど、教育長答弁なされました長時間勤務、

中学校で多い主な理由は部活動。全国でも、特

に中学校においては、部活動が長時間勤務の大

きな要因となっています。言うまでもなく部活

動には非常に大きな教育的意義があり、子ども

たちのためにも重要な活動でありますが、その

部活動を支える教師が疲弊してしまっては、持

続可能なものではなくなってしまいます。 

 文部科学省においては、部活動ガイドライン
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の策定や部活動指導員の予算を措置していると

ともに、将来的には部活動を学校単位から地域

単位の取組に移行し、指導に意欲的な教師やア

スリートとしての経験を持つ教師などが、兼

職・兼業の許可を受けるなどして、学校以外の

主体が行う活動等に参加することも重要な選択

肢として検討が進められているようでございま

す。専門職である教師が誇りを持ちながら、子

どもたちと真正面から向き合う時間を確保し、

教育の質を維持・向上させる。待ったなしです。

部活動改革は、長時間勤務を抑制するための一

例として挙げることができるでしょう。 

 遠野市議会３月定例会で、佐々木大三郎議員

の一般質問における「タイムレコーダー導入に

よって期待される改善内容について」で、教育

長は次のように答弁をされておりました。 

 「教育委員会が取り組むこと、学校現場でで

きること、地域や保護者に協力をお願いするこ

となどのカテゴリーに分けてそれぞれの課題を

整理し、課題解決に向けて協議し、改善に向け

て取り組んでまいります。」このように述べら

れました。 

 学校における働き方改革には特効薬がなく、

あらゆる取組を総合的に推進する必要がありま

す。 

 在校等時間の長時間化を防ぐための業務分担

の見直しや適正化、必要な周辺環境整備、そし

て地域、保護者等との調整等をどのように進め

ていくおつもりでしょうか、お考えを伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

○教育長（菊池広親君）  いわゆる長時間勤務、

この改善に向けた働き方改革の取組の具体とい

うことでございますが、先ほど御答弁申し上げ

ました検討会議でございますが、平成30年度設

置、そして令和元年度に３回の検討会議を実施

しております。 

 本年度におきましては、７月に第１回を行い

まして、キーワードは「教育の質を担保しつつ、

業務量の削減に取り組む」と。いわゆる議員御

案内のとおり、教育の質をきちっと担保した上

で業務量を減らしていくと。このような方針の

下で今現在検討を進めているところと。 

 その検討会議の委員の構成ですが、校長、副

校長、教諭、養護教諭、事務職員、学校用務員、

いわゆる学校で勤務する本務者の職種全てを包

含して、今検討を進めているところでございま

す。 

 その中での喫緊の課題というのは、いわゆる

先ほど来申し上げている過労死ライン、この状

況の改善でございます。現在、校長等への指示

ということでございますが、年度初め、または

大きな学校行事がある月に時間外勤務が増える

傾向にあることは分かってございますので、こ

こに係る適切な対応をしていかなきゃならない

ものというふうに考えてございます。 

 現在ある業務量を明確化・適正化するために、

学校が行っている業務を、国が示している「基

本的には学校以外が担うべき業務」、「学校の

業務だが、必ずしも教師が担う必要のない業

務」、「教師の業務だが負担軽減が可能な業

務」という３つの観点がございます。この３つ

の観点で業務を仕分けした上で、３月答弁申し

上げたように、「教育委員会が取り組むべき事

項」、「学校が取り組むべき事項」、「保護者

や地域の方に協力をお願いする事項」等のカテ

ゴリーに区分しまして、業務分担や環境整備等

が必要なものについて、改善に係る協議を進め

て、総合的に進めてまいりたいというふうに考

えてございます。 

 現在、本市におきましては、議員お示しにな

った「部活動ガイドラインの実効性の担保」、

「学校閉庁日の設定」などなど５点がございま

した。これについて、本市においては既に対応

をしております。 

 また、令和３年３月からはＧＩＧＡスクール

による環境整備が整うことから、ＩＣＴの活用

による在校等時間の縮減が進むものというふう

に捉えておるところでございます。 

 いずれにしましても、保護者、地域の皆様の

御理解と御支援のもと、改善できるところから

一つ一つ着実に実行し、教員が子どもと向き合

う時間をより多く確保し、本市の教育の質の向
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上につなげてまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ７番菊池美也君。 

   〔７番菊池美也君登壇〕 

○７番（菊池美也君）  さくら連絡網、メール

による連絡対応の体制の整備、遠野市も始まり

ました。あるいは、いろんな場面でコミュニテ

ィスクールという概念も浸透してきつつあるの

かなと理解をしております。 

 ただ、先ほども市長とのやり取りで僕申し上

げましたとおり、検討することが到達点ではあ

りません。ぜひ実施に向けて教育の質を担保し

つつ、先生方の業務の改善に向けて総合力で取

り組んでいただければと思います。 

 一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後３時05分 休憩   

────────────────── 

   午後３時15分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。次に進みます。

１番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  小松正真でございます。

昨日から今日にかけて、沖縄・九州では台風10

号が通過をしていきました。大きな被害が出な

いことをお祈り申し上げます。 

 これから遠野も台風等秋の雨が心配されると

ころであります。 

 そこで、私の本日の一般質問は、小友町外山

地区のメガソーラー開発、その現場から流れる

濁水について、市長に対し、一問一答形式で質

問をいたします。 

 本テーマで一般質問を行うのは、本日これで

３回目でございます。１つのテーマで３回目と

いうことでございますけれども、それはいまだ

に問題が解決されない、そういうことを意味し

ています。 

 さて、昨年春頃から小友町外山地区の太陽光

発電施設の開発現場から流れ出した濁水は、依

然止まることなく、発生から１年半も経過しよ

うとする現在においても流れ続け、私たち遠野

市民が大事にしている自然環境を汚染し続けて

います。雨が降るたびに土砂が、遠野市が管理

する外山川、県が管理する小友川及び猿ヶ石川

に流れ込んでいるのが現状であります。 

 この一般質問に至る前には、岩手県内のテレ

ビ局や新聞各社でもこの問題が大きく取り扱わ

れるなど、この問題は遠野市のみならず岩手県

内、そして日本全国に問題意識が広がっている

問題だということを、市民の皆様にも御認識し

ていただきたいと思います。 

 最初の質問でございます。先ほど申し上げた

とおり、発生から１年以上経過しても、遠野市

が管理責任者である外山川には大量の土砂が流

出しております。市長はこの現状をどのように

捉えているのか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  小松正真議員の一般質

問にお答えを申し上げます。 

 この問題については、もう３回目だというよ

うな、冒頭にそのようなお話がありました。い

まだ解決していないではないだろうかと、今の

状況をどう考えているという、そういう質問で

ありました。 

 今、台風10号が九州全体を大変な被害の中で、

いわゆる「想定外」という言葉の中で、自然が

牙をむいております。400ミリ、500ミリどころ

か、1,000ミリとか800ミリといったような雨量

が、あるいは風力が30メートル、40メートルど

ころか、50メートル、60メートル、あるいはテ

レビのテロップを見れば80メートルといった数

字も出ているというところに、自然の猛威とい

ったものがその中にあるんではないのかなとい

うように思っておりまして、改めて九州、当市

も菊池市なり、あるいは西米良村とも友好関係

を結んでいるわけでございますから、被害が最

小限にとどまってもらえばいいなということを

願っているわけであります。 

 さて、この問題、どのように考えているのか
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ということでありますけども、この問題につき

ましては、事業地から発生した濁水により、河

川環境の破壊や河川環境の破壊等に伴う住民の

精神的な被害、あるいは水田や農業施設への濁

水流入等の被害が発生したということは、言う

までもなくそのような事実であるわけでありま

す。 

 これが１年半経過したということになろうか

というように思っておりますけども、市といた

しましては、事業者と締結いたしました環境保

全や公害発生防止に係る協定書に基づき、書面

による指導あるいは立入調査、事業者への一つ

の直接の申入れ、さらには東北経済産業局に聞

き取り、ヒアリングを申入れするなど、あらゆ

る手だてを講じて濁水の発生を防止するための

様々な対応を行ってまいりました。 

 事業者は、市からの指導や住民からの要望等

を受け、事業地の緑化あるいは排水設備の改良、

沈砂池及び調整池の新設といったような小まめ

な調整池の浚渫、さらには濁水処理装置の設置

等の対策を実施してきたという経過があります。 

 また、市は、事業者からの毎週外山川の水質

報告を受けておりますが、その報告内容の推移

を見ますと、降雨による外山川の濁度について

は改善が見られることから、対策に一定の効果

は確認をしている。これ、あくまでも一定の効

果ということでありまして、抜本的な改革には

なっていないということを申し添えておきます

けども、いずれそのように、毎週のように事業

者のほうからも水質検査の報告を受けていると

いう状況の中で、改善の効果も見られていると

いうことでありますので、その辺は誤解をしな

いように受け止めていただきたいというように

思っております。 

 しかし、現在も降雨の都度、雨が降った都度、

濁水が発生している状況については、対策が不

十分だと、十分ではないというような状況にあ

るというように承知をいたしているところでご

ざいますから、なおしっかりと向き合わなけれ

ばならないかというように思っているところで

あります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市長から幅広く今の状

況についてお話をいただきました。 

 先ほど、市長がお話したとおり、台風によっ

て何百ミリ、そんな見たこともないような数字

の雨が降れば、それは泥も流れ出すでしょう。 

 しかし、今現在、遠野市にそんな雨は降って

いません。にもかかわらず土砂は流れ続けてい

る。 

 先ほど市長から全体的なお話はありましたけ

れども、もうちょっと細かく聞いていきたいと

思います。 

 この汚濁の問題で、河川、そしてその生態系

に与える影響、どのように認識していらっしゃ

いますでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  与える影響について、

どのように考えているのかということでありま

す。 

 この件につきましては、ちょっと経過も申し

上げますけども、河川への濁水流出が長期化す

ることによりまして、下流の河床への土砂等が

堆積している状況が見られます。魚や水生生物

等の生育環境が悪化し、生物の生息に支障を来

していると認識をいたしているところでありま

す。 

 事業者では、環境問題に関する専門業者に委

託いたしまして、水生生物調査あるいは濁水影

響評価を実施しておりまして、先月、早春季、

早い春の季と書きますけども、早春季及び初夏

季、初の夏の季節と書いて初夏季の、この調査

結果の中間報告を受けたところであります。 

 報告によれば、外山川は魚類の確認数が小友

川や、あるいは猿ヶ石川より少なく、河床に土

砂が堆積することも要因の一つであるという、

そのような一つの報告の中にありまして、濁水

の影響から回復していないと推測されるという、

そのような報告であります。 

 河床の土砂等は、小友川に合流いたします地
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点まで外山川の河床に堆積しておりまして、自

然に改善するまでは数年かかるのではないのか

なというような、そのような見方を見込んでい

るところであります。 

 このために、今後も水質調査や水生生物調査

を継続いたしまして、監視していく必要がある

ということは言うまでもありません。 

 このようなことも踏まえまして、市では毎年

実施している、これは環境課で実施しておりま

すけども、河川水質調査業務委託に外山川、こ

れは現場の建設事務所前になりますけども、そ

こ、さらには小友川、これは鮎貝橋、さらには

猿ヶ石川、これは鱒沢のやな付近というところ

に水質調査を追加することといたしました。 

 これによりまして、濁水の影響を受けても、

河川と市内河川の現状を比較することが可能と

なりまして、監視体制の強化につながるのでは

ないのかなというように捉えているところであ

ります。 

 事業者には、いうところの濁度測定、水生生

物調査、蛍の生息調査等を継続して実施するよ

う強く指導しているところでありますので、状

況ということでございましたので、その状況を

申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今、市長から監視体制

を強化する、外山川も水質の調査を行うという

お話がありました。これは大変に評価できる話

ではないかなと。具体的にこの件についてのア

プローチが、もうほぼ初めてぐらいで出て来た

んじゃないかなというふうに評価しているとこ

ろでございます。 

 今、自然についてお伺いいたしました。 

 次は、経済について、与える影響について、

お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  それぞれ今申し上げた

とおりでありますけども、これは下流域のほう

に住んでいる流域があるわけでございますから、

様々この淡水魚あるいは農業、あるいはそのよ

うなものにも影響を与えているということにな

ろうかというように思っておりますので、ただ

いま申し上げた答弁の中にも含まれているとお

り、きちんと調査をしながら、そのデータをも

って改善を求めていくということに尽きるんじ

ゃないのかなというように思っているところで

ございますから、御了承いただければと思って

おります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  既に外山川下流域では、

田んぼに泥水が入る、淡水魚が育てられない、

そういった経済に悪影響も出ている、そこをし

っかりと認識をしないと、やはり次に向かって

行けないのではないかなというふうに思うとこ

ろです。 

 過去の一般質問でも、遠野市は指導している、

指導している、これ何回も聞いてまいりました。 

 先ほど、市長から、川の濁度が下がって、透

明度が上がってきているというお話をお伺いい

たしましたけれども、これまでの指導、本当に

効果があったものなのでしょうか。指導がしっ

かり効果を発揮しているのであれば、もう既に

濁度とかという表現ではなくて、汚濁は止まっ

ていなくてはいけないと、そのように思います。

それが今の指導内容の結果でしょう。 

 これまでの市の指導内容についてお伺いをい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  指導の効果があったの

かという、そのような視点での御質問でありま

した。 

 ちょっと経過を申し上げますと、平成31年４

月15日であります、濁水被害等を確認したとい

う、そのような状況であります。それ以降、締

結した協定に基づきまして、事業者に対し指導

を行ってきたという経過をちょっと申し上げた

いというように思っております。 

 令和元年度から、事業者との対策協議を14回
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ほど実施をいたしております。これは、対策協

議ということになれば、建設課あるいは環境課、

あるいは政策のほう、それぞれの担当部署がし

っかりと向き合いながら、14回ものこの対策協

議を行ったと、これは事業者との間であります。 

 そのほか立入調査は５回ほど実施をいたして

おります。 

 そして、さらには関係課も含めまして、建設

課が入る、環境課が入る、そのような一つの対

応の中におきまして、担当者も入っていくとい

うことになりまして、その回数は30回以上の立

入調査を行っております。その中の30回以上に

は、私もその中に入っております。現場に足を

運び、あの100ヘクタール以上の現場をくまな

く歩きました。これでは、これでは、これでは

という中で確認をしながら向き合ってきたとい

う経緯があるわけであります。そのような現地

指導も行っておる。 

 そしてまた、協定に基づきまして、濁水対策

の必要な措置を講じるよう、書面による指導も

３回行いました。 

 本社にも出向きました。現場にも出向きまし

た。そのような中で対応を行っております。 

 さらに、先ほど申し上げましたとおり、東北

経済産業局のほうにしっかりと聞き取りをし、

指導してほしいと。国としてもそのような中で

向き合っている部分については責任を取っても

らいたいと。しっかりと向き合ってほしいとい

うことを国のほうにも強く申入れをしたところ

であります。 

 もちろん、これには東北経済産業局もちゃん

と応じてくれました。聞き取りもしていただき、

指導もしていただいたという経過があるわけで

あります。 

 さらには、県のほうにも足を運びながら、県

のほうにもこの問題について、しっかり我々と

一緒になって向き合ってほしいということを、

担当部のほうに申入れも行っているところであ

ります。 

 今年１月でありましたけども、本社のほうを

訪問いたしまして、代表取締役社長に対しまし

て直接申入れも行い、２月には、施工業者のほ

うにも書面でもって改善をしっかりと行ってほ

しいということの申入れも行ったということで

あります。 

 このような一つの経緯の中におきまして、事

業者は、１つには、調整池及び沈砂池の新設・

拡張、２つ目は、排水設備の新設・改良、３つ

目は、種子散布や植生マットによる緑化、４つ

目は、市への毎週の外山川の濁度及び事業進捗

等の報告、先ほど申し上げました、５つ目は、

住民説明会を計６回開催、それぞれ住民説明会

のほうにおきましても事業者もなかなか改善は

見られないという部分の中のもどかしさはある

ものの、このような住民説明会も６回ほど開催

していただいたという中で、もう一方において

は、先ほどの答弁で申し上げましたけども、水

生生物調査や水質調査等の対策も実施している

ということであります。 

 したがって、引き続きなかなか濁水が止まら

ないということになれば、このとおりいつどん

な雨が降るか、集中豪雨が来るか、台風が襲来

するか分からないわけでございますから、予断

を許さないという緊張感の中で、国や県とも連

携を図りながら、事業者に対し、早期の課題解

決のための対策を講じてもらうように、さらに

指導を強めてまいりたいというように考えてい

るところであります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次の質問に移ります。 

 ある雨の日、現場を視察にまいりました。そ

こで私は、不思議な光景を目にしました。開発

現場からほど近い林の中であります。この林の

中に、複数本の水の流れを確認をいたしました。

簡単に言うと、外山川がどこだか分からない状

態になっておりました。 

 遠野市は、事業者に対して、河川占用許可を

出しています。これは、河川を使っていいとい

う許可のことですが、他市町村では、普通河川

占用許可を行う際には、本当に河川が使われて

いいのか、境界線がしっかりとしているのかと
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いった基本的な調査を行って、事業者とともに

それを確認してから許可を出すと専門家の方に

教わりました。 

 今お話した外山川がどこだか分からないとい

う状態は、大変な問題なのではないでしょうか。

柏木平地区の自治会の皆さんが中心になって立

ち上げた柏木平自治組織連絡協議会の皆さんが、

事業者に川が変じゃないかと質問をしました。

回答としては、河川は元からその状態であった

という回答であったというふうにお伺いをして

おります。 

 このような状態で、河川占用許可を出しても

よかったのでしょうか。河川占用許可の基準に

ついてお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この問題も、これまで

３回ほど、この本会議でもって、一般質問でこ

れを取り上げたということでありましたけども、

前にも答弁をしている内容でありますけども、

今、御質問ありましたので、再度お答えを申し

上げたいと思っております。 

 事業者の許可申請、これは雨水排水浄化のた

めの沈砂池排水用管、そのように対しまして、

河川管理者として工作物の新設に関する許可を

行ったということであります。許可をしたとい

うことです。 

 許可方針は、１つは、申請内容が現行河川の

現状から治水上、利水上、著しい支障とならな

いこと、２つ目は、工作物の新設が河川の適正

な利用を妨げないこと、３つ目は、事業が公共

性の高いものと認識し、申請内容は許可できる

と判断をしたという、そのような一つの基準で

あったわけであります。 

 ただこれは、それぞれ一級河川から準用河川、

それぞれ国・県・市町村という一つの整合性の

中で取り組まなければならない一つの流れにな

っているわけでございますから、それに従って

市のほうも対応したということも、その背景に

あるということもひとつ御理解をいただければ

というように思っております。 

 一般的に、河川占用申請に関して、工事期間

中の放流先である河川の水質に関する規定は、

実はないわけであります。 

 そこで、太陽光発電は水質汚濁防止法の特定

施設には当たらないため、申請時には水質に関

する資料は求めていなかったということになる

わけでございますから、この辺も法の一つの整

備の部分です。 

 ついこの間、日本経済新聞に大きく報道され

ましたけども、環境破壊とメガソーラー、全国

の自治体が訴訟合戦というのが大きな見出しで

報じられました。 

 今のような問題が、しっかりと制度設計の中

で位置づけられていないから、このような中で、

我々市町村が振り回されているわけであります。 

 そこのところをしっかりと理解をしていただ

きまして、あのときこうだったんではないか、

このときこうだったんではないかと、それこそ

どうすればこの問題にしっかりと向き合って、

抜本的な対策が可能であるのかということを、

やはり我々一緒になって考えていかなきゃなら

ない。 

 80ものの一つのトラブルが、日本列島の中で

このメガソーラーと市町村との間で起きている

わけであります。訴訟合戦、そのような一つの

事例の中には、やっぱり今言ったとおり、その

ような一つ一つの制度設計がしっかりとしてい

ないといったところにあるわけでございますか

ら、河川をこの許可をしたという部分について

は、そのような背景はあるものの、だからこれ

はそれをもってして許可しなければよかったん

じゃないのかなというところに持ち込まれても、

我々はどうしようも、それこそ限界があるとい

うことになるわけでございますので、その辺も

ひとつ御理解の上に、ひとつ一緒になってこの

問題に向き合っていくというところに、やっぱ

り抜本的な対策に持ち込む一つの手だてがある

んじゃないのかなというように思っております

から、その辺もひとつ御理解をいただければと

いうことを申し添えて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 
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   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今の開発現場は、水の

コントロールがなされていません。 

 先ほど、市長からも調整池指導している、そ

んな話もありましたけれども、例えば開発現場

の水が、泥水を調整するための沈砂池であるだ

とか調整池、これに入らずに外山川に流出して

いるのも確認をしています。雨水をコントロー

ルするための調整池の容量も全然足りていませ

ん。これが遠野市の指導の成果なのでしょうか。 

 計画の段階で、土砂が流出することを十分に

想定できたはず、私はそう思います。 

 その証拠に、過去の再エネ審議会、これの議

事録を見ると、土砂流出の危険性が指摘をされ

ています。にもかかわらず１年以上の月日が経

過しても土砂の流出は止まりません。このぐら

い想定ができないで、許可を出したから泥が流

れるという現状を、１年間もそのままにしてお

く。 

 先日、遠野市から資料を取り寄せました。本

年度事業者との間で、指導等でやり取りした書

類でございます。ここに工事予定の図面や雨量

等を計算した計算書がありました。現在、私の

ほうで専門家に依頼をしまして、この計算が正

しいかどうか検証を行っていただいております。

その検証の結果、ちょっと残念ながら今日間に

合っておりませんけれども、遠野市にはこれら

の計算が正しいかどうか、十分検証をなされた

後、指導としてつなげられている、そのように

認識してよろしいんでしょうか、伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  繰り返しの答弁になり

ますけども、先ほど、どのように向き合ってき

たのかということについて御答弁を申し上げま

した。いろんな回数の中で、事業者との信頼関

係も損なってはなりません。 

 なぜかと申しますと、しっかりと対策を講じ

てもらわなければならないという一つの現状が

あるわけでございますので、その都度、その都

度図面等あるいは現場に足を運びながら、対策

をということを求めているわけでございますけ

ども、事業者側のほうも何もしていないわけじ

ゃない。 

 対策は講じているけども濁水がなかなか止ま

らない、雨が降れば、やっぱり河川がまた汚れ

るというような状況になっているということは、

対策がしっかりと取られていないということに

なるわけでございますから、それこそ誠心誠意

しっかりと向き合いながら、この対策に万全を

期してもらうように、さらなる指導を強めると

いう、そのような対応で今向き合っているとこ

ろでございますので、それをもって御理解をい

ただければというように思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  私がお伺いをしたかっ

たのは、その書類についてきている計算、これ

がしっかり計算されているんですかと、ちゃん

と計算されていますよねということをお伺いを

したかったわけです。そこいら辺について、や

はり曖昧ではなく、しっかりとした御答弁をい

ただきたいと思います。 

 また、やっぱりこのぐらい泥水が流れている

状況です。そろそろ指導とか、申入れとかでは

なく、河川の改修しっかりやりなさいよと、こ

れ改善命令みたいなものを出す段階になってき

ているのではないか、併せてお伺いをいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま資料というこ

とでありましたけども、どのような資料をお持

ちなのか、ちょっと私は承知しておりませんけ

ども、業者のほうから出されている資料、図面

等を見ながら、やっぱりこれでは足りない、こ

れでは不足だ、もっと強化しなきゃならないと

いうことを指導しているわけでございますので、

それに尽きるんじゃないのかなというように思

っておりますから、その辺のところは今の御質

問の中身の資料というのはどういう資料である

かということについては、十分承知はしており
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ませんけども、事業者のほうから一つ提示され

た資料に基づきまして、指導を加えているとい

うことでありますので、ひとつ御理解をいただ

ければというように思っておりますので、何度

も申しますけども、やはり一つ示された資料の

中で、あるいはこのいろんなデータの中で、こ

れでは不十分だ、これでは改善になっていない

ということを申入れしながら、向き合っている

というところの現時点であるということをひと

つ御理解をいただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長、本田市長、

改善命令を出すべきではありませんかという質

問もさっきの中にあったので、それについての

答弁をお願いします。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  何度も申しますけども、

いろいろ向き合いながらやっているわけでござ

いますから、改善命令という部分の中において、

遠野市としてどう向き合うのかについては、そ

れこそ現状をしっかり見ながら慎重に検討しな

きゃならない一つの事項ではないのかなと思っ

ておりますので、ここではコメントは差し控え

させていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本日の会議時間は、議

事の都合により、あらかじめこれを延長します。 

 １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今の御答弁を聞く限り、

事業者から出してきた書類を見て、もっと強化

する、そういう指導をしているというお話をさ

れていたので、何でしょうね、そういう計算と

かできる方がいらっしゃって、ちゃんとそうい

うふうなものがなされているのかなというふう

に思いたいところですが、ちょっとよく分から

ない御答弁でございました。 

 次の質問に移ります。開発現場に向かう市道

の件についてお伺いをいたします。 

 開発現場に向かう市道は、送電線の埋設工事

で掘削された上に相当数の大型トラック等が走

るため、ぼろぼろの状態であるとお見受けいた

します。全面的な改修工事が必要になるという

ふうに思います。 

 過去にも住民の皆様から改善の要望は遠野市

に上がっていると認識をしております。この道

路を全面改修するように事業者に対して命令は

出しているんでしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この市道のほうには、

送電線が埋設されているというような状況にあ

るということも御案内のとおりであります。 

 市道外山線の道路下に事業者が送電線を埋設

しておりまして、許可の際に条件を付しており

ます。 

 また、工事関係車両の往来によりまして生じ

る被害等に対しましても、まず１つは、土砂で

汚れた路面の清掃はしっかりしてもらわなきゃ

ならない、工事車両タイヤ部の場内での清掃、

それから市道での工事関係車両とのすれ違いの

ために生じた路肩沈下部の盛土、送電線埋設部

の仮舗装の沈下部の解消、これは大事でありま

す、段差が生じるわけでありますから、これも

大事であります。さらに、既存舗装と仮舗装の

段差解消の補修等を、いうところの命令・指導

をしているという状況にあるわけであります。 

 したがって、今後、こういった状況の中で、

送電線埋設部の本舗装工事着手前に、送電線の

埋設部の本復旧分と工事車両運行に係る損傷部

の修繕舗装範囲を、現地と図面により確認をし

ながら、市と事業者の間で私はこの協議書ある

いは覚書あるいは協定でもいいだろうからしっ

かりと作成をしながら、確認をしながら、約束

ということに持ち込まなければ、これから20年

以上のこの事業が続くわけでございますので、

万が一道路の安全が脅かされるような状況にな

ったときに、命に関わる交通事故という問題も

十分想定されるわけでございますから、万全を

期するためにしっかりとした協定あるいは覚書、

そのようなものを事業者責任でもって対応して

もらうような、そのような交渉も、もう一方に

おいてはしっかりと行ってまいりたいというよ

うに考えているところでございますので、よろ
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しくお願いを申し上げます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  今、現時点では命令は

出していないけれども、今後は現地を見ながら

約束をしていくということだというふうに理解

をいたしました。 

 通常、この手の開発行為について、事業者が

使っている道路については、事業者の責任で修

繕や改修を行うことというふうになっていると

いうふうに認識をしています。それは事業者が

お金を出して修繕や改修を行うということだと

いうことです。 

 今後、先ほどお約束という話もありましたけ

れども、道路の改修、これのために遠野市が予

算を投じること、これはあってはいけないこと

だというふうに考えています。 

 市長、ここで断言をしていただきたいんです

が、その事業者と結ぶお約束、例えば道路や水

路、河川、こういったものを事業者の責任で改

善をしなければいけない場合、遠野市の予算一

切使わず、全て事業者の責任において修繕、改

修することで認識してよろしいか伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  個々の事例等に基づき

まして、ケースバイケースの中でしっかりと現

行法規の中での向き合い方はしていかなきゃな

らないわけでありますけども、基本的にはやは

り事業者責任でもって対応してもらうという中

で、基本スタンスはそこに持ち込みながら交渉

してまいりたいというように思っております。

やっぱり事業者責任ということが一番大きいん

ではないのかなと思っておりますので、その認

識で向き合いたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  それを聞いて安心をい

たしました。 

 次の質問に移ります。本年３月には、太陽光

発電事業に厳しい遠野市景観資源の保全と再生

可能エネルギーの活用との調和に関する条例が

改正をされました。この条例は、遠野市内で太

陽光発電施設の開発を制限するための条例だと

いうふうに認識をしております。 

 過去にも市長は、太陽光発電施設の開発に否

定的な立場の御発言をされてきたと私は認識を

しております。それに併せてこの条例の意味、

これを改めてではありますがお伺いをいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この条例との一つの経

過でありますけども、これも各議員の皆様の大

変な理解をいただきまして、届出制から許可制

という中で、一定の面積規制をかけながら、こ

のメガソーラーのプロジェクトに向き合うとい

う部分の条例が制定をされたわけであります。 

 太陽光発電事業は、昨年度時点においては、

いうところの環境アセス、環境影響評価法の対

象事業になっておらなかったということが、や

はり私は一番大きな問題ではなかったのかなと

いうように思っております。 

 この中でしっかりと環境アセスの対象になっ

ておれば、結果論でございますけども、このよ

うな事態もそれこそ防げたんではないのかなと

いうように思っておりますけども、それがしっ

かりとした対応ができていなかったところに、

一つの抜け穴があったということになるんでは

ないのかなというように思っております。 

 特に、大規模な山林開発が行われる場合にお

いては、林地開発許可の対象とならない場合が

あると、この辺が小友のメガソーラーがこのよ

うな状態になったところの背景として、改めて

私どももしっかりと認識をしなければならない

のではないのかなと思っております。いうとこ

ろの法令が、十分に整備されていない状況にあ

ったということであります。 

 昨年２月には、市民の有志の皆様から、この

抑制区域を条例で定めることを求める要望書が

提出されました。 

 さらには、３月には議会のほうからも、この
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再生可能エネルギーの発電施設の導入に関する

条例の制定を求める意見書が提出されたという

一つの経過もあります。これは非常に重いもの

でありました。私も非常にこれは重く受け止め

ながら、この条例の制定といったものに取り組

んだということは、皆さん御案内のとおりであ

ります。 

 この小友町外山地区の太陽光発電事業におい

ては、再エネ審議会から答申を受け、市から洪

水調整池の設置等の指導を行ったにもかかわら

ず、さっきから何度も話をしておりますけども、

事業主は適切な手順及び規模に適した施工を行

わず、一度に、一気に表土を剥いでしまったわ

けであります。 

 これは、私も一挙に表土を剥いでしまった現

場に行きまして、正直なところ言葉を失いまし

た。何でこんな状態になってしまったんだろう、

言うべき言葉がなかったわけであります。それ

が現実であったわけであります。それから戦い

が始まったわけであります。何だこれは、こん

なことを許していいのかということになったわ

けであります。 

 それが先ほど言ったとおり30回以上も現場に

入るとか、いろんな本社に出向くとか、そのよ

うな行動につながっていったということを、ひ

とつ議員各位にもしっかりと受け止めていただ

き、また理解をしていただきたいということを

申し上げたいと思っております。 

 手をこまねいていたわけではありません。怒

りに満ちたものを持ちながら向き合ったという

ことも、ただそれに対して具体的な対策をとい

うことを、抜本的な対策をということを持ち込

めないもどかしさ、だからこそ一緒になって活

動するということが、やはり私は大事じゃない

のかなというように思っております。 

 今こそ、そういう一つの体制の中で向き合わ

なければ、抜本的な改善が事業者はしてくれな

いんじゃないのかなというように思っておりま

すので、法的な手段ももちろんあるわけでござ

いますけども、市民の力をしっかりとまとまっ

た中で示せば、やはり事業者も従わざるを得な

いというところに持ち込まなければならない。

市長一人では向き合ってもある意味では限界が

あるということも、これは言い方が間違います

と言い訳みたいになってしまいますから、慎重

に言葉を選んで言わなきゃなりませんけども、

そのような一つの現状の中で向き合っていると

いうこともひとつ御理解をいただければという

ように思っております。 

 それぞれ一気に表土を剥いでしまった、その

結果が降雨の都度濁水が発生したという一つの

今の現状になったわけでありますので、これは

とてもじゃないが許されたもんじゃないという

ことで、条例改正に一気に持ち込んだというこ

とも、その背景にあるわけであります。 

 改正した条例は、まさに繰り返しになります

けども、再生可能エネルギー、大規模太陽光発

電事業は、いうところの「届出制」から「許可

制」、そして市内全域を抑制区域といたしまし

て、１万平米以上の、１ヘクタール以上の発電

事業は許可しないという、そのような一つの厳

しい規定に、議員各位の御理解をいただき、持

ち込むことができたわけであります。 

 さらには、この改正条例の許可基準には、濁

水の発生防止も規定をしているという状況であ

りますので、改正した条例をもちまして、市内

の再生可能エネルギー事業の抑制と適正な導入

に図りながら、市内の自然環境景観保全、災害

防止といったものにやはり向き合っていかなき

ゃならないかというように思っておりますので、

ちょっとくどい答弁になったかもしれませんけ

ども、そのように向き合っているということを

ひとつ御理解をいただきながら、まさに未然防

止、そしてまた今の発生しているものを少しで

も抑制をする、というよりも完全に抑制をする

という方向にやっぱり持ち込むためには、皆さ

んと一緒になっての力が必要であるということ

を申し上げておきたいと思っています。 

 私も市長として、もちろん先頭に立って頑張

ります。頑張るのは私の立場であり、責任であ

るというように思っておりますので、そのとき

に一緒になって取り組もうと、一緒になって向
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き合おうというそういう力がなければ、事業者

に対するインパクトも、それこそ強力な指導も

なかなかという部分があるわけでございますか

ら、その辺国も県もはっきり申し上げますと、

これについては当事者じゃないわけであります。

影響を受け、様々な被害を受けているのは我々

市町村なんです。そこのところを踏まえるため

には、我々自身がしっかりと力を合わせるとい

う、そのようなやっぱり協力関係が私は必要で

はないのかなというように思っておりますので、

議員各位の御理解と御協力もなお一層、これま

で以上お願いを申し上げたいというように思っ

ていることを付け加えて、答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後４時04分 休憩   

────────────────── 

   午後４時14分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き、会

議を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。１番小松正真

君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  先ほどの御答弁の中で、

国も県も当事者ではない。当事者意識が薄いと

いうふうな話の御答弁をお伺いいたしました。

すごく残念だなという考えを思うところなんで

すけど、逆を返すと、遠野市が管理する外山川

が汚れたせいで、県が管理する小友川、猿ヶ石

川、そしてその下流にある田瀬ダムが汚れたせ

いで、逆に県とか国の皆さんって怒っているん

じゃないかなっていうのが、今ちょっと疑問と

して沸いてきたんですが、そこら辺に関してそ

の当事者ではないというのは分かりましたが、

どういう反応を県とか国とかというのがしてい

るのか、詳しくお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これはまさに上流域、

水源域というような中にあのようなプロジェク

トが展開されたわけでありますから、外山川が

小友川に、小友川が猿ヶ石川に、猿ヶ石川が今、

田瀬ダムのほうにという部分で影響が出るとい

うことは、ごく、言うなれば、言葉としては適

切じゃございませんけども当然の流れなわけで

あります。 

 したがって、だからこそ関係機関がしっかり

とスクラムを組みながら、課題を共有しながら

であれば、この現場と、現実とどう向き合うの

かということについて冷静に話合いをしながら

事業者とも向き合っていくということが今、求

められているんじゃないのかなというふうに思

っているところでございますから、そのような

認識の中でこれからもこの課題には向き合って

まいりたいということを申し上げておきたいと

いうように思っております。 

 外山川が準用河川で市の管理だから、その市

が云々というよりも、その部分の中でいろんな

開発に係る様々な許認可もそれぞれの部署、部

署で行われてきているという１つの中に、言葉

としては適切じゃありませんけどもちょっとち

ぐはぐな、これは法そのものがしっかりと制度

設計というよりも整備されていなかったがゆえ

にこのような事態になったということも１つの

背景にある。 

 だから、これを言ってしまうと全て言い訳み

たいに聞こえることになりますから、一方にお

いては現実的な向き合い方も、もう一方におい

てはしていかなきゃならないということで今の

ようなひとつの経過を申し上げているわけでご

ざいますので、誤解のないようにお願いを申し

上げたいと思っています。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  答弁がかみ合わないの

で、もうこれぐらいにしておきたいと思うんで

すけど、ちょっとさっきの条例の話に話をちょ

っと戻したいと思うんですが、先日の民放のニ

ュース番組でこの外山のメガソーラーの問題が

取り上げられておりました。その放送の際に、

担当の職員の方がインタビューに答えていまし

た。 

 遠野市としては、太陽光発電事業を否定する
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わけではないというお話をされておりました。

先ほども申し上げたとおり、市長は以前から太

陽光発電に反対するという立場を取られている

と記憶しております。そして、先ほど話をした

条例、再エネの条例については、太陽光発電を

制限する内容だというふうに捉えております。 

 実際も、そのように説明、先ほどもいただい

たというふうに思っているんですけれども、こ

れまで議会に説明してきた市長の方針、太陽光

発電事業については反対だというお考えは今も

変わりはないということで認識してよろしいで

しょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  すみません、どうも質

問の趣旨が十分理解ができなかったものでござ

いますから、ちょっと戸惑ったわけであります

けども、要するに、太陽光発電、再生可能エネ

ルギーそのものは何ら否定するものではないと

いう部分の中で、要するに大規模太陽光発電と

いうところのメガソーラー、これはやはり自然

環境あるいは災害防止、あるいは遠野ならでは

の景観というものについて、やっぱり好ましく

ない。 

 再生可能エネルギーと言っても木質バイオを

はじめ風力発電、それからこの太陽光につきま

しても、小規模の１つのいわゆるソーラー発電

などは、これはあるわけでございますから、そ

の辺はしっかりと景観と、あるいは自然環境と、

さらには災害防止といったものとしっかりと調

整を図った上での再生可能エネルギーそのもの

は何ら否定するものではない。 

 しかし、大規模な太陽光発電という大規模な

開発を伴うものについては、これは遠野市はノ

ンですよという、そのような意思表示を条例の

中で、私どもは議員各位の御理解もいただきま

して、遠野市として見出すことができたという

ことを私は誇りに思っておりますし、これは全

会一致で可決できたということについても本当

に誇りに思っておりまして、まさに遠野ならで

はの取組だなということの外の評価につながっ

ているということも申し上げます。 

 再生可能エネルギーそのものは、よく言う

「脱原発」というような問題、そのような問題

ともどう向き合うのかということもあるわけで

ございますし、文字どおりエネルギー政策なわ

けであります。エネルギー政策というのは、国

の、まさに国家としての安全保障の問題にもつ

ながるような大きな大きな問題がエネルギー政

策なわけでありますから、その辺のところはや

っぱり国策としてこのようなものにどう向き合

うのかということを地方にいたずらに混乱を起

こさないように対応するのが、やはり国の責任

でありエネルギー政策ではないのかなというよ

うに私、思っているところでございますから、

その見解を申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  すいません、私の質問

が「大規模」が抜けておりましたので、私も市

長の今のそのお考え、十分に分かりましたので

次の質問に行かせていただきます。 

 次の質問は、遠野市と事業者の関係性につい

てお伺いをします。 

 これまで、指導等に対する態度についてどう

思っているのか。信用に足る事業者なのか。市

長は、過去にも事業者とは信頼関係、築けてい

る、信頼が大事だ。そういうお話をされている

というふうに記憶をしております。 

 しかしながら、先ほど市長の御答弁では指導

に従わず、一気に表土を剥いだなんていう話も

飛び出してくる状況でございます。 

 市長が今、その事業者さんを信用しているの

であるとすれば、何を根拠に信用されているの

か。まずは、信用しているのか、信用していな

いのか。信用しているのであれば根拠をお示し

ください。 

   （「議事進行」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  安部重幸議員、議事進

行。 

○15番（安部重幸君）  今の質問者、市長はそ

の業者を信用しているか、していないか。これ、
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大変な問題じゃありませんか、議長。 

 先ほどまで市長が、何回も協議しながらここ

まで来ているわけです。それに対して今、業者

信用できるかできないか、それ、ただす自体が

相手に対しての、遠野市議会として侮辱にあた

るんじゃないですか。議長、整理しなさいよ。 

○議長（浅沼幸雄君）  ただいまの安部重幸議

員の議事進行についてでございますけれども、

市長が事業者を信用できるかできないかという

質問者の確認は侮辱にはあたらないというふう

に解釈しますので、質問は続行させていただき

たいと思います。 

 本田市長、答弁。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  ただいま、小松議員の

質問に対して議事進行がかかりましたけども、

私も一瞬戸惑ったわけであります。信用するか、

信用しないかというような二者択一の答弁はで

きません。そうなってくると、誰が一番迷惑が

かかるかとなれば誰だと思いますか、皆さん。

住民の方々なんですよ。 

 私が、例えば信用できないというような答弁

をここで行ってしまえば、業者はもう勝手にや

ってしまうわけです。どうなりますか。その辺

のところも、信用するかしないかというような、

そのような中で向き合っているわけじゃないわ

けであります。事業主として、ちゃんと責任を

取ってほしいという、そのような中で向き合っ

ているわけでありますから、その辺のところは

やはりしっかりとした認識の下に質問等をして

もらわなきゃならない。 

 したがって、先ほどの議事進行については私

はそうだと、そのような声が上がるというのが

非常に、というそのような思いを持ったという

こともちょっと付け加えさせていただきたいと

思っています。二者択一のどうなんだ、Ａなん

だかＢなんだか、どっちだと、あんた態度をし

っかりしろと、別な案件であればそのような対

応も可能かもしれません。しかし、今は現在進

行形なわけであります。そのような中で、少し

でもというよりも、改善と対策をしっかりと行

ってもらわなきゃならないという中で向き合っ

ているわけでありますから、そうすると、おの

ずとどういう言葉が出てくるかとなれば、議員

各位も理解してもらえるんじゃないのかなとい

うふうに思っておりますので、そのことを申し

上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  御答弁いただけません

でした。しかし、市民、しかも当事者である下

流域に住む市民の皆さんは、事業者のことを本

当に信用できると思っているんでしょうか。な

かなかその現状が回復しない、先ほど来申し上

げているとおり１年半以上も同じ状況が続いて

いる。そして今、事業者との交渉にあたってい

る柏木平自治連絡組織の皆さん、日頃お話され

ているのはこちらが出している話を事業者は全

然約束を守ってくれない。当初、昨年の８月、

防災等工事が終わって泥が止まるはずだった。

それが今年になっても止まらない。そういった

市民の声、市長、もっと市民の声を聞いていた

だけませんか。 

 そして、先ほど来、一緒にというお話を市長、

されています。今後、外山川、小友川その周辺

に住む皆さんも本当の意味で一緒になって、遠

野市と一緒になって事業者に対峙する、そうい

うふうな形を市長、つくっていただけませんか。

お伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  全く一緒になってやっ

ていくということについて、市長があたかも何

も話を聞いていないような、そのようなニュア

ンスの質問であります。 

 それぞれの関係者の方々のお話もしっかりと

承っておりますし、地域住民の方々の声も直接、

あるいは文書等でも聞いております。市長が何

も聞いていないんじゃないのかなというような、

そのような認識ということになれば極めて不本

意であります。 

 しっかりと聞きながら、真摯に向き合ってい
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るということを申し上げて答弁といたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  私の今の話、何も根拠

がなくてお話をしているわけではありません。

過去の一般質問において、市長は住民と事業者

はまず向き合ってほしい。遠野市内で他地域の

２つの団体が違うことを言っていたら、市とし

ては何もできない。そのような御答弁を過去に

いただいています。そういった答弁を聞いて、

市民の皆さんは本当に心を痛めている。事業者

と住民が直接向き合わなくてはいけない、その

状況がつくり出されていること、私はおかしい

と思う。だからこそ、先ほどの質問をしました。 

 今、市長が住民の声を十分に聞いているなら

いいでしょう。それはそれでいいと思います。

市民が市長に十分話を聞いてもらっていると思

っているかどうか、それはまた別の話です。だ

からこそ、今まさにもう一度自分たちの形を整

理して市民、それと一緒になってやってほしい。

そのように質問をしたわけでございます。再度

お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  さきの６月定例市議会

か、もしくはその前の質問の中のひとつの答弁

の、ちょっとこれも誤解しないで聞いていただ

きたいと思っておりますけども、言葉尻を捕ま

えているような中での質問をされても、正直な

ところ私も困惑するわけであります。 

 住民と事業者がしっかりと向き合うというこ

とにつきましては、それぞれ鮎貝地区も柏木平

地区も事業者の説明会に臨んでおる。それもし

っかりと私も報告も受けておりますし、どうい

うやり取りがされたのかということについても

克明に報告を受けております。 

 また一方、自ら住民のほうに出向いて私の考

え方もしっかり説明するという話を申し入れた

ときも、それは及ばずと、しっかりと職員から

聞いておるから市長は来なくてもいいというよ

うな話もありました。そうではないだろうとい

う中で、市長と語ろう会のときもしっかりと住

民代表の方とも向き合いながら、経過報告も行

っているところでありますので、そのようなこ

とを考えれば、まさに同じ目線で、そしてまた

同じ立場に立って事業者のほうと向き合いなが

ら、要するにこの濁水防止対策にしっかりと向

き合ってもらう。しっかりと対策を取ってもら

うという立ち位置については何ら変わりないと

いうふうに私は認識しているところでございま

すので、そのことを１つ踏まえて、これからも

真正面からこの事業というよりも対策に向き合

ってまいりたいと思っておりますので、小松議

員はじめ各議員の皆様の協力も、改めてまたこ

の場を通じお願いを申し上げまして答弁といた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次に、今後についてお

伺いをしてまいります。 

 私の調べでは、事業者は来年令和３年の10月

ごろまで濁水が続くという説明をしております。

遠野市として、現在の土砂流出はいつ頃まで続

くと認識をしているのかお伺いをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  これにつきましては、

なかなか流動的なものもあるのではないのかな

と思っておりますけども、令和２年６月９日付

の書面では８月末までに事業地内の緑化工事を

完了させるという、そのような報告をもらって

おります。植生ネットのより効果的な緑化策を

講じる。その中におきまして、種子散布等の緑

化工事も既に完了したということの報告も受け

ておりますので、しかし植栽の回復がなかなか

十分ではない。回復するまでに時間が少しかか

るということはありますので、追加対策として

の植生マットなどの追加設置も今、行っている

ところでありますので、いつ頃までかというこ

とになれば、植生の生育と並行しながら事業地

内の濁水を貯水するための調整池の拡張も行う

こととしておりますので、一定の時間はまだ必
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要とするのではないのかなというふうに思って

おりますけども、この辺のところを踏まえなが

ら令和３年、来年の10月までにはしっかりとし

たような、きちんとした対策を講じるようなそ

のようなものに持ち込めないのかなとなれば、

あと１年ぐらいは少しやっぱり一定程度の濁水

は避けられない状況が続くのではないのかなと

いうように見通しているところでございますの

で、ただこれも流動的であります。一気に、例

えば想定外の雨がそこに、100ミリ、200ミリと

いうことで降った場合のことも考えたり、いろ

んなことを考えれば、またそれに断定はできな

いわけでございますけども、今の工事が順調に

進むと令和３年10月ごろには何とか効果が出て

くるのではないのかなというふうに見込んでい

るということを申し上げておきたいと思ってお

ります。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市長の認識としても、

来年10月頃まで続くのではないかなというふう

な御答弁でございました。 

 この状態があと１年も続く。市民の皆さんど

う思いますか。私は許せない。そもそも事業者

が10月と言ってきたんだったら、それを１カ月

でも２カ月でも３カ月でも縮める。それが指導

なんじゃないか。今、やはりその指導というも

のがうまく行っていないのかなというふうにま

た疑念を思わせる御答弁でございました。 

 先日、柏木平自治連絡組織の皆さんが事業者

に対して抗議文を出しました。これ、市長も内

容、御存じだとは思いますけれども、濁水対策

を具体的にして調整池の改修と河川の改修を行

うことを抗議文として出されています。しかし、

これについての事業者の回答は、既に対策は十

分に行われている。今の計画で十分だというこ

とをお答えしてきたようです。 

 市長、先ほどもお話しましたけれども、この

抗議の内容、先ほども言ったとおり市長御存じ

だと思います。抗議の内容を事業者に行わせる

よう、これ改善命令出しませんか。お伺いをし

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  事業者のほうとは、こ

れまで同様、精力的に課題を整理しながら誠心

誠意我々のその要望、あるいは対策等について

強く指導あるいは要望、それからもう１つは、

この単なる要望だけじゃなくして、それをしっ

かり検証するような、そのような対応をより強

力に進めてまいりたいというように考えており

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  次の質問に移ります。 

 先日、新たにこの問題に対する第三者委員会

を立ち上げるという説明をお伺いいたしました。

この第三者委員会の目的と内容についてお伺い

をいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この今までの経過ある

いは現状、今どのような状況にあるかというこ

とにつきましては、繰り返しになりましたけど

も今般の一般質問におきましても、小松議員の

質問に答える形で現状あるいは経過、それから

今置かれている状況等についてはお話申し上げ

たところであります。 

 繰り返しになりますけども、本来濁水対策は

事業者の責任で行うということはもちろんその

とおりであります。そのとおりにしてもらわな

きゃなりません。何度も指導をしているという

部分の中に、対策も講じてきているものになっ

ても、なかなかそれが、この濁水が発生してい

る状況の中では追加対策を繰り返しているよう

な状況にもあるわけであります。これは何もし

ていないわけじゃなく、懸命にやっているんだ

けどもなかなかそれが、１つ濁水のほう、いう

なればあれだけの表土を剥いだわけであります

から、なかなか限界もあるということかもしれ

ませんけども、繰り返しているという状況にあ

るわけであります。 
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 そのようなことも踏まえまして、市では再エ

ネ審議会のほうからの答申等を踏まえまして、

事業者に指導を行ってきたが、再エネ審議会は

市内全体の景観資源の保全と再生可能エネル

ギー事業の利用の調和について諮問する機関で

あるということなわけであります。小友のメガ

ソーラーの問題を議論する場ではないわけであ

ります。 

 そのようなことも踏まえまして、いろいろ審

議会の専門的な委員の皆様からも御指導はいた

だいてきているわけでございますけども、やは

りこの市民からも何度もお話が出ておりますと

おり、濁水で、要するに非常に被害を受けてい

る方も出てきているという現状を踏まえながら、

そしてこの濁水被害に対する有識者の参画を求

める声があったということも背景にあります。 

 したがいまして、市の担当が、あるいは国が、

県がという中で向き合っているわけでございま

すけども、やはり国も県もそういった意味にお

いては、なかなかというよりは当事者意識とす

れば、やっぱり市が一番のその当事者なわけで

ありますから、そんなことを踏まえれば、やは

りその対策をしっかりと講じてもらうためには、

より強い指導を行っていく必要がある。 

 そのためには、各種データ、各種調査、その

ようなものを踏まえながら、この濁水対策に対

する専門的な１つの助言をいただいて、それを

踏まえながら事業者に向き合う。単なるお願い

だけではない、自己責任で、事業者責任でやっ

てほしいというだけではない。こういう部分で、

こういうことで、こういうことだから、このよ

うにしてもらいたいというような中におけるや

っぱり体制を構築していかなきゃならないとい

う中で、今般事業主のほうとも話合いをいたし

まして、本来であれば事業主責任でしっかりや

ってもらわなきゃなりませんけども、本社のほ

うとも協議をしなければならないので一定の時

間がほしいということでありましたので、今般

の議会のほうに所要の経費を、活動費を計上い

たしまして、そしてこの濁水、具体的な濁水対

策を事業者に対して具体的な指導が可能になる

ように調査、監視を行い、市に助言をしていた

だき、市はその助言を受けてしっかりと事業主

のほうに責任でもって対応してほしいというと

ころを、訴えるというよりも要望するという方

向に持っていくために、そのような監視対策委

員会のような専門的な集団がやっぱり必要では

ないのかなという中で、今般立ち上げようと今

しているわけでございまして、委員の皆様のほ

うからはほぼ内諾をいただいておりまして、６

人から７人ほどのメンバーでもってこの専門的

な１つの指導集団を対策監視委員会というそう

いう場でもって立ち上げたいというように思っ

ておりまして、それが来年の10月が、あるいは

功を奏しまして７月、６月ということに前倒し

になるかもしれませんので、そのような方向に

全力を挙げて取り組んでまいりたいというよう

に思っているところでございますので、御理解

をいただければと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市長から、来年の10月

と言わず前倒しというお話も聞けたので、少し

前向きに話をしたいなと思うんですが、ただこ

の第三者委員会の立ち上げというのは、先ほど

お伺いした専門家の集まりで、より具体的な指

導をするためというふうなものを考えるとやっ

ぱりちょっと遅過ぎたのではないかなというと

ころが考えられます。 

 問題発生からもう１年半以上の月日が経過し

ている。そこから初めて、初めてではないんで

しょうけど、具体的なその専門家の意見を聞く

というふうなことは、これまでの指導というも

のがやはりあまり根拠のないものだったのでは

ないかなというふうに想像をするところですが、

いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  この対策監視委員会は、

住民の方々からもそのような組織を立ち上げて

ほしいという要望もあったことを踏まえて立ち

上げたわけでございますし、やはりしっかりと
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した調査そしてデータ、そしてそれを分析した

ものを持って向き合わなければならないという

ことについては、やっぱり今後必要じゃないの

かなという認識に立ったわけでございますから、

そのような組織の中で幾らでも早く、前倒しで

しっかりとした対策工事を行ってもらうように

全力を挙げてまいりたいと思っております。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  この第三者委員会、監

視をするのも１つの仕事だというふうに理解を

いたしました。 

 これ、先ほども申し上げたとおりなんですけ

ども、市長が一緒にというふうな話をされてい

るので、監視をする業務等であれば、これから

のことも考えてぜひ市民をこの中に入れていた

だきたい。特にも、流域であります小友そして

宮守町鱒沢の柏木平、この地区から、その市民

が推薦する人たちを入れていただきたいと思う

んですけれども、そういうふうなものの可能性

というのはいかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  いろいろ協議をしなが

ら、あるいは話合いをしながら、やはり１つの

目的に向かって進んでいくということになるわ

けでございますから、認識の違いはない。立場

の違いもない。一緒になってやっていけるとい

うことになるわけでございますから、その辺の

１つの組織あるいは認識を同じく持ちながら向

き合うという部分について、これからも御協力

をいただければということを申し上げて答弁と

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  ぜひ、御検討いただき

たいと思います。 

 市長、この後このメガソーラーの濁水問題、

今日、再三再四お伺いしてきたような気もしま

すけれども、この問題にどのように向き合い、

今後どのように進めていくおつもりなのか。改

めてではありますけれどもお伺いをします。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  今まで申し上げてきた

１つの認識に基づきまして、これからも真正面

から誠意を持ってこの問題に向き合ってまいり

たいというふうに考えているところでございま

すので、御理解をいただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 

   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  真正面から、ぜひ事業

者に向かっていただきたい。 

 この一般質問中、市長も、私が先頭に立って、

責任を持って、そのようなお話をされています

ので、ぜひ強い心を持って事業者にこの問題に

向かっていただきたいなというふうに思います。 

 市長、最後に、先ほども申し上げているとお

り市民の皆さん、まだまだこの問題、不安な思

いをされていると思います。今後どう進めるか

という話は先ほどいただきましたけれども、市

長の強い思い、これを最後にもう一度お伺いし

たいんですけれども、それをお伺いをいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  本田市長。 

   〔市長本田敏秋君登壇〕 

○市長（本田敏秋君）  最後に、この問題に対

する１つの思いをという話でありました。 

 答弁申し上げましたとおり、１つの先頭に立

ってこの問題に向き合うということについては

変わりありません。その際に、背中を押しても

らい、肩をたたいてもらえれば大いに頑張るわ

けでございますけれども、いろいろ足を引っ張

られるとどうしようもなくなってしまうという

部分はあるわけでございますので、皆さん、し

っかりと私の背中を押して、そして先頭に立っ

て頑張ってほしいというようなそのようなエー

ルを私にも送っていただければということにな

れば私も百人力でございますので、そのような

ことをお願いを申し上げまして、私の思いと決

意に代えさせていただきます。 

○議長（浅沼幸雄君）  １番小松正真君。 
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   〔１番小松正真君登壇〕 

○１番（小松正真君）  市民の皆さんは、足を

引っ張ることはないと思います。市長の背中を

たくさんの人が押していただいて、この問題を

解決したいと思っている皆さん、いっぱいだと

思います。 

 ぜひ、それに市長の背中を、肩を見せていた

だいて、押しやすい環境だけつくっていただけ

ればなというふうに思うところです。 

 最後に、イタリアの天文学者、ガリレオ・ガ

リレイの言葉を紹介して終わりたいと思います。 

 結果には全て原因がある。この濁水の問題は、

太陽光発電、これに罪があるわけではありませ

ん。自然環境のことを考えず、中途半端な計画

に基づいて開発を行った、そのことに問題があ

ります。この問題の本質をもう一度見直し、市

民が、そしてこの問題に対して心を痛めている

全国の皆さんが１日でも早く安心していただけ

るよう、この世界に誇る遠野の自然というかけ

がえのない財産を、今後の遠野市、そして事業

者を見張っていく。そのことを約束して、私の

一般質問を終わります。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。本

日の会議はここまでとし、散会いたしたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、本日はこれにて散会いたします。御苦

労さまでした。 

   午後４時52分 散会   
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